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－１－ 

小笠原村告示第１号 

 

 平成２８年第１回小笠原村議会定例会を下記のとおり招集する。 

 

  平成２８年２月２２日 

 

                       小笠原村長  森  下  一  男 

 

記 

 

  １、期  日  平成２８年３月８日 

 

  ２、場  所  小笠原村議会議事堂 



－２－ 

○ 応 招 ・ 不 応 招 議 員  

 

応招議員（８名） 

      １番  清 水 良 一 君   ２番  安 藤 重 行 君 

      ３番  一 木 重 夫 君   ４番  鯰 江   満 君 

      ５番  杉 田 一 男 君   ６番  稲 垣   勇 君 

      ７番  佐々木 幸 美 君   ８番  池 田   望 君 

 

不応招議員（なし） 



－３－ 

平 成 ２ ８ 年 第 １ 回 小 笠 原 村 議 会 定 例 会 会 議 録  

 

議 事 日 程 （第１号） 

                     平成２８年３月８日（火曜日）午前１０時開会 

 

第 １ 議案第 １号 小笠原村情報公開条例の一部を改正する条例（案） 

第 ２ 議案第 ２号 小笠原村行政不服審査法の規定による提出資料等の写し等の交付に係 

           る手数料に関する条例（案） 

第 ３ 議案第 ３号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する 

           条例（案） 

第 ４ 議案第 ４号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正 

           する条例（案） 

第 ５ 議案第 ５号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（案） 

第 ６ 議案第 ６号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例等の一部を改 

           正する条例（案）（旅費関係） 

第 ７ 議案第 ７号 小笠原村消防団条例の一部を改正する条例（案） 

第 ８ 議案第 ８号 小笠原村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例（案） 

第 ９ 議案第 ９号 小笠原村国民健康保険税条例の一部を改正する条例（案） 

第１０ 議案第１０号 小笠原村営バス事業に関する条例の一部を改正する条例（案） 

第１１ 議案第１１号 小笠原村キヤンプ禁止地域に関する条例の一部を改正する条例（案） 

第１２ 議案第１２号 母島村民会館の指定管理者の指定について（案） 

第１３ 議案第１３号 東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について（案） 

第１４ 議案第１４号 東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更について（案） 

第１５ 議案第１５号 平成２７年度小笠原村一般会計補正予算（第４号）（案） 

第１６ 議案第１６号 平成２７年度小笠原村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）（案） 

第１７ 議案第１７号 平成２７年度小笠原村簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）（案） 

第１８ 議案第１８号 平成２７年度小笠原村宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）（案） 

第１９ 議案第１９号 小笠原村父島辺地及び母島辺地に係る公共的施設の総合整備計画（平 

           成２３年度～平成２７年度変更）（案） 

第２０ 議案第２０号 平成２８年度小笠原村一般会計予算（案） 



－４－ 

第２１ 議案第２１号 平成２８年度小笠原村国民健康保険特別会計予算（案） 

第２２ 議案第２２号 平成２８年度小笠原村簡易水道事業特別会計予算（案） 

第２３ 議案第２３号 平成２８年度小笠原村宅地造成事業特別会計予算（案） 

第２４ 議案第２４号 平成２８年度小笠原村介護保険（保険事業勘定）特別会計予算（案） 

第２５ 議案第２５号 平成２８年度小笠原村介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計予 

           算（案） 

第２６ 議案第２６号 平成２８年度小笠原村下水道事業特別会計予算（案） 

第２７ 議案第２７号 平成２８年度小笠原村浄化槽事業特別会計予算（案） 

第２８ 議案第２８号 平成２８年度小笠原村後期高齢者医療特別会計予算（案） 

第２９ 議案第２９号 小笠原村父島辺地及び母島辺地に係る公共的施設の総合整備計画（平 

           成２４年度～平成２８年度） 

第３０ 同意第 １号 小笠原村農業委員会委員の任命の同意 

第３１ 同意第 ２号 小笠原村教育委員会委員の任命の同意 

 



－５－ 

出席議員（７名） 

      １番   清 水 良 一 君    ２番   安 藤 重 行 君 

      ３番   一 木 重 夫 君    ４番   鯰 江   満 君 

      ５番   杉 田 一 男 君    ６番   稲 垣   勇 君 

      ８番   池 田   望 君 

───────────────────────────────────────────────── 

欠席議員（１名） 

      ７番   佐々木 幸 美 君 

───────────────────────────────────────────────── 

出席説明員 

村 長 森 下 一 男 君 副 村 長 渋 谷 正 昭 君 

教 育 長 松 本   隆 君 総 務 課 長 
事 務 取 扱 

渋 谷 正 昭 君 

総務課副参事 鈴 木 敏 之 君 
総 務 課 
企画政策室長 

樋 口   博 君 

財 政 課 長 江 尻 康 弘 君 村 民 課 長 村 井 達 人 君 

医 療 課 長 佐々木 英 樹 君 産業観光課長 牛 島 康 博 君 

環 境 課 長 深 谷 雪 雄 君 建設水道課長 篠 田 千鶴男 君 

母 島 支 所 長 湯 村 義 夫 君 出 納 課 長 菊 池 元 弘 君 

教 育 課 長 大 津   源 君   

───────────────────────────────────────────────── 

欠席説明員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 

事務局職員出席者 

事 務 局 長 セーボレー 孝 君 書 記 菊 池 ひろみ 君 

 

 



－６－ 

───────────────────────────────────────────────── 

◎開会及び開議の宣告 

○議長（池田 望君） ただいまから平成28年第１回小笠原村議会定例会を開会します。 

  初めに、昨日、まことに残念ながら菊池滋夫氏がお亡くなりになられました。 

  故菊池滋夫氏は硫黄島旧島民でありますが、返還後、ふるさと硫黄島の帰島がかなわない

ため父島に戻られ、長年、当村の水産業振興にご尽力されました。また、東京都漁業協同

組合連合会会長の職務につき、東京都全体の水産業振興にも寄与され、その多大な業績は

広く知られております。その業績に深く敬意を表します。 

  ここに、故菊池滋夫氏のご逝去に対し、深く哀悼の意を表しますとともに、謹んで冥福を

お祈りいたし、黙禱をささげたいと思います。 

○事務局長（セーボレー孝君） 全員、ご起立ください。 

  黙禱。 

          （黙  禱） 

○事務局長（セーボレー孝君） 黙禱を終わります。ご着席ください。 

○議長（池田 望君） ご協力ありがとうございました。 

  それでは、これより本日の会議を開きます。 

（午前１０時） 

───────────────────────────────────────────────── 

◎会議時間の延長 

○議長（池田 望君） この際、あらかじめ会議時間の延長をしておきます。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（池田 望君） まず、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第120条の規定により、１番、清水良一君及び２番安藤重行

君を指名いたします。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎諸般の報告 

○議長（池田 望君） 次に、事務局長より諸般の報告をさせます。 

  事務局長。 

○事務局長（セーボレー孝君） ご報告いたします。 



－７－ 

  村長より、平成28年２月22日付、小笠原村告示第１号をもって、本定例会の招集通知があ

りました。 

  次に、村長並びに教育長より、２月23日付で議会説明員出席者の通知がありました。 

  次に、村長より２月26日付、議案29件、同意２件の送付がありました。 

  次に、議長池田 望君の出張等についてご報告します。 

  12月21日から22日の２日間、村長とともに東京都の副知事、教育長、各局の局長へ挨拶に

参りました。 

  12月24日、25日、村長とともに平成28年度離島振興関係国家予算対策運動に参加しました。 

  １月１日、議員４名とともに父島で開催の成人式に出席しました。 

  １月５日、議員２名とともに消防団母島分団の出初め式に、また１月11日、議員４名とと

もに父島の消防団出初め式に出席しました。 

  １月19日、村長とともに北関東防衛局小柳局長、江島国土交通大臣政務官、１月20日、若

宮防衛副大臣、１月25日、石井国土交通大臣にそれぞれご挨拶に参りました。 

  １月27日、山口県下関市で開催の新おがさわら丸の命名・進水式に出席しました。 

  ２月12日、議員６名とともに都議会自民党、都議会公明党、日本共産党都議会議員団、都

議会民主党を訪問し、航空路早期開設の決議の依頼をして参りました。 

  同日、議員６名とともに平井たくや衆議院議員、田中和徳衆議院議員、新藤義孝衆議院議

員、盛山正仁衆議院議員へ挨拶に参りました。 

  ２月15日から16日にかけまして、議員６名とともに友好都市八丈町を親善訪問し、八丈町

立病院等を視察して参りました。 

  ２月17日、議員６名とともに山口那津男公明党代表、松原 仁衆議院議員、金子恭之衆議

院議員、丸川珠代環境大臣、中川雅治参議院議員、北川イッセイ参議院議員へ挨拶に参り

ました。 

  ２月18日、都町村議会議長会定期総会に出席しました。 

  ２月19日、島嶼町村議会議長会定期総会、島嶼町村会、島嶼町村議会議長会合同会議、島

嶼町村一部事務組合定例会に出席しました。 

  ２月23日、公益社団法人地域医療振興協会の吉新理事長、山田副理事長へ挨拶に参りまし

た。 

  次に、小笠原村監査委員稲垣直彦君及び鯰江 満君より、１月19日、１月28日、２月26日

付で例月出納検査の報告、また、２月５日付で定期監査の結果報告がありました。 



－８－ 

  報告は以上でございます。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎会期の決定 

○議長（池田 望君） 次に、会期についてお諮りします。 

  本定例会の会期は、本日３月８日から３月18日までの11日間にしたいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、本定例会の会期は、本日３月８日から３月18日まで

の11日間と決定いたしました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎村長所信 

○議長（池田 望君） 次に、村長から発言を求められておりますので、これを許します。 

  村長、森下君。 

○村長（森下一男君） 平成28年第１回小笠原村議会定例会の開会に当たりまして、村政運営

に対する所信の一端を述べさせていただきます。 

  まず、世界情勢に目を向けますと、テロの脅威、原油安などから世界経済の不透明感が増

していることが指摘されています。また国内情勢については、１月に開会した国会の施政

方針演説の冒頭で、安倍総理は「経済成長」、「少子高齢化」、「厳しさを増す安全保

障」の３つを挙げて、これらの懸案に真正面から「挑戦」すると述べています。これらの

状況は、超遠隔離島である小笠原村にも少なからず影響しております。 

  国境離島である小笠原村にとって、テロの脅威とは言わずとも、安全保障の観点から少な

からず国境警備の重要性が増していることは、一昨年の中国船問題を思い起こせば明らか

であります。 

  また、原油安は航路における定期船の燃油調整金をマイナスゾーンに下げ、ガソリン価格

等にも好影響を与えてくれていますが、昨年は幾つもの台風の接近や通過の影響を受け、

定期船の欠航や運航日程の変更を余儀なくされ、村内経済には大きな打撃となりました。 

  少子高齢化にあっては、今はその心配がないように思われがちですが、将来を見据えたと

き、何も施策を打たなければ現状維持でさえ難しくなることが想定されます。 

  国は地方創生、一億総活躍社会を打ち出し、地方にさまざまな施策の展開を求めておりま

す。村としてもそれを好機と捉え、民生の安定、産業の振興に努め、世界情勢や国内情勢
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に振り回されることのないよう、村内経済の安定や来たる少子高齢化に備えた施策をしっ

かりと立て、実施していかなければなりません。 

  このような状況の中で、本年は東京・父島航路、父島・母島航路ともに新船が就航いたし

ます。去る１月27日、下関の造船所において新おがさわら丸の命名・進水式が晴れやかに

行われました。また、３月27日には新ははじま丸の進水も予定されており、両船とも７月

初めの就航を予定しております。このたびの両船の進水式においては、式典のメーンとな

る支鋼切断の大役を父島・母島の新成人に担っていただいております。小笠原にとって大

事な航路の門出を、夢と希望のあふれる新成人に託したいとの思いから実現をいたしまし

た。 

  両船とも高速化・大型化・快適化され、民生の安定と産業振興にまさに貢献するものと期

待しておりますが、新船の就航でよしとするものではなく、村をはじめ関係機関の創意工

夫によって、より有効な活用と将来への安定が図られるよう、議会並びに村民の皆様とも

一丸となって、安倍総理の言葉をお借りするなら、本年もさまざまな施策に「挑戦」して

まいりたいと考えております。 

  次に、政策課題ごとに申し述べさせていただきます。 

  平成28年度の予算編成に当たりましては、「航空路開設の推進」、「世界自然遺産地とし

て自然環境の保全と活用を図るための施策の推進」、「小笠原の特色を生かした産業の振

興」、「良好な生活環境のための生活基盤整備及び災害に備える防災基盤整備の充実」、

「村民の安心と次世代の人材育成に向けた保健、福祉、医療、教育の充実」の５点を重点

施策として、編成させていただいております。 

  振興開発事業におきましては、「村道」、「簡易水道」、「し尿処理施設」、「浄化槽施

設」、「保育施設」、「診療所運営」を、継続事業として計上させていただいております。

中でも「簡易水道事業」は「父島扇浦浄水場移転事業」に引き続いて、「母島沖村浄水場

改良事業」が行われていることから最も大きな事業費となっております。国の予算編成に

おきましては、事業費抑制傾向が続いている状況ではございますが、前年度とほぼ同額を

確保いたしております。 

  振興開発事業以外の事業では、平成27年度同様に村有既存施設において、経年、老朽化に

伴い補修・改修が必要な施設の対応等のため、多額の基金の取り崩しを行っての予算編成

となっております。 

  現行の小笠原諸島振興開発特別措置法は、平成30年度末にその期限を迎えます。平成30年
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度は復帰50周年を迎える年であり、改正・延長を目指す次の特別措置法は、復帰50年後の

最初の法律となります。 

  過去の50年を総括し、将来を見据えた上で、時代に即した小笠原の振興開発を実現可能と

する新たな法体系の仕組みを要望していく必要があることから、今後の振興開発のあり方

について引き続き検討し、平成28年度には取りまとめ、平成29年度からの特別措置法の改

正・延長の要望活動に生かしてまいります。 

  平成27年度において検討を進めてまいりました地方創生の計画となる「人口ビジョン」及

び「総合戦略」の案について、取りまとめるに至りました。 

  総合戦略の内容は、国の指針に沿いながら、４つのテーマとプロジェクト事業を設定し、

村政課題の一端を解決すべく、個別事業を展開するものとなっております。 

  平成28年度においては、個別事業の具体的な実施方法の検討を進め、準備が整った事業か

ら予算化し、事業によっては、先行して国の交付金を活用しながら進めておりますので、

ご理解のほどよろしくお願いを申し上げます。 

  また、地方創生の関連として、国は各地方公共団体に対し、「公共施設総合管理計画」の

策定を求めており、本村では平成28年度に策定したいと考えております。 

  村政の最重要課題の一つである航空路の開設につきましては、昨年来、特に７月以降、そ

の具体的な進展を促すため、国会や都議会の先生方をはじめ、国土交通省の航空局や国土

政策局、また東京都など、関連する皆様方に精力的に陳情し、調整を図ってまいりました。 

  「２年後に迎える復帰50周年の際には、航空路開設について、東京都の一定の見解を示し

ていただきたい」という私の思いを、関係する皆様方にお伝えするとともに、事業主体で

ある東京都には、昨年10月、舛添知事に直接、訴えかけてまいりました。 

  関係機関の皆様方には、その思いを真摯に受けとめていただいていると理解しております

が、東京都には具体的な進展を促進するための体制を検討されるよう、お願いしていると

ころでございます。 

  今後とも、村民生活の安定と安全の確保のため、航空路の開設に向け、着実に進展するよ

う、関係機関との協議、調整を進めてまいります。 

  懸案でありました父島の都道行文線、いわゆる防災道路の整備につきましては、昨年度、

整備再開に向けた村内合意形成を進め、東京都へ村からの要望書提出と議会からの意見書

提出の結果、都において事業再開に向けた検討に入ることが決定されました。完成までに

はまだまだ時間を要しますが、ようやく重い扉が開いたという感慨を持ったところでござ
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います。 

  東京都とは引き続き協力体制を持ち、具体案を検討するに当たっての村内合意形成に努め

てまいります。 

  また、災害備蓄の充実を図りながら、村民の皆様や関係機関と協力し、津波・土砂災害な

どの自然災害に強い村づくりに努めてまいります。 

  かねてから懸案でございました都営小笠原住宅の建てかえにつきましては、東京都と協議

を重ねてきており、現在も、詳細については協議中でございますが、都において建てかえ

に向けた検討の再開を公式に表明することとし、先月、村民に対し説明会が開催されたと

ころでございます。 

  建てかえに伴う新たな住宅制度の具体案については、引き続き都と協議を進め、平成28年

度中には取りまとめたいと考えております。 

  また、都との協議を通して、多くの村民の皆様が居住する小笠原住宅の新たな方向性が見

えてきたことから、それを踏まえた村全体の今後の住宅政策のあり方を平成28年度から検

討してまいります。 

  法案成立が先延ばしにされていた「遺骨収集推進法」は、新年度からの事業実施体制にか

かわることから近々成立すると思われます。 

  これにより、国の関係省庁の責任と役割分担が明確になり、硫黄島をはじめとした各戦地

に残る110万柱以上と言われるご遺骨の収集が推進されるものと期待をしております。 

  硫黄島における遺骨収集帰還事業につきましては、先行して関係省庁が連携し、平成23年

度から集中的に調査、収容作業が行われており、引き続き小笠原村在住硫黄島旧島民の会

と連携をしながら国の事業に協力し、一柱でも多くのご遺骨が収容されるよう取り組んで

まいります。 

  また、硫黄島訪島事業につきましては、例年どおりの実施を目指し、調整してまいります。 

  平成30年には復帰50周年を迎え、小笠原村にとっては大きな節目となることから、昨年か

ら小笠原諸島返還50周年記念事業実行委員会を立ち上げ、準備を進めるとともに村民の機

運醸成などに努めているところであります。具体的な事業募集や事業実施の中心を担う各

専門部会の体制もほぼ整い、今年は具体的な事業計画の策定・準備を進めてまいりたいと

考えております。 

  村内ＦＴＴＨ網の敷設から10年目を迎え、このインフラ設備を利用したインターネット接

続サービスも、衛星回線から海底光ケーブルによる高速ブロードバンド環境に移行し、大
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きなトラブルもなく、村民の皆様に安定した情報通信環境を提供してまいりました。 

  しかしながら、村内ＦＴＴＨ網敷設から10年という長い年月により、宅内への引き込み光

ケーブルの経年劣化が見られること、また、敷設時に想定した加入者数を超える地域があ

るため、サービスを提供するための空の光ケーブル芯線が枯渇していることから、村内Ｆ

ＴＴＨ網更新工事を今年度、母島から着手しております。 

  父島の村内ＦＴＴＨ網更新については、平成29年度に実施設計を行い、平成30年度に更新

工事を予定しております。この更新工事により、さらなる安定した情報通信環境を提供し、

村民の方々の安心と利便性の向上に寄与してまいります。 

  ケーブルテレビ事業につきましては、自主放送チャンネルにおけるデータ放送のリアルタ

イムな情報提供に努めるとともに、村内イベントの録画放送を充実してまいります。 

  また、携帯電話の不感地域解消に向け、今後も携帯事業者に対し、サービス向上のための

基地局建設の要望活動を継続してまいります。 

  本年６月には、世界自然遺産に登録されて５年という最初の節目を迎えます。本土におい

ては６月に、村内においては秋ごろを目安に記念事業を実施したいと考えており、関係機

関等と協議を重ねているところであります。 

  この５年の間にも目に見えるところでは、アカガシラカラスバトが集落内で頻繁に目撃さ

れるようになるなど、各種外来種対策による成果は少しずつですが、着実にあらわれてお

ります。一方で、世界自然遺産としての核心的な価値を持つ兄島へのグリーンアノールの

侵入やネズミ被害の拡大、母島への外来アリ類の侵入など、遺産価値の維持のための新た

な課題にも直面しております。 

  さらに、有人島におけるネズミの増加やオガサワラオオコウモリによる食害の発生など、

村民生活とのかかわりの中で考えるべき課題も、より一層顕在化してまいりました。外来

アリ類やプラナリアなどの新しい外来種を侵入させないための対策についての重要性も増

していますが、それに当たっても、村民生活とのかかわりを抜きにして議論はできません。 

  世界自然遺産という人類の宝と認められた自然環境を守っていくことは、同時に村政の基

本理念である「自然と共生する村づくり」の実現を目指すことにほかなりません。改めて

そのことを認識し、今後も国や東京都などの関係機関と連携し、村民の理解や協力を得な

がら、世界自然遺産小笠原諸島の価値を守る取り組みを進めてまいります。 

  新たな子ども・子育て支援制度が平成27年４月からスタートし、それぞれの地域に合った

子ども・子育ての支援の充実が求められております。 
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  小笠原村におきましても、子育て世帯のニーズにできる限り応えられるよう、今後の保育

施設の更新も含め、村の実情に即した子育て支援の充実を関係機関と協力して図ってまい

ります。 

  平成27年４月から施行された改正介護保険法では、介護予防を重視した内容となっており

ます。要支援者と要支援状態となるおそれのある高齢者を対象に、介護予防と日常生活へ

の支援を切れ目なく提供する仕組みとして、「介護予防・日常生活支援総合事業」が創設

されました。この事業は、平成29年４月までに各自治体で条例を整備し、事業を実施する

こととされております。 

  小笠原村でこの総合事業をどのように展開していくか、現在検討・準備を進めているとこ

ろであり、医療・福祉との連携強化、地域包括支援センターの体制見直しなど、具体的な

事業実施に向けた準備を進めてまいります。 

  村の健康診断事業につきましては、実施日程や受診の利便性の向上のための改善を行って

きたところであり、今後もさらに健診事業の充実に向けて努力してまいります。 

  また、受診後の保健指導・疾病予防対策にもさらに力を入れる必要がございます。より多

くの対象者に保健指導を受けていただき、疾病予防につなげていけるよう、今後も相談し

やすい環境づくりや村民健康維持に対する意識づけを高めていきたいと考えております。 

  そのほか、乳幼児健診や育児学級等の母子保健事業、訪問事業、各種予防接種など、保健

事業維持のため、保健師等の専門職の安定的な確保に向けて努めてまいります。 

  団塊の世代が75歳以上となる平成37年を目途に、重度の要介護状態となっても住みなれた

地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療・介護・予防・

住まい・生活支援が包括的に確保される体制、いわゆる地域包括ケアシステムの実現が求

められております。また今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者

を地域で支えるためにも、この地域包括ケアシステムの構築は非常に重要となってまいり

ます。 

  小笠原村では、介護保険法の改正に沿って、平成27年度から29年度を期間とした第６期介

護保険事業計画を策定いたしました。今後もこの計画の着実な推進に努めるとともに、保

健・医療・福祉の連携により、住みなれた島の中で安心して暮らし続けられる村の実現を

目指して、小笠原村のケアシステムを推進してまいります。 

  父島・母島の診療所及び太陽の郷の運営に当たり、直面している課題として人材確保があ

ります。 
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  必要な職員の安定的な確保が求められる中、本土でのイベント参加などさまざまな場面・

方法で求人を行っておりますが、必要な人員を満たすまでには至っておりません。 

  また、確保された人材をいかに定着させるか、その体制づくりも課題となっております。

中長期的な視点も含めて検討を重ねているところであります。 

  その中で、平成28年度から父島に臨床検査技師を新たに配置し、父島から母島に看護師１

名を異動させ、母島の看護師を３名体制といたします。 

  今後も、村民ニーズや利便性の向上に応えられる方策を模索しながら、適正な施設運営を

図ってまいります。 

  村が目指す農業経営基盤の強化に向けた目標として、小笠原村農業基本構想を策定してお

ります。現在、農業基本構想に即した農業経営を目指す意欲のある農業者として、13名が

認定農業者に認定されております。 

  認定農業者をはじめとする担い手の支援・育成対策としては、農地の再整備支援事業を実

施しており、長い間、遊休化していた農地が優良な農地としてよみがえり、生産施設が設

置されるなど実績を上げております。村としては引き続き、村の農業の中核として存分に

活躍いただける環境づくりに努めてまいります。 

  農作物被害対策につきましては、平成27年度に新設したネズミ食害対策事業費補助金によ

り、ネズミ食害対策の強化に取り組んでおります。また、野ヤギの全頭駆除を目指す環境

省・東京都とも連携しながら、引き続き父島の野ヤギの駆除を実施してまいります。 

  水産業振興につきましては、水産資源を安定的に維持していくための水産物生産・販売促

進事業、離島漁業再生支援事業などの父島・母島両漁業協同組合への補助事業を継続的に

実施しております。 

  また、中国船違法操業により被害を受けた父島・母島両漁業協同組合に対し、漁場の回復

と安定を図るため、平成27年度に中国船違法操業被害対策事業費支援金を交付いたしまし

た。違法操業は沈静化しておりますが、サンゴ資源に対する直接的な被害のほか、投棄さ

れた魚網等により底物漁の網が破れる被害もあるなど、漁場が荒れたことによる影響が今

後も続くことが見込まれるため、平成29年度まで継続する予定でございます。 

  世界自然遺産登録以降、小笠原諸島が広く認知されることとなり、多くの観光客が来島さ

れております。平成27年度は夏の繁忙期に欠航が重なり、７月・８月の観光客数は平成22

年度の数値より下回る実績でしたが、９月以降盛り返したことにより、世界自然遺産登録

前の平成22年度と比較して1.13倍となる見込みでございます。 
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  いよいよ本年７月に新船就航を迎えますが、就航前の乗り控えが懸念される中、４月から

６月までの間を「ありがとう！おがさわら丸・ははじま丸キャンペーン」期間とし、海運

会社・父母両観光協会・小笠原村観光局など関係機関と協力し、さまざまなイベント等を

行い、集客に取り組んでまいります。 

  また、新船就航後は所要時間が１時間半短縮されるだけでなく、竹芝出港時間が１時間遅

くなることにより、東京前泊なしで乗船可能な集客圏が拡大するため、日程的・費用的に

も集客力の向上が期待できる絶好の機会と捉えております。このメリットを最大限ＰＲす

るため、小笠原村観光局において、東京前泊なしで乗船可能な地域、特に中京圏、関西圏

におけるＰＲ事業や営業活動の充実を図り、引き続き新規顧客の掘り起こしに努めてまい

ります。さらに、リピーター向けのイベント・情報発信等も充実することで、再来訪の動

機づけに結びつけてまいります。 

  また、リピーターに何回も再訪していただくためには、交通アクセスや現地の宿泊、ツア

ー、お土産品、飲食店等観光客がかかわるさまざまな要素において満足度を向上させる努

力が必要であります。その中で、実際にお客様と接する事業者の果たす役割は非常に大き

く、村としては来年度も東京都や父母両観光協会・海運会社と連携し、満足度向上のため

の調査や講習会、村内イベントの実施等を行ってまいります。 

  また、クルーズ船につきましては、現在、東京都により二見港のリニューアルが行われて

おり、ハード面においてもクルーズ船のお客様の受け入れ態勢が整備されます。村内での

宿泊ということにはなりませんが、ツアー参加やお土産購入などの島内消費がより活発に

なるよう、関係機関とも連携し、受け入れ態勢の充実を図ってまいります。 

  一方で、世界自然遺産に登録されたことで、小笠原の自然環境がより注目されております。

小笠原の貴重な自然環境を持続的に利用していくため、引き続き小笠原エコツーリズム協

議会を中心にガイド育成制度の継続など、エコツーリズムの充実を図ってまいります。 

  なお、懸案でありましたエコツーリズム推進全体構想につきましては、関係省庁との事前

協議が終了し、昨年10月に小笠原エコツーリズム協議会での承認を経て、関係省庁に対し

認定申請をした結果、全国で７地域目、世界自然遺産地域では初めての認定をいただきま

した。去る１月28日には、環境省において丸川環境大臣から認定書が授与され、今後は各

省庁においても認定地域としてＰＲしていただけることとなります。 

  村道につきましては、全国的に施設の老朽化対策として、定期点検や長寿命化対策が進め

られているところでありますが、昨年度実施した橋梁の定期点検結果に基づき、振興事業
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による補修工事の設計を行ってまいります。 

  また、東町地域においては、安全の向上と景観に配慮した排水性舗装への改良工事を進め

てまいります。 

  また、引き続き診療所前の大神宮線において、市町村土木補助により舗装改修工事を実施

してまいります。 

  簡易水道事業につきましては、父島扇浦浄水場移転事業が予定どおり完成し、平成27年３

月14日から供用を開始しております。旧浄水場につきましては、平成28年度から３カ年に

わたり、解体工事とともに第２原水調整池の整備を実施してまいります。 

  また、母島沖村浄水場の更新につきましては平成26年度から着手をしており、平成32年４

月供用開始に向け、更新事業を進めてまいります。 

  都営水道の一元化につきましては、平成23年度から都予算要望を行っておりますが、他町

村と協調しながら、実現に向けて引き続き要望を続けてまいります。 

  水道料金につきましては、消費税に伴う料金改正を除き平成10年から改定を行っておりま

せんでしたが、現在の事業全体の収支に鑑み、安定的な運営のため検討を始めてまいりま

す。 

  持続可能な循環型社会の構築につきましては、産業廃棄物も含めた本土との広域連携を引

き続き強化するとともに、さらなる焼却量の削減に向け、生ごみリサイクル等の島内循環

を推進いたします。 

  シロアリ対策につきましては、母島蝙蝠谷での対策を最重要課題とし、イエシロアリの母

島における根絶方針、父島におけるすみ分け方針に基づき、学術的関係機関等との連携を

図りながら、新たな技法の情報収集・検証を進め、総合的なシロアリ対策を推進いたしま

す。 

  学校教育につきましては、子供たちの学力向上を重点としながら、個性と創造力の伸長及

び豊かな国際感覚の育成、子供の心を豊かにする教育の充実を図ってまいります。小笠原

小学校及び母島小学校におきましては、平成28年度から特別支援学級を設置いたします。 

  学校施設の整備につきましては、小笠原小・中学校が築後40年以上経過していることから、

校舎建てかえを視野に入れつつ、老朽化している箇所などの更新を進めてまいります。 

  社会体育施設につきましては、父島では奥村運動場のフェンス、母島では評議平運動場の

照明設備の改修を予定しております。 

  文化財関係につきましては、歴史資料等の電子データ化を進めるなど、文化財の保護・活
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用等の文化財行政の推進に努めてまいります。 

  以上、所信を述べさせていただきましたが、本年もこれまでの施策・事業の着実な実施に

向け、職員一同、不断の努力を重ねてまいる所存でありますので、議員諸氏並びに村民の

皆様のご支援とご協力をお願いいたします。 

  本定例会には、「小笠原村情報公開条例の一部を改正する条例（案）」をはじめ議案29件、

同意２件を上程させていただいております。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

  ご清聴、ありがとうございました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎一般質問 

○議長（池田 望君） これより一般質問に入ります。 

  質問のある議員は、順次挙手をしてください。 

───────────────────────────────────────────────── 

          ◇ 清 水 良 一 君 

○議長（池田 望君） 清水良一君。 

○１番（清水良一君） おはようございます。 

  質問に先立ちまして、お亡くなりになられた菊池滋夫氏には生前大変お世話になりました。

この場をかりてご家族の皆様、関係者の皆様にお悔やみを申し上げたいと思います。 

  さて、質問に移りたいと思います。よろしくお願いします。 

  平成28年度は、かなりこの島にとっても大きく変革の年ではないかと思います。新船が就

航し、世界情勢もいろいろ変化があるということで、村長の所信からもうかがえる内容だ

と思います。 

  そして、特にエネルギーについても、この４月から発送分離という形で新しいステップ、

内地のエネルギーのスタイルが変わってくるということになってきております。当村にお

きましても、小笠原エネルギービジョンというのを平成26年につくり、それをどんどん推

し進めていく年ではないかと思います。 

  まず、そのエネルギーに関係する質問を２点したいと思います。 

  まずは、扇浦交流センターの屋根にいよいよソーラーパネルの取りつけ工事が始まったよ

うですが、小笠原村エネルギービジョンにおいて重要な一歩だと感じます。どのくらいの

規模で、今後どのような活用をしていくのか、お伺いしたいと思います。まずそれが第１

点です。 
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  第２点につきましては、エネルギーの自立、エネルギービジョンを、再生エネルギーで

100％賄うにもエネルギーの自立、節エネルギーが非常に重要なファクターだと思います。

前回の一般質問でも、役場の本庁舎の電力使用量について平成20年度からの数値をいただ

いたんですが、その他の村の施設ではどのような実績になって、どのような取り組みをし

ているのかを第２点はお伺いしたいと思います。 

  第３点につきましては、これも島民にとっては非常に大きな変革ではないかと思うんです

が、世界自然遺産絡みで外来種の駆除ということで、野ヤギが駆除されてまいりました。

最近やはり島民からの声でかなり減ってきたと、いよいよ根絶の域に達してきているので

はないかという思いがあります。 

  そして、ヤギについてはこの島にとって、1830年に人間がこの島に来てから約200年近く、

人間とともにこの島で生きてきた動物です。戦前はミルクや肉として、また雑草を食べさ

せ堆肥をつくったり、いろいろな形で利用してきたもの。そしてまた戦時中には、兵隊の

方たちの命を救うように食料として食べられたのではないかと推測されます。そして、こ

の島の命をつくり、文化として育ってきた部分があります。 

  しかし、戦争によりこの文化が失われ、利用されなくなってきました。それにより野ヤギ

が増え、農作物や貴重な生態系を壊し始めるようなことが起き、現在、駆除が継続されて

いるようないきさつだと思います。いよいよ根絶ができるところまで来ているような感じ

がするのは、私だけなのでしょうか。 

  そこで、これまで実施された野ヤギの駆除の事業費や駆除実績、現在何頭生息し、根絶が

可能なのかをお伺いしたいと思います。 

  あとは自席で質問したいと思います。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 清水議員のご質問に答弁をさせていただきます。 

  エネルギー関係のご質問、並びに野ヤギのご質問をいただきましたが、それぞれ個別具体

的なご質問でございましたので、副村長並びにそれぞれ担当課長に答弁をさせます。よろ

しくお願いを申し上げます。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） 清水議員のエネルギー関係の２点のご質問について、答弁させてい

ただきます。 

  まず、扇浦交流センターの太陽光発電についてのお答えでございます。 
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  再生可能エネルギーの導入につきましては議員もご承知と存じますが、小笠原村エネルギ

ービジョンの目的にありますよう防災対策の強化、世界自然遺産の島にふさわしいエネル

ギー利用、エネルギーの自立を達成するために取り組んでいる課題でございます。 

  このうち太陽光発電につきましては、費用対効果の問題がありますので、全ての施設にと

いうわけにはまいりませんが、村有施設の整備などの際、可能な範囲で導入を図っており、

現在、父島では地域福祉センター、診療所、情報センター、奥村交流センター、扇浦浄水

場、母島では母島小・中学校に導入しております。 

  今年度、太陽光発電設備の整備を行っている扇浦交流センターは、村民のさまざまな活動

にご利用いただいており、現在整備中の太陽光発電設備が完成しますと、日中利用の大半

の電気は太陽光発電により賄われる予定となっており、同時に整備する蓄電設備に充電す

ることもでき、再生可能エネルギーの有効活用を図ることとしております。 

  また、当施設は、台風や津波避難の際の避難所として重要な役割をも兼ね備えております。

災害時の停電の際にも、本施設の発電・蓄電設備により、避難所での電力確保が可能とな

り、防災対策の強化につながるものと考えております。 

  次に、本庁舎以外の電気使用量についてお答えします。 

  施設ごとに電気使用量の多い順に、平成26年度の総使用量を申し上げますと、小笠原村診

療所が約37万キロワット、クリーンセンターが36万キロワット、父島し尿処理場32万キロ

ワット、扇浦浄水場21万キロワット、地域福祉センター17万キロワット、情報センター14

万キロワット、小笠原小・中学校13万キロワット。また、12月にお答えした役場本庁舎と

母島小・中学校がそれぞれ12万キロワットとなっております。 

  年度を追いましての使用量につきましては、その推移をお手元に資料でお配りしたとおり

でございます。 

  ライフラインに関連する施設については、電力を使用して行う業務が必須のものとしてご

ざいますので、年度ごとの推移はさほど変化がございません。 

  また、小笠原村診療所につきましては、平成22年度に新施設に移行し、その約１年後に老

人ホームが開所したというような特別な要因がございます。 

  しかしながら、各施設においては従来から節電に対する取り組みは行っており、主なもの

は、当たり前のことながら、使用していない照明を小まめに消す、空調の使用時間の短縮

及び適切な温度設定、また村道や河川の照明を、消費電力の少ない高圧ナトリウム灯やＬ

ＥＤ灯への更新をするなどの対応を適宜進めてきております。 
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  引き続き、節電につきましては全庁的に取り組んでまいりますので、ご理解、ご協力をお

願い申し上げます。 

  以上でございます。 

○議長（池田 望君） 産業観光課長、牛島君。 

○産業観光課長（牛島康博君） 清水議員の野ヤギに関する質問に答弁させていただきます。 

  父島における銃器による野ヤギ駆除事業は、農業被害対策として昭和51年度から53年度の

３カ年と、昭和63年度から平成３年度の４カ年、東京都の事業として実施されました。平

成４年度からは村の事業として位置づけられ、平成18年度から実施しておりますわな猟と

あわせて、継続して実施しております。 

  また、東京都では平成22年度から希少植物の保護、在来植生の保全・回復による生態系全

体の保全・回復を目的として、父島南部地域を中心に野ヤギ駆除事業を実施しております。 

  これまで24年間実施してきた駆除に係る村の事業費につきましては、総額でおおよそ

4,100万円、駆除頭数は現在のところ、村事業が3,574頭、東京都事業につきましては平成

26年度までのデータですが、4,355頭でございます。 

  現在の野ヤギの生息数につきましては、これまでの駆除実績から数百頭ではないかと判断

しております。 

  最後に、野ヤギの根絶は可能なのかとのご質問ですが、有人島であることと、広大で地形

も急峻であることからも、根絶は容易ではないと認識しております。 

  以上でございます。 

○議長（池田 望君） 清水良一君。 

○１番（清水良一君） それでは、まずは１番目と２番目のエネルギーについての再質問をし

たいと思います。 

  まず、この扇浦の太陽光発電の予算と、交流センターの電気使用量というのはこちらの資

料でいただいたんですが、それもう一度確認したいと思います。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） 今回の事業整備費ですが、総額で1,442万円ほどでございます。設

備関係で1,389万円、また共用足場等で52万円程度の費用で事業を行っているところでござ

います。 

  また、交流センターの電気使用量ですが、お手元の資料にもお配りしましたが、平成20年

度でいいますと2,657キロワットでございました。平成22年度からエアコンを導入しまして
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使用量が大きく上がっており、平成22年度で6,997キロワット、また平成26年では6,065キ

ロワットということで、平成20年を１としますと平成26年で、月によってですが、８月で

すと２倍程度、また当然クーラーの使用が少ない時期でも多少使用量が増えて1.5倍程度に

なっております。 

○議長（池田 望君） 清水良一君。 

○１番（清水良一君） ありがとうございます。 

  それで、この規模というのが資料をいただきまして大体10キロワット、普通の家庭で３世

帯分ぐらいの電気をつくれるような形になっているかと思います。これ10キロワットのパ

ネルだと１日大体平均20キロワットぐらいが作れて、月大体600キロワット、これは内地の

数字ですが、この島ではどうなっているかわからないんですが、600キロワット程度の電気

を作れるそうです、内地では。 

  現在、扇浦の交流センターの月平均というのが大体年間6,000キロワットということにな

りますと、月平均だと500キロワットぐらいではないかと思われます。これは平均なんで何

とも言えないんですが。これ単純に計算すると大体100キロワットぐらい余る計算になるわ

けです。 

  今回、前もって資料をいただいた中に、今まで系統につないでいたソーラー発電ではあっ

たんですが、この扇浦につきましてはオフグリッド、系統から離れて自前で充電して、自

前で使うという形にするそうですが、この余ってしまう電気については何か考えがござい

ますでしょうか。再質問したいと思います。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） 今回の扇浦交流センター、日常の村民の方の利用というのはありま

すが、避難所としての活用の際に、停電の際の夜間等の活用にも供するということで、初

めて蓄電設備を設けております。 

  議員ご指摘のように、今現在、島の中の系統連系の取り扱いが満杯というか、いっぱいに

なっていて受け入れられないということではございますが、今それの再検証を東京電力の

ほうでしていただいております。他の島々を見ますと多少余力が出てくるのではないかと

いうところでは、その系統連系が可能になれば売電をして、余剰電力については島内で利

用していただこうと思っております。残念ながらそれまでの間は、発電量に対して使用量

のほうが下回って、多少無駄になってしまうということはあるかと思っております。 

○議長（池田 望君） 清水良一君。 
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○１番（清水良一君） ありがとうございます。 

  ただ、今後この小笠原村エネルギービジョンによりますと、再生エネルギー100％、自然

エネルギー100％を目指すということになると、やはりいろいろなことを検証しているんで

すが、太陽光パネルがやはり一番この島に合っているということになりますと、どうして

も昼間に大量に電気ができ、そして全部のものが賄えるぐらいのものをつくっても、夜は

何もできなくなるということになると、どうしてもソーラーと蓄電池のかかわり合いが非

常に重要になってくると思われます。 

  今回、これが新しく扇浦交流センターでやるということなので、せっかくなので有効にこ

のシステムを活用していったらいいんではないかと考えるんです。どうも、このソーラー

と蓄電池のシステムというのが非常に相性がよく、内地でも結構オフグリッドでやられる

方がだんだん増えているということも聞きます。そしてまた、スマートタウンという形で、

まち自体をそういう形に変えようという取り組みをしているところもあるんですが、その

中で、高性能の蓄電池を積むＥＶ、電気自動車ですね。これを、蓄電池があれば一番いい

んですが、一家に１台蓄電池ということの中で、電気自動車にどんどん昼間できた余剰の

電力をため、それをまた家庭でも使い、なおかつ移動にも使うというようなことをやられ

ているところも増えていると聞きます。これについて、ＥＶにためる仕組み、導入する検

討があるか、もう一度質問したいと思います。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） 先ほども申し上げましたように、今回のこの扇浦の交流センターの

整備の中で、余剰電力をＥＶ等に活用するということではなく、売電ができるようになり

ましたら、島内の家庭で使用していただくということを目指してまいりたいと思っており

ます。 

○議長（池田 望君） 清水良一君。 

○１番（清水良一君） すぐにはなかなかこういった計画難しいかと思いますが、ちなみに情

報を取りましたところ、三菱ミーブというのが最近蓄電池が非常によく、なかなか使い勝

手がいいという情報を聞きましたところ、蓄電池が大体10.5キロワットアワーから16キロ

ワットアワーの蓄電池を載せた車だそうです。 

  今回、扇浦で蓄電池が大体、前もっていただいた資料によりますと8.96キロワットアワー

という鉛電池を使うということなんですが、この値段が大体、蓄電池の寿命が５年から７

年で300万円程度かかるということを聞きました。今回、この三菱ミーブという車をちょっ
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と調べてみましたらば、蓄電池は10.5から16キロワットということで8.96よりも大きいん

ですが、値段が大体180万円から240万円くらいで買えるそうです。経済産業省からもこれ

補助が出て、四、五十万円ぐらいの補助が出るということで、大体100キロワット、先ほど

余った100キロワットぐらいあれば大体1,000キロぐらい走れる車だそうです。実際問題、

やってみないとわからない部分もあるかと思いますが。 

  そういった実験的なものを、村がやはり率先して今後やっていく計画を立てないと、この

小笠原村エネルギービジョンを実現するのは非常に難しいかと思います。それはこれから

の方針で少しずつやっていただければいいと思いますが。 

  実際、先ほどの副村長の答弁の中に、防災対策ということでこのシステムがつくられたと

いうことなんですが、実際台風や災害時に、このシステムはどのくらいのことができるか、

もう一度聞きたいと思います。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） 今回の太陽光パネルの発電、それから蓄電池の設備をするに当たっ

ては、電力量の積算等を村の職員のほうで行っておりまして、おおよそですが、日中を含

め施設内の施設がやはり10キロワット程度。先ほど議員もおっしゃったように、蓄電池が

8.9ございますので、その蓄電が昼間の中で両方できるような設計になっております。 

  夜間の利用でもし停電になった場合に、その蓄電池で施設の照明であったり、テレビや冷

蔵庫等が賄えるような必要電気量ということで整備をしているところでございます。 

○議長（池田 望君） 清水良一君。 

○１番（清水良一君） ありがとうございます。 

  実際に台風や津波、災害時に8.96キロワットの蓄電池で、今現在交流センターが大体１日、

先ほど600キロワットを30で割ると大体16.7キロワットの使用、平均なので何とも言えない

んですが。そうすると、大体8.96キロワットだと１日もたない状態になります。１日雨が

降れば、蓄電池の容量は空になってしまうことが想定されるんではないかと思います。ま

た、災害時になれば人数も増えますので、使用する電気量も増えてくるんじゃないかと思

います。 

  停電時にどのぐらいの電化製品が使えるかというデータは、実際のところ検証をお願いし

たいということと、蓄電池も電気を使い切ると寿命が非常に縮まるということを聞いてい

ます。どの辺まで使えたらいいかというのをやはり小まめに検証していかなきゃいけない

部分かと思います。300万円する鉛バッテリーが六、七年でなくなってしまうんでは、自然
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エネルギー、ソーラーパネルでやるというのは非常に難しい状況に置かれるんじゃないか

と思うんですが、鉛バッテリーの延命剤というのが市販されているそうです。ＩＴＥアク

ティベーターという薬があるそうなんですが、これを入れると蓄電池が10年、20年ともつ

ということも聞いています。そういった情報も取り入れて、いろいろな検証をしていただ

きたいと思っております。 

  そして、エネルギービジョンということで今後進めていく上で、この小笠原村エネル

ギービジョンの71ページに実施体制の検討ということで、小笠原村の下にエネルギー協

議会というのを作ってワーキンググループを持ち、村民とともに勉強し、村民参加型の

勉強会を開催していくというようなことが書いてあるんですが、これについて実際今ま

でエネルギー協議会が行われているのか、今後どうされるのかをお伺いしたいと思いま

す。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） ご質問ではなかったんですが、前段でまず今回検証してくれという

お話ありました。我々も蓄電池の導入というのは今回初めてでございます。導入に当たっ

ては、やはり５年から７年で300万円程度の交換が必要となるというようなことがあります。

今おっしゃっていた延命剤というのがあれば、そのコストにもよりますが、検討はさせて

いただきたいと思います。 

  協議会につきましては、ビジョンでは掲げておりますが、まだ具体的な進展を見ていない

ところでございます。 

○議長（池田 望君） 清水良一君。 

○１番（清水良一君） ぜひエネルギー協議会、開催する方向でお願いしたいと思います。 

  続きまして、２点目の節エネルギーについての再質問でございますが、主要施設年度別電

気使用量ということですばらしい資料をいただきまして、まず質問の第１点としまして、

この数字を各施設で働いている方が知っているのか、担当者がいるのか。それを聞きたい

ことと、また細かいところで、役場本庁舎は平成20年度からかなり減らしていると。この

減らしている理由、平成26年度比で65％というすごいもう驚異的な数字を打ち出しておら

れます。 

  それから、各施設にも変動がございまして、特に平成23年度、これ震災のあった年だと思

うんですが、地域福祉センターにおきましても18万キロワット以上使っていたのが15万に

減っていたりとか、クリーンセンターでは42万キロワットだったのが38万、30万台に落ち
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ていたりとか、母島小学校につきましては11万だったのが８万6,000という。母島小学校に

つきましては、上下が非常に激しいというのもまたちょっと質問の内容になるんですが、

その辺をわかる範囲でお答えいただければと思います。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） まず、この役場本庁舎でございますが、以前、一木議員からやはり

節電に関係するご質問をいただいたことがございます。その機会をもって大きく変えたの

が、まずクーラー、空調の小まめな入り切りですね。退庁時間には当然切りますが、お昼

休み、さらには平成24、25年度などは勤務中も時々空調を切るような小まめな節電を行っ

たというのが、大きな点が１つ。 

  それから、年間を通してでございますが、お客様等にはご不便をかける部分もあろうかと

思いますが、ホールの電気を節電したり、それから庁舎を見ていただきますと、海側の蛍

光灯などはもうスイッチを入れない、電気を使わないように切ったりとか、そういった節

電をいたしました。その結果が、平成22年から平成23年以降の消費量の減になっておりま

す。 

  ただ、ちょっとここのところは、そういった小まめな、特に空調の小まめな入り切りをし

た結果としては、一方でなかなかこの役場の空調がうまく回らない、もともとなかったと

ころにつけたというのがありますので、村民課等にはかなりの不快を与えているというこ

ともございまして、平成27年度からは勤務時間中は空調をつけて、昼休みとか退庁時間に

なるとすぐ切るというような体制で行いましたので、多少平成27年度になると１回伸びる

ような、平成26年度に比べると少し増える結果になろうかとは思っております。 

  また、こちらから全体的な話として言えるのが、平成23年度はやはり震災で、全国的に電

気の使用量を、節電を投げかけられた結果がこの中にはあらわれております。一方で、先

ほどの答弁にありましたように、診療所については新しい施設になって、さらには老人ホ

ームが開設したというところから、前年度に比較して多いところもございます。また、答

弁でもありましたように、いろいろな動力を使うものというのはなかなか節電の効果が出

ませんが、そういったことでの節電の効果があったということでございます。 

  今回のご質問を通して、改めてこうやって各主要な施設ではございますが、電気の使用量

を見まして、事前の各課長との打ち合わせの際にも、各施設のこういった使用量を見て、

どういったことで増えたり減ったりしているのかということを事前にきちんと把握してお

いてくれという話をしておいたところです。 
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  ただ残念ながら、母島の小・中学校のところは、平成23年度はそういった震災の関係もあ

ったのかと思いますが、あと、昨年度、平成27年度もソーラーパネルの故障があったりと

いうことで一時とまったりしていることもございまして、そのあたりの要因が全てまだ把

握できていないという状況ではございます。この辺、今後各施設で再度こういった表をベ

ースにチェックをし、節電の参考にしたいというふうに思っております。 

○議長（池田 望君） 清水良一君。 

○１番（清水良一君） もう一点、この数字を各施設で働いている方が知っているかというこ

とについてはどうでしょう、担当者がいるかどうか。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） 先ほども言いましたが、今回こういったご質問をしていただいたお

かげでというか、結果として、こういった表としてあらわし、また担当部署でない施設と

の比較もできますので、こちらをそれぞれ施設によっては委託をして運営してもらってい

る事業者もございますので、そういったところにもお示しし、さらなる節電の協力の要請

をしていきたいと思っています。 

○議長（池田 望君） 清水良一君。 

○１番（清水良一君） ということで、各施設に担当者が今までいなかったということでよろ

しいわけです。 

  ぜひ、この節電とかそういったものというのは、やはり使用している方たちが意識すると

いうことが非常に重要かと思われます。ぜひ各施設の担当者、環境家計簿じゃないですけ

れども、そういうものを捉えている方がいることが非常にいいのではないかと思われます。 

  ちなみに、私の家では2011年ぐらいから毎年環境家計簿というのを、電気・水道・ガス・

ガソリンということで見ています。こういうのをやはり子供たちも見ながらやっていかな

いと、節電というのはなかなか難しいというふうに思います。ぜひ担当者を決めていただ

きたいということと。 

  ちなみに、今回キロワット表示でお答えをいただいたんですが、できれば金額でも捉えて

いくということが、もし各担当が決まった場合に非常にやる気の出ることではないかと思

います。大体これキロワット25円から30円ぐらいだと思うんですが、今この島で販売され

ているのが。仮に平成26年度の271万1,000キロワットというのを金額で直すと、１億円ま

ではいかないんでしょうけれども、七、八千万円ぐらいになるかと思います。もしこれが

数パーセントでも節電されれば、かなりの金額になるかと思われます。ぜひ担当者を決め
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て、金額で毎月の数字を捉えて、実際の節電の活動をお願いしたいと思います。 

  そして、最後に今回の村長の所信の中で、残念ながら、このエネルギービジョンに触れる

部分が非常に感じられなかったのですが、その辺につきまして村長のエネルギーについて

の思いをちょっと聞きたいと思います。 

○議長（池田 望君） 村長、森下君。 

○村長（森下一男君） まず、行政の長の立場というのは、行政と言ってもいいと思います。

どなたがやられても、まず村民生活に影響を、支障を来さない。安定・安全に暮らしがで

きるように。 

  ですから、エネルギーのことで言いますと、何かがあったときに、この電気の供給が支障

がないようにするということ、これがまず私どもが基本的に心がけることでございます。

ですから、それを今担っていただいているのは東京電力でございまして、東京電力は今、

清水議員からいろいろるるご質問をいただきました自然エネルギーが普及しても、これが

もし何かの事情で使えなくなったときに、きちんと島全体のエネルギー、電気エネルギー、

電気を確保するという事業者としての使命もございますので、それだけのことを今実際整

理しているわけですね。 

  今いただきました私どもが作っているエネルギービジョンでございますが、これは今後、

村が進んでいく上で理想とする社会のエネルギーの一つのあり方というところでございま

す。ですから私どもは、自然環境エネルギーをできるだけ多くして、そういう理想を目指

していく姿勢に変わりはございませんが、村民生活に影響のある、支障のあるということ

は避けなければいけないわけです。そうしますと、理想と現実のはざまの中でいろいろな

ことを施行していくということになりますので、今例えば扇浦の施設に太陽光を入れた、

父島・母島の小学校に入れた。何回かご質問に答弁していると思いますが、そういう新し

くつくる施設の中で我々は少しずつ導入をしていくと、一気呵成にはなかなかいかないん

だと。そういうことでございますので、決して熱がないとか、そういうことではございま

せん。 

  それから、ご指摘があった使用量についても意識を改革してやっていく、ご指摘があった

からそれだけ下がってきたわけで。しかしながら、行き着くところ、行政サービスが低下

してはなりませんので、自ずからその辺の限界線というのはあるんだろうと思います。 

  所信の中に具体的に触れていないというご指摘で申し上げますと、決してそういうことに

熱がないわけではなくて、私どもで言えば、理想と現実のはざまの中でいろいろなことを
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模索しているというふうにお考えいただければと思います。自然エネルギーを設備するた

めにはそれなりの投資がかかります。これは経費だけでいいますと、使用量を減らすこと

と、設備投資をしていくことということでいえば、なかなか比較・検討が難しいところが

ございますが、目指すべき理想の社会ってあるわけですから、そのためには政策的に経費

ということもかかっても、そういうことも進めていかなければならない、そのようにも思

っております。 

  しかしながら、基本的には村民生活に支障のないこと、この基本姿勢は変わらないという

ことでございますので、その点ご理解を願いたいと思います。 

○議長（池田 望君） 清水良一君。 

○１番（清水良一君） ありがとうございます。 

  この自然エネルギーについては、やはり遠隔離島ということで、東京電力ともいろいろお

話しした中で、東京電力としては今ディーゼル発電ということで石油を使った形で、キロ

ワット単価が一説によると70円ぐらいかかり、それを30円ぐらいで売っているということ

もあるので、この自然エネルギーということについては、東京電力とともにやはり考えて

いかないといけないことだと思います。ぜひこのエネルギー協議会に東京電力も含めた形

で、よりいい形を作っていければと。そして東京電力に聞いたところ、大体１カ月ぐらい

の石油の備蓄があるそうですが、海が時化て１便か２便が来られなくなると非常に不安に

なるくらいの量だそうです。 

  島民の安心・安全というのは、やはりこの自然エネルギーでこの島が成り立っていくとい

うことが非常に重要ではないかと感じます。ある意味、理想だと言われているんですが、

同じ世界自然遺産になっている屋久島では、自然エネルギーでほぼ100％賄っているという

ことも聞いています。屋久島に比べると非常にスケールが小さいこの当村にとって、決し

て100％は不可能な数字ではないと思います。一応エネルギーについてはこれで終わりたい

と思います。 

  最後にヤギについてですが、ヤギについては兄島・弟島で野ヤギを根絶し、外来植物が繁

茂・拡大し、生態系への影響が出ているというような話も聞いております。ヤギがいなく

なり、物資が増え、そこでネズミの餌が増え、ネズミが増え、ネズミが貴重なマイマイを

食べているというような報告も聞きます。 

  父島で同様なことが生じるのではないかと危惧されている方も多いんですが、その辺はい

かがなものでしょうか。 
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○議長（池田 望君） 産業観光課長、牛島君。 

○産業観光課長（牛島康博君） 野ヤギを根絶した属島でございますが、植生の回復が見られ

ると同時に、清水議員おっしゃったようにネズミが増えたりとか、あと野ヤギの食圧によ

って抑えられてきたと考えられておりますギンネムとかモクマオウの繁殖の拡大が確認さ

れてございます。 

  父島におきましても野ヤギの駆除事業を進める一方で、その反動として野ヤギを根絶した

属島と同様な事象が起こるのではないかという村民からの危惧もございます。今後、関係

機関で対応のあり方については検討していくところでございます。 

○議長（池田 望君） 清水良一君。 

○１番（清水良一君） ありがとうございます。 

  この野ヤギについては、人間とともに200年近い歴史、そして島民にとっても野ヤギにつ

いては非常に思いがある方も多いんですが。駆除するだけでなく、例えばある一定の管理

された場所でヤギと村民の、観光客が触れ合うような場所、柵を作るということができる

んじゃないかと思うんですが。そして、この島でのヤギと人間の歴史を知ることができた

りするようなヤギ牧場的なものを作り、後世にヤギを残すというようなことが、未来に対

してヤギを利活用できるチャンスを残すということができないかというのを最後聞きたい

と思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（池田 望君） 産業観光課長、牛島君。 

○産業観光課長（牛島康博君） ヤギの利活用に関するご質問でございますが、村としまして

は現状では、野ヤギ駆除につきましては、農業被害の低減のために根絶を目標に現在も事

業を進めているところでございます。 

  過去の一般質問でも、ヤギを食用にしてはどうかとか、またヤギを飼養して食肉や肥料と

しての利活用をしてはどうかというような質問がございました。いずれにしましても、法

律上や衛生面の観点からもハードルが高くて、ヤギを産業へ活用する考えはないとの答弁

をしてございます。 

  現在におきましても、村のスタンスは変わっておりません。仮に民間の方で、清水議員の

ご指摘がありましたようなヤギと触れ合える牧場を始めたいというような方がおられまし

たら、村のほうはそれを妨げるものではございませんが、村が事業主体となりまして、ヤ

ギを利活用していくということは現在のところ考えていないというところでございます。 

○議長（池田 望君） これ最後でいいですか。 
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  清水良一君。 

○１番（清水良一君） すみません、時間を超過しまして。 

  最後の質問ということで、平成26年までに村が3,574頭、東京都で4,355頭、計7,929頭、

これが父島だけの数字なので、利用されず殺されたわけですが。さらに、それで使った費

用が村だけで大体4,100万円。東京都に聞いてもなかなかこの実際の費用がわからないんで

すが、父島植生回復事業というのがヤギを駆除するメインの仕事をしている事業だそうで

すが、これが平成26年、27年で、１年間に9,700万円を使っているような見積もりが出てい

たりしています。恐らく、このヤギの駆除に対して何億円というお金が使われてきたと思

います。 

  現在、このヤギが内地で大体幾らぐらいで取り引きされているかというのを調べてみます

と、ヤギ汁用ということでキロ大体5,000円ぐらい、刺身用でキロ１万円ぐらいで取り引き

されているそうです。また、昨今ペットとして小笠原と同じようなトカラヤギという、島

の中で非常に小型化しているヤギがいるそうですが、これが大体１匹９万円から10万円で

販売されているようです。それがどのぐらいなのかはわからないですが。 

  実際問題、この島でそれにチャレンジしたいとしても、土地を手に入れるのが非常に困難

な小笠原において、今、村やそういったところ、行政が主体とはならなくても、そういっ

た土地を貸していただけたりとか、そういった応援ができるのか。民間人がやるにはその

辺が鍵になってくると思います。 

  ふるさと創生というのが国で盛んに言われていますが、こういったチャンス、こういうも

のを１つずつ拾い上げていかないことには、新しい村づくりができないんではないかと思

います。 

  最後に村長に、このヤギはこの島の人々にとってただの害獣なのか、金の卵なのかという

ことを聞いて終わりにしたいと思います。 

○議長（池田 望君） 村長、森下君。 

○村長（森下一男君） るる清水議員のおっしゃっている思いとか、それがわからないわけで

はございません。多分それぞれで置かれた事情というのは異なるんだと思います。 

  私どものところでは、牧場というような形容をしますれば、その土地の確保というのは、

住宅政策のときも申し上げましたが、本当に国立公園の枠組みの中で大変使える用地が少

ない。そういう意味からも、まず用地の確保というのは公であれ、民であれ、なかなか難

しいというふうに思います。 
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  それから、ほかの地域でヤギをずっと、例えば小笠原でウミガメを食べるように、食文化

としてそういうものを利用してきたところと小笠原はまた違いますので、そういう地域の

特性というのも自ずからあると思います。そういう中では、今のご質問の趣旨にご答弁を

させていただきますと、なかなか難しいということになろうかと思います。 

───────────────────────────────────────────────── 

          ◇ 安 藤 重 行 君 

○議長（池田 望君） 安藤重行君。 

○２番（安藤重行君） ２番、安藤重行です。よろしくお願いいたします。 

  昨日、菊池滋夫元小笠原島漁業協同組合長がお亡くなりになられました。私も昨日お会い

できて、安らかなお顔であったと思いました。小笠原の一時代を牽引された方です。本当

にご苦労さまでしたと昨日お伝えしました。ご家族の皆様には心より哀悼の意を表したい

と思います。 

  さて、質問に移らせていただきます。 

  社会保障制度に伴う高齢者及び生活保護に関する村としての取り組みなどの方針と対応に

ついてということで、質問させていただきます。２番目の質問は、またこれが終わってか

らということでやらせていただきたいと思います。 

  以前、村の国民健康保険や国民年金の加入率が意外と悪くて悩んだ時期もあったというふ

うに記憶していますが、その現状はかなり改善されていますか。また、現在はどの程度に

改善されているのか。加入者数等がわかれば、教えていただければと思います。 

  この後は、再質問ということでやらせていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 安藤議員のご質問に答弁をさせていただきます。 

  社会保障制度に対するご質問でございました。これも個別具体的な内容のご質問でござい

ますので、担当課長に答弁をさせますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 村民課長、村井君。 

○村民課長（村井達人君） ご質問いただきました国民健康保険、国民年金の加入率というこ

とでございますが、ここでは加入者数ということでお答えをさせていただきます。 

  村の国民健康保険では1,200人、国民年金では860人ということで、ほかの制度加入者もご

ざいますので、そちらのほうの把握が難しいこともございますので、率での比較というこ

とはできませんけれども、加入者数としては伸びてきている状況でございます。 
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  また、後期高齢者医療の加入者につきましては130人ということで、75歳以上のほぼ100％

が加入をしているという状況でございます。 

○議長（池田 望君） 安藤重行君。 

○２番（安藤重行君） ありがとうございます。 

  この数字は、年金加入者が増えているなというふうに私自身も感じます。当時の状況から

見れば、ただ分母の違いというのがあると思うんですが、一概には言えないのかもしれま

せんけれども、それでもやはり増えているんだなという感じがあります。 

  また一方で、結構以前からなんですが、この島には公共事業で働く方の社会保険の加入率

というのが低いということがありました。それはなぜなのか。また加入していない、ある

いは事業者の未払いなどから、将来の年金を受給することができない状況が実は生まれて

います。 

  また、その観点から実際に現場で働いている従業員の方々の厚生年金・健康保険・雇用保

険の確保がなされていないことも多々あり、法律で定められた社会保険制度を守っていな

い事例というのが見られ、村民、いわゆる従事者の生活の安定が担保されていない、つま

り不安定だということだと思います。端的に言えば、厚生年金・健康保険・雇用保険は会

社ではかけずに、従業員を個人事業主に見立てて、個人事業主との契約という視点におい

て難を逃れて、全て個人負担で国民年金に入るようにしむけているのかというふうに疑い

たくなるような問題も抱えています。 

  このような状況があるならば、村としてはどのように対応できるのか、あるいは各社会保

険の加入状況の把握に努め、健全な事業者を育成するという観点から何らかの取り組みを

していかなければならないと思うが、いかがかということで質問させていただきます。 

○議長（池田 望君） 財政課長、江尻君。 

○財政課長（江尻康弘君） 安藤議員ご案内の社会保険未加入の問題につきましては、未加入

企業の存在が公的保証の確保、技能労働者の処遇、企業の受注競争に影響が及んでいると

いう状況がございまして、その対策といたしまして、国土交通省が平成24年に５年後、平

成29年になりますけれども、目標年次とした取り組みのガイドラインというものを制定し

ております。 

  内容につきましては、建設産業全体としての枠組みを整備し、行政、元請企業及び下請企

業がそれぞれの役割と責任を明確にし、一体となって取り組んでいくことを指針としたも

のでございます。 
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  契約担当課といたしましては、このガイドラインにつきましては逐次変更等もされること

がございますので、それを確認の上、このガイドラインに沿った対応を、関係機関の事例

等を確認しながら進めてまいりたいと考えております。 

○議長（池田 望君） 安藤重行君。 

○２番（安藤重行君） ガイドライン等については結構変更されることが多く、他の自治体な

どを含めた機関などの事例を確認しながら、あるいは参考にしながら整備を進めていただ

きたいと思います。 

  このことは、若い従事者世代のみならず、今後65歳以上の年金受給者、高齢者世代にも影

を落とす一因となっています。実際には高齢者のお世話をしていて、40年で三度の対応を

余儀なくされた例があります。 

  一例を言えば、介護を有した高齢者が、年金受給が少ないので聞いてみたら口約束だけで、

それも２カ所で従事していた計６年間の支払いが実は一切されていなかった。いわゆる未

払いとのことだったんですが、すぐに労働基準監督署に救済ということで願い出たんです

が、この件に関しては実は時効が２年ということで短くて、既に失効してしまっていまし

た。社会労務士とか弁護士等にも相談等をしようとしましたけれども、事例から無理だと

いうことを言われまして断念したことを覚えています。この業者が今どのようになってい

るか、改善しているのか、今後調査するつもりではいますけれども、以前と同じだった場

合の対策を講じていくことが必要になるのかもしれません。やはり弱者を食い物にするこ

とというのは、私たちの福祉という部分から見れば許されないことだと思います。 

  弱者救済の意味合いからも、村としての工事等の発注のあり方を考慮していかなければな

らないのではと考えます。なぜならば、これが原因で年金額が１万円から２万円前後変わ

ってくるということもあります。これがあるとないとでは、生活保護受給者になってしま

う境界線というか、そういうところになるということが多くて、この線を一度でも越えて

しまうと、自立する努力をやめてしまう方が比較的多いというのが現状です。 

  今年は、特にこの生活保護の支給についてはご存じのとおりですが、日本全体では過去最

高となっています。このことは、国や自治体の財政を圧迫する一因ともなっていることも

ご承知のとおりです。 

  内地では、このことが妬みを生み、ひどい話では「税金で酒かっくらって働きもしないで

ふざけるな」という罵声さえ飛んでくることもあります。それは一生懸命働いて社会保険

を頑張ってかけ、やっと年金をもらえる年になり、もらってみたら意外と少なくて唖然と
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した。それでは生活ができないと、高齢になっても職を探す方が多くいます。ところが、

その努力をしてこなかった人が何らかの事情で生活保護を受けた途端、国民年金受給者よ

り多くもらってしまうことがあります。その結果が、一生懸命働いてきたのに何でと考え

込んでしまいます。そういうことから怒りが出てしまうのだと思います。 

  小笠原村では、こういったあつれきを避けたいなとずっと願ってきました。生活保護受給

者を作らない自立した島、社会を目指さなければいけないと選挙公約にも掲げました。そ

のこともあり、境界線から１人でも自立していただけるように、シルバー人材センターの

設置などを推進していただいているのは、心身ともに健全で自立した村民生活を送ってい

ただきたいと願うためで、またその一因を排除していくための施策でもあります。 

  恐らく社会保険料の法定福利費を支払い、適切に負担処理をしている業者ほど、競争上不

利になっているのではとの指摘をする方もいます。下請業者のみならず、案外元請業者そ

のものが、社会保険制度加入が徹底されていない場合もあるのではと考えると、村民とし

ての従事者を擁護していくためには、村としてどう対応していこうと考えているのか伺い

たいと思います。 

  また、村がたとえ監督官庁ではないとしても、公共事業発注者としての責務として、請負

業者への法令遵守を義務づける手立てを構築しなければならないと思います。それは監督

官庁からの通達などにより、村がその法に基づいて請負業者従事者が社会保険制度へ加入

していただくことで、格差社会が少しでも解消されるように最大限の努力はするべきであ

ると考えるからです。 

  村は現在、公共事業発注者として法令遵守のための取り組みを実施しているのか。一つは、

公共事業受注事業者は、施工体制台帳の写しなどを発注者へ提出するよう義務づけられて

いるとなっていると思います。また、各社会保険の加入状況などは、受注事業者から提出

を義務づけられているのかなどの現状。 

  もう一つは、現場代理人、主任技術者、技術者などの名前は提出させていると思いますけ

れども、肝心な誰が働くのか明確にする従事者名簿の提出を促しているのか。また、労働

基準監督所管とともに共同で実態調査をする方針はあるのか、伺いたいと思います。 

○議長（池田 望君） 財政課長、江尻君。 

○財政課長（江尻康弘君） お答えいたします。 

  現在、村の契約におきましては、請負事業者に対しまして現場代理人、主任技術者などの

名前の届け出や、建設業の退職金の共済制度加入届及び労働者災害保険加入確認書の提出



－３５－ 

を求めているところでございます。しかしながら、全てを確認しているという状況には現

在では至っておりません。 

  法令によりまして義務づけられているものに対しましては、先ほども申し上げました目標

年次までには、基本的に確認する方向で今後も対応していきたいと考えているところでご

ざいます。 

  また、発注者といたしましての対応方針及び労働基準監督所管との役割分担を整理しまし

た上で、請負事業者への通知につきましても行っていく予定でございます。 

○議長（池田 望君） 安藤重行君。 

○２番（安藤重行君） いろいろな業種においても、生活保護受給の要因というのはたくさん

潜在しているんだろうと思います。また今後、生活保護の支給方法等に関しても、これか

らの課題となっていくことだと実は思っています。 

  平成24年から現在に至るまで、国からこの社会保障に関する通達が４回、村に通知されて

いると思います。そういった法整備の流れの中で、社会保険未加入対策推進協議会という

団体が平成24年４月に設立されました。この団体は、行政は国土交通省と厚生労働省、あ

と建設業団体、関係団体による推進協議会が設立されました。社会保険未加入対策を行

政・建設業団体・関係団体等の関係者が一体となって継続的に実施するために、全国と地

方ブロックに設置されました。行政発注者・元請企業・下請企業・建設労働者等の関係者

が一体となって、社会保険未加入は許さないとの固い決意をもって対策に取り組むことが

不可欠である。このため必要な推進体制を速やかに構築し、それぞれの立場からの取り組

みを着実に進めるべきであると、中央建設業審議会というのがありまして、そこが提言し

て設置された協議会です。 

  先ほど財政課長の答弁にもございましたけれども、平成29年までに100％保険加入を目指

すとうたわれていると思います。こういったことも踏まえて、村も積極的に協力して推進

することになっていきます。 

  平成29年７月以降に保険未加入業者は、マイナンバー制度が始まることで洗い出されるも

のではないかと思っていますが、建設業者だけではなく、いろいろな業種にも波及させて

いくことが重要になってきます。今後、関係機関との整理を踏まえながら、法整備の徹底

をお願いしておきます。 

  このほかにも、まだまだクリアしなければならない条項があります。一度では終わらない

課題であり、各分野における社会保険加入を確立していかなければならない問題と認識し



－３６－ 

ています。この問題は奥が深く、難解な点も多くあるということはわかっていますけれど

も、島の人々が心身ともに健全で自立し、安心して子育てができ、元気で長生きでき、楽

しく住める島をつくっていけたらと願っています。これらの問題は時間がかかっても、何

とか解消しなければならないものです。 

  最後に、総理大臣が同じ労働条件で働く正規雇用と非正規雇用の賃金の格差是正をしてい

くようにかじ取りをしていることも踏まえて、社会保険加入の確立も促進されることにな

るかもしれませんが、今後の動静を見守ってまいりたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

  今回の件について、村長から一言ご意見を伺いたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） ただいまの安藤議員と財政課長のやりとりを伺っていて、まず安藤議

員のおっしゃりたいことというのはよく理解をしたつもりでございます。また、島の中に

そういう実例があったということがあれば、それはもう本当に大変残念なことだなと思い

ますし、これからそういうことがないようにしなくてはいけないと思います。 

  私としましても、生活保護を受ける人が増えるということは望んでおりません。そのため

にも、先ほど財政課長が答弁いたしましたが、村が行政として、また発注者としてできる

こと、それはガイドライン等にのっとったやるべきことということでもありますが、きち

んと励行をしてまいりたいと、このように考えているところでございます。 

○議長（池田 望君） 安藤重行君。 

○２番（安藤重行君） ありがとうございます。村長からも答弁をいただきまして、ありがと

うございます。 

  今後、このようなことのないようにやはりしていきたいというふうに思います。ぜひ生活

の安定を構築できるようにするためにも、発注者としての責務において、ぜひ法整備や法

の順守を守るよう、各事業所への指導をしていただくよう、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

  それでは、２番目の節電のほうに入らせていただきたいと思います。 

  清水議員が自然エネルギーなどの観点から、先ほど村有施設の電力消費量、現状の節電の

取り組みなどについて質疑されていました。それを受けて、もう少し具体的な観点からお

伺いしたいと思います。 

  現在、村の村有施設というのは全部で25カ所ぐらいあるのかな、プラスアルファがあるの
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だろうと思います。最近の技術開発には、目覚ましいものがあります。最近驚いたのは、

液化ガラスなるものが出ていました。目が点になってしまいました。ただの板がこれを塗

布することで、ガソリンをかけて引火してもガソリン分だけしか燃えない、材木は無傷と

いうものでした。防災には期待できそうでした。最新技術の凄さというものには、本当に

驚かされることばかりだと思います。 

  話はちょっと横にそれてしまいましたけれども、省エネや再生エネルギーについてもしか

りです。導入の可能性については十分検討していただかなければならないと思いますが、

この島をどういった位置づけの島にしていくのか。エコ島とするのか、そんなところの計

画によっても変わってくるのではないかというふうに思います。その点については、ぜひ

早い時期での対応ができる計画を練っていただきたいとお願いしたいと思います。 

  以前、私が母島の村民会館に勤務していた折に、図書室の電球が切れました。取り替えた

のにつかないということが起き、築30年で照明器具の安定器の上に雨漏りをしていたとい

う実例があって、そのために安定器が古くなったためなのかなと思いまして電気屋さんに

調べてもらいましたら、実はそのレベルではなくて、電球のソケット部分、いわゆる差し

込む部分ですね。その部分が老朽化で劣化していたのが原因とわかりました。まさかそん

な部分がと思いましたけれども、緊急措置的に中を磨いてもらって現状維持を図りながら、

新しい器具に交換してもらうようにお願いしました。その時点で既にＬＥＤの蛍光灯が出

ていましたので、それにできないかというお願いをしました。当時で１器２万5,000円くら

いだったと思います。その他に工事費ということで、ついでに４器変えようというもくろ

みをしていましたら、10数万円の見積もりでびっくりして、村の母島支所と相談したら、

そんなお金はないよということで、仕方なく普通の蛍光灯の器具を１器だけ取りかえてい

ただいたということがあります。それから11年で大分安価になってきたかなという感じが

します。 

  各事業所などで毎日使用するところから、徐々に照明器具を段階的に取りかえていくとい

う方法で、税金を無駄遣いしないように数年かけて取り替えていくなど、また改築や建て

替え、照明器具の更新時期などについては極力積極的に取り入れていただきたいと思いま

す。先ほど清水議員のときにも、副村長からそのような答えもちょっと伺いましたので、

それは少しほっとしているところです。 

  それから、部屋の照明器具による暖房化が防げる効果もあるようです。つい最近では、福

祉センターの多目的室がＬＥＤに変えていただいたことから、前のナトリウム灯との違い
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というのは、スイッチを入れればすぐにつくということです。それからすぐに消してもま

た大丈夫ということですね。今までのナトリウム灯は、１回消すと次つけるには５分とか

待たなければいけない。だから次の人がすぐに使う場合は消さないようにしないといけな

かったり、いろいろそういう問題がありましたが、それがなくなりました。そのために、

結構続けて使用する場合でも小まめに消すことが可能になり、そういう意味での節電にも

なっているだろうと思います。 

  ただ、安価な工事不要タイプというのが出ているようですが、一概によいということでは

ないようです。また、５年リースというのもあったりします。この場合は１本単価113円で

出ていました。それが小笠原に対応できるものかどうかはわかりませんが、技術職がおら

れますから、ぜひ調査して精査していただきたいと思います。もし有用なら、今後検討し

てみてもよいのではというふうに思います。ＬＥＤ器具照明の消費電力削減率というのは

約36％から58％ということですので、それぞれの事務所の電気というのは、ほとんど毎日

８時間以上電気をつけっ放しということが多いので、ぜひ検討すべきだというふうに思い

ます。 

  村として、現状から今後についての取り組みについてどう考えているのかを、村民にわか

りやすく節電に取り組むということも大切だと思いますので、伺いたいと思います。よろ

しくお願いします。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） ご質問としては、村有施設の電力使用量、現状の節電の取り組みに

ついてかと思います。 

  先ほどの清水議員のご質問にも多少答えたところがありますが、具体的な取り組み状況と

いうことで言いますと、ライフラインに係る大きな施設の節電については、施設の運営方

法そのものに起因するところが大きいため、なかなか短期的な対応というのは難しいのが

現状でございます。 

  一般論として申し上げますと、技術開発によって時代とともに省エネルギー化というのは

進んでおります。新たに求められる機能や、また環境負荷への対応等により、現状以上に

エネルギーを必要とする機能を求められる場合もございます。このため、これらの施設に

つきましては、施設の更新時を中心に、求められる機能の検証や省エネルギー化、再生可

能エネルギーの導入の可能性、これらをトータルに念頭に入れながら計画を進めてまいり

たいというふうに考えております。 
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  また、事務所のことでは具体的な内容のご質問がありました。事務所などの照明器具につ

きましては、施設の整備や改築の際、可能な限りＬＥＤ照明に置き替えているところでご

ざいます。 

  今後の既存施設のＬＥＤの照明への切り替えについては、相応の費用がかかってまいりま

すが、また既設の照明器具に取りつけのできる電球というのもあるということでございま

すが、これも割高になる場合もございますので、現状の照明器具の更新時期等も考慮しな

がら、段階的にＬＥＤ照明の導入を進めてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（池田 望君） 安藤重行君。 

○２番（安藤重行君） ぜひ各庁舎、本庁、第２庁舎、支所、情報センター、それから診療所、

学校、保育所、浄水場、下水処理場、各交流センター、火葬場、有料老人ホーム、それか

ら各指定管理先、評議平グラウンドとか扇浦のレストハウスもそうでしょうか。それから

観光協会、ホエールウオッチング協会などがいろいろあるのかなというふうに思います。

全てを変えていくのに相当な費用と思います。そのために一度にというのはかなり難しい

話だと思っているので、やはりそれぞれの担当課で今年はこことか、計画的に変えていく

ということも大事なのではないかというふうに思います。 

  ぜひ、副村長のほうで答弁していただいた点について、省エネルギー・再生エネルギーな

ども活用して、エコな島を目指して観光立島のサブメインの一つを張れるぐらいのインパ

クトを持たせて、アナウンスというかＰＲをしていただければ、より多くのお客様をお呼

びできるのではないかと思いますので、包括というか、トータルマネジメントの活用でや

っていただければと思います。 

  もう既に庁舎内の節電でも、先ほどの実例を挙げて、実際実績が上がっているようですの

で、福祉センターの多目的ホールに入れていただいたことでの有益性も生まれていますの

で、全体を調整しながら、ぜひ早目のＬＥＤ照明器具の推進をしていただきたいと思いま

す。 

  ちょっと期待しながら、これをもちまして質疑を終わらせていただきます。ありがとうご

ざいました。 

○議長（池田 望君） お諮りします。 

  暫時休憩したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、暫時休憩いたします。 
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  午後２時から再開いたします。よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

（午後１２時） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（池田 望君） 休憩前に引き続き、一般質問を再開します。 

（午後２時） 

───────────────────────────────────────────────── 

          ◇ 一 木 重 夫 君 

○議長（池田 望君） 一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） ３番、一木重夫です。 

  冒頭にもございましたけれども、昨日、菊池滋夫氏が亡くなりました。私、１期目からご

指導をいただきました。時には厳しく、ただその中にも愛情あふれるご指導をいただきま

した。心より哀悼の意を表します。 

  一般質問に入ります。まず最初に、本土との格差についてでございます。２番目に、小笠

原諸島振興開発特別措置法の法改正延長についてを質問します。 

  最初に、本土との格差についてです。 

  本土の格差いろいろございますけれども、その中でも医療と教育について、少しお話をさ

せていただきます。 

  まず、医療ですけれども、医療の中で本土との一番の格差になっているのが、まずは急患

搬送だと思います。今現時点で自衛隊機で運ばれる際、平均すると９時間半かかります。

内地では、救急車を呼んで救急病院に運ばれるまで10数分の時間で到着をしますが、小笠

原の場合は９時間半もかかるという現実でございます。 

  また、急患搬送でも、自衛隊で運ばれない場合もございます。次のおがさわら丸で上京し

て、大きな病院で診てくれというふうに言われて、我々自身が内地へおがさわら丸に乗っ

ていく場合もございます。この場合は、おがさわら丸を待つわけですけれども、最大６日

間待ちます。ドック期間中の場合は最大３週間待つことになります。これが内地ですと、

町医者に、うちでは面倒見きれないから大きな病院に紹介状を書くから行ってくれと言わ

れれば、翌日にはその大きな病院で診てもらうことができます。このような急患搬送では

格差がございます。 

  また今年、先月、我々村議会で八丈島に視察に行った際に、人工透析の視察をしてまいり

ました。このときに、八丈島の病院の方々に質問をしました。小笠原でも人工透析の要望
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がありますと。でも、いまだにかないませんと。八丈島が先駆的に島しょとして人工透析

をやられておりますけれども、もし八丈島に航空路がなかったら、この人工透析できまし

たかと。お返事は、航空路がなければ、八丈島で人工透析をすることは難しかったという

お答えをいただきました。 

  今、三宅島・八丈島各所で人工透析ができるようになったと聞いております。本村ではま

だできておりません。人工透析が必要になってしまうと、この島には住めなくなるという、

そういう現実があります。 

  続いて、出産です。皆さんご承知のように、当村ではこの村の中で出産することがかなわ

なくなりまして、約３カ月間、妊娠８カ月から出産後の約１カ月間、内地で滞在をしなけ

ればならないという、そのような現状もございます。 

  続きまして、教育についてです。教育の本土との格差、一例だけご紹介いたします。 

  先月、私のブログでセンター試験、小笠原高校に通う生徒がセンター試験を受験する場合、

東京の内地で受験をしなくてはいけないという記事を載せました。センター試験を受験す

る際にはドック便と重なってしまうため、24泊25日かかってしまうという現実があるとい

うことをブログに記事として載せました。そうしたら、その記事がツイッターで日本全国

を駆けめぐり、わずか数日間のうちに私のブログのアクセス数が２万件を超えました。ふ

だん100アクセスぐらいしかないんですけれども、一気に２万を超えました。 

  その後、二、三週間たった後に、今度は大学受験の専門家のジャーナリストの方が、私の

記事をまた引用して記事にしてくれました。そうしたら、ヤフーのトップニュースに載り、

物凄く大きな反響となりました。こんな島がまだ日本にあるのかと、そういう声を物凄く

たくさんいただきました。インターネット上でスレッドが立ち上がり、約1,000件のコメン

トがありました。私その一つ一つに目を通しました。そうしたら、もうこのような島が日

本にあること自体がまずもって信じられないという声が多数ありました。また、その解決

策として、なぜ小笠原に航空路がないのか。航空路を作ってあげたらいいんじゃないのか

という声も多数見受けられました。 

  先ほどご紹介した医療の格差、これらも航空路があれば、ほとんどの問題が解決できると

思います。医療だけではない、教育だけではない、ほかの分野でも航空路があれば、本土

との格差がもっともっと縮まる、そういう部分があるのではないかというふうに思います。 

  ただ、私もこの24泊25日のセンター試験の記事を出したとき、ここまで大きな反響が出る

のかと、正直驚きました。自分の中でも、この本土との格差がどこか当たり前のような感
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じになっているのではないか。この島に暮らして15年がたちましたけれども、この本土と

の格差に慣れてしまっている部分がどこかあるのではないかというふうに、自分自身反省

をした次第でございます。 

  一方、当然この距離でございますから、全てが本土と同じようにというわけではございま

せん。その辺のところはよく承知しておるんですけれども、ただ、親として、人として守

らなければいけないものがあるのではないかと。その部分の格差については、これは是正

をしていかなければいけないというふうに私は感じております。この格差の是正こそ民生

の安定であり、この民生の安定こそ、航空路開設の原動力なのではないかというふうに私

は感じております。 

  航空路を反対する方々がおります。小笠原にもう10回以上来ているリピーターの方も、航

空路に反対しておりました。しかし、私がおがさわら丸の中でその方と会ったときに、小

笠原の医療の現実、また教育の現実、この24泊25日もかかるという現実をお話をして、こ

こは何とか理解してもらえないか、村民のための航空路だったら理解してもらえないのか

という話をしたところ、２週間ぐらいたってから、その方からメールが来ました。村民の

ための航空路だったら、私も理解ができる。よしとしようというメールをいただきました。

この本土との格差を広く伝えていくこと、わかりやすく伝えていくことがとても重要なの

ではないかというふうに考えております。 

  一方、私も私自身が体験しているその格差については説明できるんですけれども、自分自

身、まだ網羅できていない格差があるのではないかというふうに感じております。先日、

内地で、小笠原で医師であった方とお話をする機会に恵まれました。そのときにこの話を

しました。そうしたら、その元お医者さんは、航空路ができれば医療は、一木さんが知ら

ない部分でももっともっとよくなる。もっともっとよくなる部分があるんだということを

教えてもらいました。 

  このような本土との格差、もう少し執行部のほうでも情報を整理していただいて、それを

我々村民だけではなく、都民、国民、また国会議員の特に小笠原を応援する会の方たちに、

広く情報発信をしていく必要があるのではないかというふうに思います。ぜひそのように

していただきたいと思います。村長の見解を伺います。 

  ２点目、小笠原諸島振興開発特別措置法の法改正・延長についてでございます。 

  村長の所信を見ました。その中に平成28年度、来年度が要望内容の取りまとめ、平成29年

度が実際の要望活動、そして平成30年度が法改正という運びになっております。この特別
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措置法、また暫定措置法は、小笠原の未来をつくる根幹となる重要な法案です。そのため、

村議会と十分なやりとり、調整をしていただきたいと思っております。 

  まず、現時点での現在の要望内容の骨子は何なのか、伺います。また、今年度と来年度で

調査を実施していく、またすると聞いております。この調査委託の今年度の進捗状況、結

果等あれば教えてください。 

  また、この調査ですけれども、通常のまちづくりのよくあるコンサルタントに任せてはい

けないというふうに私は思っています。なぜならば、この特別措置法の中身というのは、

どこのまちにもない中身です。旧島民の施策、また小笠原の特殊事情の中身を規定した法

律となっています。他のまちづくりにはなかなか当てはまらない、そういう類いの調査で

す。そのため、もっともっと小笠原もしくは硫黄島にもっと詳しい方に入ってもらって調

査をして、その方向性をこの小笠原村とともに導き出す、そういう調査・研究にしてほし

いと感じております。村長の見解をお伺いいたします。 

  あとは自席で行いたいと思います。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 一木議員のご質問に答弁をさせていただきます。 

  まず、具体的に医療・教育ということを挙げられまして、本土との格差というご質問がご

ざいました。 

  小笠原諸島は、東京から南へ1,000キロに位置する超遠隔離島でございます。その地理的

条件から、本土と同じ社会環境を整備できないという観点では、どうしても埋められない

本土との格差が生じることはやむを得ないことでございます。その意味でも、離島に住む

覚悟が必要な面があることは否定できません。 

  しかしながら、その格差を是正していくことが我々行政の役割でもございます。村では復

帰以来、４次にわたる総合計画に基づき各施策を展開し、多くの格差を是正してまいりま

した。第４次総合計画にうたう、村民が将来に向かって夢や希望を持ち、「心豊かに暮ら

し続けられる島」を実現していくことが格差の是正につながっていくことであり、その実

現に向けて大きく進む手段の一つが、航空路の開設であると考えているところでございま

す。 

  航空路に関する情報発信のあり方については、国・東京都との協議も踏まえながら適切に

対応はしてまいりますが、具体的なご質問の中をこの後再質問でやっていただければ、そ

の必要性・重要性というようなものは、そういう質疑応答の中で、多くの村民や傍聴され
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ている方々に発信できるものだと考えております。るる、これまでも航空路の説明会等を

やってきました。その度に、村としてはその考え方を説明してきたつもりでおります。発

信してきたつもりでおりますが、なかなかそれが思うように受けとめていただけないのが

現実でございますので、このような議会の中の質疑応答の中で具体的なことが発信される

んではないかと、このように思っているところでございます。 

  ２つ目に、小笠原諸島振興開発特別措置法の改正・延長についてのご質問をいただきまし

た。 

  現行の特別措置法は、平成30年度末にその期限を迎えることから、次期特別措置法は復帰

50年後の最初の法律となります。その意味では、次の改正・延長は重要な意味を持つもの

であり、また過去の50年を総括し、将来を見据えた上で時代に即した振興開発が可能とな

るよう、新たな特別措置法の仕組みを求める絶好の機会であるとも捉えているところでご

ざいます。 

  改正内容の骨子についてでございますけれども、具体的な内容はまだ検討中ではあります

が、現在のところ、根幹に係る内容について２つのことを検討しております。 

  １つは、特別措置法の成立要件でございます。議員ご承知のとおり、沖縄、奄美の特別措

置法では、既に法律の成立要件を「復帰に伴い」という理由から、「特殊事情に鑑み」と

いう理由に切り替えております。本村では、強制疎開という沖縄・奄美とは違う特異な地

域事情があり、そのことも踏まえつつ、復帰50年を契機に法の成立要件の検討は必要かと

考えております。 

  ２つ目は、交付金制度でございます。ソフト事業に対する交付金制度の導入が、沖縄振興

特別措置法、奄美群島振興開発特別措置法や離島振興法には導入されており、それぞれ導

入の効果も出始めていると報告もされております。当村においても有効な使途を検討・整

理し、その導入を考えていきたいというふうに思っております。 

  お話にありました具体的な改正内容については、今年度実施しております基礎調査の結果

を踏まえ、平成28年度に小笠原諸島振興開発ビジョンとして取りまとめる予定でございま

すが、先ほどご指摘がありました調査に関してのことでございますが、担当が今現在依頼

しているところが、思うような答えが出るとか出ないとか、いろいろな受けとめ方はある

と思いますが、調査を依頼し、そして成果を得て、その後いろいろ検証してまいりたいと

思います。どのような方またはどのような組織、そういうものを加えて、調査の依頼をす

るとかしないとかということは、今後の検証結果によって考えてまいりたい、このように
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思っているところでございます。 

○議長（池田 望君） 総務課企画政策室長、樋口君。 

○総務課企画政策室長（樋口 博君） ２点目の改正内容の骨子に関する今年度の調査結果あ

るいは進捗状況についてでございますが、振興開発ビジョンとして取りまとめる次期特別

措置法の改正内容については、今年度、それから平成28年度の２カ年で調査をまとめる予

定としているところでございます。 

  先ほど村長から答弁されました改正内容の骨子は２つ、今現在検討しているところでござ

いますが、今年度調査の中では、例えばその一つである交付金制度について、他の地域の

交付金の仕組み等あるいはその交付金の実際の使い方、そういった実態を今年度調査では

基礎的な情報として整理を行っているところでございます。そういった情報を踏まえつつ、

平成28年度には当村の求める改正内容を整理していく予定で考えているところでございま

す。 

  以上でございます。 

○議長（池田 望君） 一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） 再質問に移りたいと思います。 

  まず、本土との格差の部分についてでございます。 

  村長の先ほどの答弁で、この村議会での発信が情報提供の一つになるという、発信の一つ

になるという部分がございました。それについて思う部分がございまして、前回の村議会

の空港開設推進特別委員会の中で、ＪＮＮの報道に対するいろいろな問題があったという

ことが議論されました。あのときに、インターネット上で物凄いバッシングというか、村

の航空路の施策はこの報道のとおりなのかという、もう完全に誤解をされた方たちの声が

物凄く広がりました。その対応に私は当たりました。 

  そのときに、では村は小笠原村としてどういう航空路のスタンスでいるんだろうというの

を探したんですね。もちろん議会の議事録を引っ張ってくれば、その説明をすることがで

きるんですけれども。でも、一般村民が見て、あるいは都民・国民にわかりやすく、いや、

小笠原村の航空路の施策というのはこういうような必要性があって、こういうふうに考え

ているんだよという説明ができるものがなかったんですよ。それがすごく大変だったんで

すね。中には、航空路を作るのは土建屋がもうけるためにやっているんだろうという声も

ありました。もしくは、大部分の方が誤解していたのは、観光客を呼びたいんだろう、そ

れが目的なんだろうと。いや違います、民生の安定なんです。じゃ民生の安定って何なん
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だよ。個別具体的に説明していって、ようやく納得してもらう。 

  でも、ここでホームページか何かで、いや、小笠原村としてこういう必要性があって、こ

ういうふうに考えている。方向性としてはこういうふうに考えているというものがあれば、

あんな誤解は生まれなかったと思うんですよ。そういった、ちょっとあのとき相当苦労し

たものですから、ぜひ村民・国民・都民にわかりやすい形の情報発信の、せめてホームペ

ージがあってもいいのではないかなと思っています。 

  伊平屋村のホームページを見ました。航空路開設の推進のホームページがあります。その

中にまず第１番目として書いてあるのが、やはりその必要性なんですよ。そこから先はい

ろいろな東京都とのやりとり、国とのやりとりがある中で、なかなか全部出せない部分が

あるのはわかりますけれども、でもその必要性の部分ぐらいは、これは小笠原村から発信

していくべきではないかというふうに思いました。その点、村長いかがでしょうか。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） ただいまご質問の中で例に挙げられた今回の報道に対することでござ

いますが、私どもは村として小笠原の航空路の必要性、平成19年から説明会を村民の皆様

にし、そして村民の皆様の動向調査をさせていただきました。そのときに、この間報道さ

れた洲崎案のような案は、村が調査をしていて、こういうふうなことということで、その

会合の中でお示しをしているものなんです。この会合は父島・母島、それから各団体合わ

せて20数回行いまして、アンケート調査をしました。しかし、村民の中からの意見は、こ

んなのは初めてだとか、そういうことでした。 

  まず、航空路の具体的な案というのは、まだ固まっておりませんので、あれは村が調査し、

洲崎でしたらこういうというものでございまして、具体的に示す案というのはまだござい

ません、現段階では。ですから、今ご質問のあった必要性については勘案していきたいと、

考えていきたいと思っております。 

  しかし、私が言いたいことは、いろいろなことを我々が情報発信として考えていても、な

かなか皆さんには思うようには通じていかないんだなということからしますと、先ほど申

し上げましたように、こういう機会にこういう形で具体的に質問をいただき、それに私が

答弁することによって、それは情報発信と同じようになっていくものだと、そのように考

えているところでございます。 

○議長（池田 望君） 一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） 村長のおっしゃるとおり、その必要性の部分、７年前の説明会できち
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んと村は説明をしております。私、村民にも話しました。それは住民説明会でやったでし

ょうと。でも、そんなものは覚えているわけないだろうと、７年前だぞと。またもう一個

言われました、７年前のアンケートを持ち出すなと。もう住民がどれだけ入れ替わってい

るんだというご意見もありました。７年前というと、もうはるか昔なんですよ。 

  私自身も、７年前村がどういう説明をしたのか、樋口企画政策室長に電話で問い合わせを

しました。私自身も覚えていませんでした。さすがにその事細かい部分までは忘れていた

ので、私は樋口企画政策室長に電話をして聞きました。やはりその必要性の部分について

は、せめてホームページなりで情報発信のほうをしていただければというふうに感じてお

りますので、その辺のご検討はよろしくお願いをいたします。 

  続きまして、特別措置法の再質問に移ります。 

  特別措置法の懸案となっている税制の特例、また小作人制度の特別賃借権の課題、また農

地法の課題ですね。こちらのほうの調査は今年度進んでおるのでしょうか。また、もし来

年度進む予定であれば教えてください。 

○議長（池田 望君） 総務課企画政策室長、樋口君。 

○総務課企画政策室長（樋口 博君） 平成27年度、平成28年度の２カ年で取りまとめるとい

う中では、初年度である今年度の調査の中では基礎的な整理をするという内容が主になっ

ております。 

  今、一木議員がご指摘の特別賃借権の問題、農地法の施行の問題、そういった過去からの

課題については、過去返還以降、どういった議論がどことどういった形でされてきたのか。

役場で保管をしている書類等をたどりながら、まず過去の経緯を整理するというのが今年

度の目的となっております。それらの経緯を踏まえた上で、来年度の調査の中で解決の方

向としてどんな方法が考えられるのか、そのあたりのことを来年度の調査の中で検討して

いきたいと考えているのが、今の状況でございます。 

○議長（池田 望君） 一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） 了解しました。来年度やるということなので、調査のほうお願いしま

す。 

  また、平成28年度の、来年度の早い時期に議会との調整のスケジュール案を、できれば議

会のほうにお示ししていただければなと思っております。特別措置法は非常に重要な法案

です。小笠原村の意思決定機関は村議会でございます。これでよしという案にしていただ

いて、その村議会との調整のほうを、またそのスケジュールを来年度の早い時期にお示し
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していただければと思ってございますけれども、村長いかがでしょうか。 

○議長（池田 望君） 村長、森下君。 

○村長（森下一男君） この一木議員からのご質問の中で特別賃借権、それから農地のことが

出ましたが、この問題の根幹は硫黄島の帰島がかなわないことなんですね。こういうこと

ももちろんのこと、議会とのこういう質疑応答の中で多くの方に知っていただけると私は

思うんですよ。 

  ですから、もちろんそれぞれ行政と議会のそういう関係からも議会にご相談をいたします

が、まず人のことはともかく私のことで言いますと、父親のふるさと母島の北村に、私は

帰っても住めないんです。片や今の小笠原は世界自然遺産にもなり、世界の宝だと、こう

言われて何でしょう、足元をきちんと固めつつ、別のところにも足を置かなければいけな

い。行政の長としては、こういうところの悩みの中でいろいろなことを考えています。 

  この私の悩みというよりは、小笠原が置かれているこの現実ですよね。農地法が何で適用

されないんだとか、このことの根幹、これは私のような父のふるさとにも帰れないような

人間がいるうちに、何とかそういうことを掘り起こして解決できればいいですけれども、

その道筋、これをつけなければ、50周年を迎えてその先、次世代の人に苦労をかけるだけ

だと思っているんですよ。 

  だから、今度の50周年の法改正には、いろいろ我々は取り組んでいきたいということを申

し上げています。調査をすればするほど難しいということはわかっていますけれども、こ

こはもう議会の皆様と両輪で英知を出していかなければいけないと思っていますので、調

査のことと、それぞれの私どもの方向性を決めるに当たっては、議会とよくご相談をしな

がら進めてまいりたいと、このように考えているところでございます。 

───────────────────────────────────────────────── 

          ◇ 杉 田 一 男 君 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） ５番、杉田一男でございます。 

  冒頭に、長らく東京都漁業協同組合連合会の会長を務められ、漁業振興にご尽力されまし

た菊池滋夫氏のご逝去に当たりまして、生前の功績に敬意を表しますとともに、心よりご

冥福をお祈りいたします。 

  一般質問でございますが、村長の所信ということで大変茫漠として聞き方ですけれども、

まず登壇でお聞きしたいのは１点だけございまして、政策課題につきましては自席で質問
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いたしたいと思います。 

  まず、今回の所信に当たりまして、村長には多分複雑な思いとうれしい思いがあると思い

ます。小笠原の民生の安定化という中で、海路と空路の整備は必要不可欠という位置づけ

で今までやってまいりました。航空路に関しては、私も村長に何度か質問しましたけれど

も、村長も難しいかじ取りの中で海路もしなければいけない、空路もやらなければいけな

い。そういった中で、とりあえず海路をまず一本化して海路をなし遂げようと、そしてそ

の後、空路一本に進んでいこうと自分なりに多分方向性を決めたと思います。 

  そういった中で、今般、おがさわら丸とははじま丸同時に新船就航という村にとって、い

い意味でいえば小笠原の観光元年にも匹敵するような大きな出来事だと思います。村長の

所信にも書かれておりますように、この新船をどういった形で関係機関の協力を仰ぎなが

ら有効活用していくか。そして、村民の皆様の将来の安定性に向けてどう取り組んでいく

か、これは大変大きな問題だと思います。 

  そこで、同時就航をなし遂げた村長として、出港が１時間延伸になりました。東京出港が

11時ということで、私は小笠原村も観光客にとって全国区になったのではないか、こうい

う認識を持っています。そういった大きな可能性を秘めた今度の新船の就航に関しまして、

先ほど言った有効利用も含めて、村長の取り組み方をぜひお聞きしたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

○議長（池田 望君） 村長、森下君。 

○村長（森下一男君） 杉田副議長のご質問に答弁をさせていただきます。 

  ご質問の中にございましたように、小笠原の民生の安定、産業の振興、海路と空路の充

実・改善こそが、その大きな一つの鍵になるというふうにずっと話してまいりました。そ

の中で空路の難しさというのは、残念ではありますが、先輩たちの後につきながら、長年

にわたってその努力の跡を見、そしてその後ろにくっついてきた中では、大変課題解決が

たくさんあるなということを感じてきたものでございます。 

  海路につきましては、各関係機関のいろいろなご支援もあり、44時間から始まり38時間、

28時間半、そして25時間半というふうに徐々に船も大きくなり改善をしてまいりました。 

  平成23年に世界自然遺産になりまして、現行のおがさわら丸はまだまだ耐用年数は来てい

ないんですが、小笠原に訪れるお客様の客層の推移とともに、いわゆるもっと居住性のい

い船をということを求められてきた結果、まだ耐用年数には来ていないおがさわら丸につ

いて、耐用年数の来たははじま丸と同じ時期に新船就航をしていただけないかということ
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を要望してまいりまして、今般の実現に至ったわけでございます。この新しい船が、これ

からの小笠原の希望になっていくというふうに思っております。その一端が、父島・母島

の新成人に支鋼切断をお願いしたというところに、私のその希望の意図を酌み取っていた

だければと思うところでございます。 

  まず、観光という観点でいきますと、東京出港時間が１時間延びます。そのことによって、

今まで東京前泊で小笠原に来なければいけなかった方々の範囲が広がります。中京圏から

関西圏ぐらいまでは前泊をしなくても来られると。そして、北海道も朝一番の飛行機に乗

れば、ぎりぎり間に合うのではないかというぐらいのところまで来ております。そういう

中での観光客、小笠原に来られるお客様の可能性が広がったということ、そのことを大い

に生かしていきたいと１つは思っております。 

  また、ははじま丸も２時間ジャストの運行ということになりますので、今までより30分、

母島のほうにも早く着くということになりますし、おがさわら丸は今度、父島発が３時半

になりますので、父島・母島にも、帰る日も今まで以上に余裕を持って帰っていただくと、

現地にいていただくということが可能になりますので、こういう時間利用については大い

に小笠原海運、東京都、そして小笠原村が委託をしております観光局もろもろの、今まで

の協力関係にある皆様、お願いをして広く広報をしてまいりたいと、このように思ってい

るところでございます。 

  幸いにして、今月から６月まで「さようならありがとうおがさわら丸」というキャンペー

ンを張らせていただいていますが、その成果かどうかはともかく、この３月に至っては、

今日着いた便も先便も600名を超えております。これが１つ、我々がやってきた成果と思え

るように、またそれぞれの関係機関と頑張っていきたいと、このように思っているところ

でございます。 

  大変雑駁な答弁になりましたが、あとは自席からの再答弁ということでございましたので、

私も席に戻らせていただきます。 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） 村長の大体のお考えはわかりました。これからは、ちょっと政策課題

に沿って質問させていただきます。 

  まず、航空路ですけれども、今回、航空路に対して、村長が企画政策室と一緒に、東京

都に対して今まで以上にアピールしていけるのではないかという一つの流れとしまして、

先日の３月７日に都議会の予算特別委員会の総括質疑において、自民党の田中たけし議員
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が小笠原の航空路に関して質問しました。そして、これはやはりありがたいことに国会議

員の皆さんでつくっていただいた小笠原を応援する会の意向も踏まえて、やはりもう海路

が充実したので、あとは航空路だけだというしっかりした言い方で質問されておりまし

た。 

  そして、その中で平成30年に返還50周年を迎えると。その時点では、やはり東京都として

しっかりと方向性を示すべきだという強い形で質問いたしておりました。それについて舛

添知事も、空路の重要性はよく認識していますと。そして要望も聞いておりますと、届い

ておりますと。そういう中で質問に沿ったような形で、ぜひ鋭意的に検討していい方向に

持っていきたいということを述べられました。 

  まずこれを聞いて、改めて村長と企画政策室長のこれからの取り組みの考え方を、ちょっ

とお聞きします。 

○議長（池田 望君） 総務課企画政策室長、樋口君。 

○総務課企画政策室長（樋口 博君） 昨年来、村長が東京都に対しまして、２年後の復帰50

年の際には都の一定の考え方を示していただきたいということに基づきまして、実務方で

ある私のほうでもそれに沿いまして、いろいろ東京都の実務担当者あるいは国土交通省航

空局の実務担当者の方たちに、その姿勢に基づきながらいろいろ協議をし、調整をしてき

たところです。 

  昨日の予算委員会につきましては、私もインターネットの映像で確認をいたしましたが、

しっかりと東京都においてはそういった村長の考え方が受けとめられ、それを踏まえなが

ら前向きな発言をされているというところは、非常にうれしく感じたところでございます。 

  今後も、その方針にのっとりながら、実務協議については積極的に進められるよう努力を

してまいりたいと、そのように考えているところでございます。 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） その中の今年度の東京都の予算の中で、予算規模は1.6倍、１億1,000

万円ぐらいついたと。そしてその中で大きな調査内容が、私にするとやはり営業経費のそ

の運行経費に関する調査、そういう部分は入っておりました。これは今までと違って一歩

進んだ形ではないかと思います。 

  やはり村長の中でも悲願という位置づけの中で、海路が決まった中で、航空路に本当に真

摯に向き合うのは今しかないと思います。そういった中で、東京都も前向きな形で進めて

いただいているようですので、今年度はぜひ議会と一緒になって、議会がお手伝いできる
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ことはぜひお手伝いしながら、いい方向に向けていきたいと思います。いかがですか、村

長。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） まさに私もみずからの選挙、改選を迎えた後に、議長ともども舛添知

事に会って、何とか返還50周年のときには一定の方向性をという要望をしてまいりました

こと、そのようにまた都議会の中でも答弁が出ておりますので、受けとめていただいてい

る。 

  そして、実際の一番、きちんと本気になっているんだなというのは予算をどうつけていた

だけるかでございますので、予算も増額をしていただいたところに、私どもの思いを受け

とめていただいているなということは感じているところでございます。その上で、やはり

ここは議会と一緒に行動をしていくと。 

  私は今、東京都にいち早く方向性を出してもらう前の、今の３案を１案にというようなこ

とを申し上げておりますので、これを積み上げていくお願いをし、これには多少は時間が

必要かと思うんですね。だから一喜一憂せずに、じっくりと腰を据えて、議会の皆さんと

ともに取り組んでまいりたいと、こう思っているところでございます。 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） ぜひうちの議長を巻き込んで、少しでも、一歩でも前進するようによ

ろしくお願いしたいと思います。 

  続いて、防災についてお聞きします。 

  議会、執行部の努力によりまして、防災道路が進んでまいりました。大変ありがたいこと

ですし、村民にとっても多分これは大きな出来事だと思います。 

  ただ、東日本大震災の教訓の中にやはり復興が進んでいるところ、進んでいないところ、

その大きな違いはやはり重機類の確保があるかないかで出てきます。そういった中で、小

笠原のように平たん地が少ないところでは、その確保を事前にしておかないと、特に津波

が来た場合、大村・奥村地区分断される可能性があります。行政道路ができたとしても、

やはり結構大きな問題だと思います。 

  そういった中で、やはり１カ所ではなく、何カ所かこういう災害時用の車両の置き場の確

保、これが大事だと思いますけれども、これは小笠原建設業協力会の協力なしではなし得

ない部分もあります。これは私も前から質問してまいりましたけれども、今現在どうなっ

ているか、ちょっとお聞きします。 
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○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） 重機置き場のお話でございますが、津波による被災後の復興に当た

りましては、重機類の確保というのは欠かせません。従来から津波警報等が発令されたら、

重機等は高台に移動していただくよう、小笠原建設業協力会には働きかけてきたところで

あります。 

  また、さらに日常的に高台に置くための用地を確保し、協定を結び、高台の重機置き場の

提供を進めているところであります。具体的には、父島の奥村交流センターに２台分の用

地を確保して協議をしたところでありますが、今、議員のおっしゃったように、ほかの場

所にも多く置き場を確保した上で、事業者間で調整したい旨のお返事を受けております。 

  用地の確保について、さらに検討をしているところであります。今のところ、洲崎発生土

置き場と、都道敷きを候補地としまして、関係課並びに小笠原支庁に検討いただいている

ところであります。早期に確保の上、事業等で使っていない重機やダンプなどの置き場に

活用しながら、いざというときには復興作業に従事していただきたいと思っているところ

であります。 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） 小笠原建設業協力会というのは民間企業ですから、その辺の調整とい

うのは相当時間がかかると思います。各会社によってそれは当然企業差もありますし、そ

ういった中で置き場とこの小笠原建設業協力会との調整、それをぜひ進めていっていただ

きたいと思います。 

  次に、水産振興についてちょっとお聞きします。 

  去年の中国船の影響により、漁業被害が多く出ました。特に漁業者の皆さんの被害が、お

金に換算できない部分を含めると相当なものがあると思います。そういった中で、執行部

において補正予算つくっていただいて、父島、母島、漁業支援金をいただきましたけれど

も、そういった中でこれ１年で当然終わる話ではありませんし、もう一つ、この漁業支援

と同時に、やはり漁場の回復も一つの大きな論点だと思います。 

  そういった中で、漁業支援と漁場復興に向けて、村でどういう取り組みを今後していくの

か、ちょっとお聞きします。 

○議長（池田 望君） 産業観光課長、牛島君。 

○産業観光課長（牛島康博君） １つ目の支援金のことについて答弁させていただきます。 

  中国船の違法操業に対する支援金につきましては、被害を受けました父・母両漁業協同組
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合の経営の回復と安定を図るため、昨年、平成27年第３回の定例会におきまして補正予算

をお認めいただいたところでございます。 

  現在、中国船による違法操業は沈静化しておりますけれども、サンゴ資源に対する直接的

な被害のほか、残された漁網による二次被害も発生するなど、漁場が荒らされたことによ

る影響が今後も続くことが見込まれます。 

  また、父・母両漁業協同組合からも支援継続の要望を受けていることもございまして、支

援金につきましては、漁場が荒れたことによる漁獲物への影響も考慮いたしまして、予算

をお認めいただければ、平成29年度までの３年間、事業を継続することといたします。 

  漁場の回復につきましては、国や東京都におきましても、これまで対策がとられておりま

すけれども、今後も資源回復やさまざまな支援が継続されるよう、国や東京都に対して引

き続き要望してまいります。 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） 村長にお願いしておきますけれども、漁業者の支援については、村長

もやはり心痛める部分でいろいろとお考えくださって、ありがとうございます。 

  そして、できれば、あと平成29年まで続けていただけるということですけれども、決まっ

た財源の中でなかなか難しいと思いますけれども、できるだけ財源を増やしていただける

努力と、その漁場復興に関しては当然、東京都や国に大きく協力いただかないと進まない

ものですから、その辺についても、今後ぜひとも村長のほうでもご尽力いただきたいと思

いますが、いかがですか。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） おっしゃること、よくわかっているつもりでございます。 

  この支援金につきましては、昨年のサンゴのことについてのことでございますので、この

ことだけでずっとというわけにはいきません。この３年間ということも、決して私ども単

独で決めたことではございませんで、両漁業協同組合とご相談の上のことでございます。 

  もちろん国・東京都に村から積極的にお願いすることも含め、村ができることについては

きちんとやりたいと思いますが、明文をきちんと整えた上で、これからもいろいろなこと

は考えていきたいと、このように思っております。 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） ぜひ、この一次産業という位置づけの中でも漁業振興は大事だと思い

ます。そして、やはり新しい船が導入されまして、観光客が増えれば増えるほど、地産地
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消を含めた一次産業というのは大きな、重要な部分がありますので、ぜひ厚い手を差し伸

べていただきたいと、こう思います。 

  次に、観光振興についてちょっとお聞きします。 

  先ほど言いましたように、新しい船の就航により、日本全国から当日乗れる状況ができつ

つあるという中で、村長は８年ぐらい前から、この集客対策については大きな決意でいろ

いろと実施してきましたけれども、この新しい船の就航を機に、今までの集客対策をもう

一度検証して、そして新たな考え方でもう一度観光振興についてどういう方法がいいか、

ぜひ取り組んでいただきたいと。 

  今までの集客を見てみますと、東京都の修学旅行とか、そして旅行業者に対して大いに協

力体制をしいてもらう。いわゆる観光客直接的な部分ではなく、観光客にとっては間接的

な部分が多かったんですけれども、ほかの地域では、やはりある意味直接的な部分を含め

て取り組んでいるところもあります。そういった部分を含めて、ぜひ新たな集客の方策に

ついて、一度今までを検証しながら取り組んでいただきたい。そして、その中で新たな道

が見つかるのではないかと思いますけれども、この辺は担当課長かな、聞くのは。 

○議長（池田 望君） 産業観光課長、牛島君。 

○産業観光課長（牛島康博君） 直接的な対応ということで、一つの試みを来年度実施しよう

と思っておるんですが、産業祭の開催に向け、今準備をしておるところです。農業協同組

合とか漁業協同組合が中心となった産業活性化対策協議会によりまして、ゴールデンウイ

ーク中の開催を今考えているところでございます。 

  多くの観光客の方が集中する時期に産業祭を開催することにつきましては、観光客の皆様

へのおもてなしとしての満足度の向上が図られるだけではなくて、小笠原の特産品をＰＲ

することによりまして、一次産業の振興にも寄与できるものではないかと考えているとこ

ろでございます。 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） ではもう一つ、担当課長に聞くけれども、私はこの機会に第三セクタ

ーでつくっているラム酒を、もうちょっと前向きな形で村民の中に浸透させられないか。

やはり今のままだと当然販売も頭打ちだし、設備投資もできない状態が続く中で、どこか

でやはり進めないと、このラム酒はただあるだけという形になっちゃいますから。 

  ぜひ村長、このラム酒、要するに地のものを大事にする、もう一つ売り込む方法をぜひ考

えていただいて、ある意味、せっかく小瓶まで開発して、さらにもう一つ開発できるんじ
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ゃないかという気もするんですけれども。設備投資も含めて、ぜひラム酒をもう一度見直

していただきたいと思いますが、いかがですか。 

○議長（池田 望君） 産業観光課長、牛島君。 

○産業観光課長（牛島康博君） ちょっと産業観光課からラム酒の担当は外れているところな

んですけれども、一つの方法としてちょっとお答えしますけれども。 

  私、母島に出張とかで行きますと、一つのお宿でチェックインした後、パッションフルー

ツのジュースなんですけれども、そういうことをウエルカムドリンクということで出して

いただく宿がございます。チェックインしてすぐラム酒どうぞというのもちょっとどうか

とは思うんですが、やり方としては、そういった形でお宿のウエルカムドリンクだとか、

あと飲食店でも乾杯には─飲食店というか、我々にしても、島民の方にしても、宴会をや

るときはまずはラム酒で乾杯するとか、そういった形でですね。特にお宿のほうでウエル

カムドリンクとして出していただくということは、観光客の皆様にも周知できることでご

ざいますので、一例として挙げましたが、そういった細かなところからきちんとやってい

くことが販売促進にもつながるんではないかなと思っているところです。 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） 非常に答えづらい部分もあったみたいだけれども。 

  村長、私が思うには、沖縄へ行くとよくわかるんですけれども、沖縄の島は自分たちの地

酒に関してすごい誇りを持っているんですね。もうそれは半端じゃないぐらい誇りがある

んですね。そこいくと、小笠原のラム酒というのは、たまにイベントで無料で配布します

けれども、沖縄へ行くとやはりいろいろな飲食店でそれを優先的に出すように、皆さん頑

張っているんですね。そのおかげでもって、酒蔵が幾つあってもやはり成り立っていくと。

そういう状況をつくるのが、この村長の重荷が取れる、新船就航を終えて機会がないと思

いますので、ぜひラム酒に関して頑張っていただきたいと。それは村長、理事長ですから

責任あると思います。どうですか、何かありますか。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 随分このことをやりとりしている記憶があるんですが、島の人が飲ん

でくれないんですよ。ですから、前から申し上げていますが、麻布十番祭りに行きますと、

試供品で出しているラムが１杯200円であっという間になくなる。これほど小笠原のラムは

決して捨てたものじゃありません。 

  ですから、我々も来客が来た際には大いに飲んでもらって、パッション割り、レモン割り、
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大変おいしいですから、ぜひ議会の皆様にも積極的にうちのラムを活用していただくよう

にお考えいただいて、双方で頑張りましょう。お願いいたします。 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） 最後に振られましたけれども、私はそれはやはり大事なことだと思い

ますので。 

  最後にもう一つお聞きします。 

  観光客誘致で一番大事なのは、多分リピーターづくりだと思います。そして、リピーター

の中で今までおがさわら丸に乗ったときから不評があったみたいで、そこでちょっと不快

感を感じる観光客の方もいて、なかなかリピーターにつながらない部分もあったと思いま

すけれども。 

  今度、新船になりまして、当然1.6倍以上の大きさになっても乗船客数が抑えられている

中、そしてプライバシーもある程度守られているという中で、やはりこのリピーター確保

のための小笠原の受け入れですね。この受け入れが多分大きな問題になってくると思いま

す。やはり宿泊施設に関しても、個々でちょっと差があるみたいですし、そしてまずなか

なか地のものが高くて出せない状態があるみたいです。 

  そういうリピーターをつくる必要性は皆さん持っているんでしょうけれども、じゃどうい

う取り組みをするのが一番いいか。一番簡単なのは地産地消だと思います。そういう部分

を含めて、ぜひリピーターを増やしていくにはどうすれば一番いいのか。これは当然執行

部だけでは無理ですから、関係商工業者、そして商工会・観光協会等も含めて、ぜひ早急

にそういう取り組みをしていただきたいと思いますが、これについて確固たる答弁ができ

る方、お願いします。 

○議長（池田 望君） 産業観光課長、牛島君。 

○産業観光課長（牛島康博君） リピーターづくりということで、やはりリピーターになって

もらうということは、小笠原に訪れた際にやはり満足して帰っていただくことが重要だと

思っております。 

  先ほど杉田議員のほうから、おがさわら丸の話ちょっと出ておりましたが、村のほうで観

光マーケティング調査というのをやっておりまして、船・お宿・お土産・飲食店、それぞ

れに満足度の調査をしておるんですが、おがさわら丸は非常に満足度が低い数字が出てお

りまして、世界自然遺産登録の後、特に混雑した時期に著しく満足度が低かったんですけ

れども。最近は、ここ何年かは回復しておるんですが、ほかと比べてやはりまだ低いと。
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船が７月から変わるというところで、船内環境とか、そういったところはかなり改善され

ると思いますので、こちらは平成28年度のマーケティング調査の結果が、私としては非常

に楽しみにしておるところです。 

  もちろんリピーターは先ほど申し上げましたように、小笠原に来島していただいた方の満

足度を上げると。内地では１月に小笠原デイというイベントをやっておるんですが、それ

はドック便を使って、ちょうど父島の方が上京する時期にあわせて竹芝桟橋でイベントを

やっております。竹芝桟橋に島民も来ていただいて、小笠原に来ていただいた方も集まっ

ていただいて、島の方と懐かしくお話をしたりするような交流的なイベントでございます

ので、そういったイベントもあわせてやっていくというようなことが大事ではないかなと

思っているところです。 

  以上です。 

○議長（池田 望君） いいですか。 

───────────────────────────────────────────────── 

          ◇ 稲 垣   勇 君 

○議長（池田 望君） 稲垣 勇君。 

○６番（稲垣 勇君） ６番、稲垣 勇です。 

  ここ二、三年の間に、返還以来ご尽力いただいた方が次々と他界され、昨日もまた重要な

方が亡くなられ、本当にご冥福を祈っていきたいと思います。 

  それでは、一般質問に入ります。 

  海路アクセスについてでございます。 

  まず、１点目の昨年９月の一般質問、そして12月の総務委員会での質疑で、老朽化した共

勝丸の新造船の件で質問しました。実情は計画があるようでないようで、ないようなはっ

きりしません。いまだに新船について着手した話が聞こえてきませんが、進捗状況はどう

なんでしょうか。前回はガソリン・プロパン等の生活物資の運搬について、いざというと

きは大丈夫だという答弁をいただき、それはそれで一安心しております。 

  さて、当村にはごみ資源循環型に関しては、優秀な職員が対応していることにより順調な

運営をなされていることは、他の島しょからも「いい職員がいていいですね」という声を

聞いております。現行のクリーン施設の運営も画期的なものだという認識をしています。 

  その際、村の資源循環型の計画で島外搬出の実施を予定していると思いますが、当然のこ

ととして、この計画は船とリンクするのが必要と思いますが、その辺の調整に関してどう
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なんでしょうか。少なからず新造船についての確たる時期が明確になっていません。明ら

かに想定する時期はさらに延長されていくのだろうと思いますが、どうなんでしょうか。

新造船に向けて、きちんと相手方と打ち合わせをしているのでしょうか。担当課の対応を

お聞かせください。 

  そして、もう一つのおがさわら丸のドック中の代替船については、自席で質問いたします。 

  外来種対策についてでございますが、１点目のツヤオオズアリ対策の進捗状況について伺

います。 

  母島のツヤオオズアリについては、ノミガイなどの小笠原固有の陸産貝類に被害が出始め

ているということで重大な問題だと思っております。関係機関とともに真剣に取り組んで

いただきたいと思います。 

  前回の定例会で、分布の確認されている南崎や北港での調査を実施していると伺っており

ますが、その結果、駆除等うまくいっているのでしょうか。あるいはまだ課題が残ってい

るのか、現状の説明をしてください。 

  もう一点、毎年３月に出しております母島のシロアリの現状と今後の対応について、ご説

明ください。よろしくお願いします。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 稲垣議員のご質問に答弁をさせていただきます。 

  海路のアクセスについてと外来種対策ということでのご質問をいただきました。質問の内

容が具体的な案件でございますので、それぞれ担当課長に説明をさせますので、よろしく

お願いを申し上げます。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） 稲垣議員の共勝丸に関係するご質問について、答弁させていただき

ます。 

  初めに、当村の持続可能な資源循環型社会構築に当たっての共勝丸の位置づけでございま

すが、共勝丸は一般廃棄物はもとより、村からの要請を受けて、平成13年に産業廃棄物輸

送免許を取得した後も、家電リサイクル法・自動車リサイクル法などへの対応も含め、小

笠原村からのさまざまな協力要請に応えてきた実績があり、当村の資源循環に欠かせない

ものとなっております。 

  現在の村の一般廃棄物リサイクル率は、都内の平均23％を上回る36％ですが、これも共勝

丸との綿密な調整・協働を継続してきたからこそ達成できていると認識しております。 
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  また、新造船に向けた動きでございますが、前回もお答えはしましたが、先般、地元代理

店職員が直接本社にお伺いした際に、建造に向けた準備をしているとのお話を受けたとの

ことであります。 

  村としても、本土からの建設、生活資材の搬入、小笠原からの廃棄物の搬出、いずれも小

笠原に欠かせない重要な貨物航路として確実な運航が図られるよう、引き続き連絡を密に

してまいります。 

○議長（池田 望君） 環境課長、深谷君。 

○環境課長（深谷雪雄君） ツヤオオズアリの対策の進捗状況について、お答えします。 

  ツヤオオズアリに関する現在の状況ですけれども、固有陸産貝類の保全上重要なエリア、

またはその近接地としては南崎、北港、さらに局所的にではありますが、乳房山にも分布

が確認されております。 

  前回報告のとおり、10月から12月にかけて、南崎においては環境省等が、北港周辺におい

ては東京都が駆除を実施しています。ただし、ツヤオオズアリに関してはこれまで対策の

実績がありませんので、効果ですとか、環境影響の検証という点も含めて、まずは試験的

な駆除という位置づけで行われております。 

  なお、結果ですけれども、南崎においては20メートル四方の試験区内での市販のアリ駆除

用ベイト剤というものを使用した結果、一定の駆除効果が見られています。一方、北港に

おいては同程度の駆除効果は見られなかったという結果になっています。 

  ベイト剤がある程度有効に作用するということは確認できた一方で、周囲の環境要因です

とか生息密度によって効果の出方が異なるというふうに見られていますので、個々のエリ

アごとに引き続き駆除方法等、検討が必要であるというのが現状です。 

○議長（池田 望君） 建設水道課長、篠田君。 

○建設水道課長（篠田千鶴男君） 稲垣議員の母島のシロアリの現状と今後の対応についての

質問に答弁させていただきます。 

  最初に、蝙蝠谷仮置き場内及び周辺の状況ですが、平成27年４月に東京都が実施しました

蝙蝠谷仮置き場シロアリ対策事業において、１カ所の営巣摘出駆除を行い、さらに１カ所

のベイト剤による駆除完了が確認されました。 

  しかし、５月26日から７月４日の40日間で実施しました群飛調査では、蝙蝠谷仮置き場内

及び周辺集落において、イエシロアリのハネアリが数匹から30匹程度確認された日が５回

ありました。群飛の規模が小さいため、専門業者においても分析が非常に難しく、周辺を
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含めた営巣探査を実施してもなかなか発見することができない状況ですが、今年の２月に

実施しましたイエシロアリ対策事業において、イエシロアリによる被害がハスベイ付近で

確認され、現在駆除を行っているところでございます。 

  続きまして、長浜トンネル周辺以北の状況ですが、６月４日から17日の14日間で群飛調査

を実施しており、猪熊谷トンネルから北港までの都道沿いでイエシロアリのハネアリが確

認されております。母島北部は急峻な場所が多く、営巣探査には困難をきわめていますが、

安全第一で可能な限り駆除作業を行っており、本年度は４カ所の営巣を駆除しております。 

  現在、今年最後のシロアリ対策事業を実施しており、母島につきましては３月５日から10

日までの６日間で実施しております。また、シロアリ対策事業にあわせて、３月10日に母

島シロアリ説明会を開催する予定でおります。 

○議長（池田 望君） 稲垣 勇君。 

○６番（稲垣 勇君） 外来種対策について、先に再質問させていただきます。 

  まず、今ツヤオオズアリの進捗状況を説明いただきましたけれども、今後の対応をどのよ

うにしていくんでしょうか。 

○議長（池田 望君） 環境課長、深谷君。 

○環境課長（深谷雪雄君） 今後の対応について、ご説明申し上げます。 

  12月以降、関係機関、地元関係団体とともに、また外来アリ類の駆除の専門家等のご意見

も伺いながら、今後の対策を協議しています。 

  短期的には、分布域が限定的と思われる乳房山について、できるだけ早く根絶をすること。

また、分布域が広く既に被害の出ている南崎においては、被害の拡大を抑止するために周

囲から囲い込むように駆除を進めるというのを取り組み方針として、平成28年度当初の対

策を検討しています。 

  また、中長期的には、陸産貝類の保全上重要なエリアからの根絶を目指し、分布域の全体

像の把握、駆除方法やモニタリング方法の確立、島内拡散の抑止などの課題について、関

係機関とともに取り組んでまいります。 

○議長（池田 望君） 稲垣 勇君。 

○６番（稲垣 勇君） 今の南崎では大分効果が出始めているということで、既に乳房山でも

見つかってしまっていると。ただ、北港では大分広がってしまったために対応に苦慮して

いるということでございますけれども、やはりもとである集落内から、建設資材なり何な

りを南崎とか北港に運んでいく中で広がっていくんだろうと思うんですけれども、やはり
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もとをたたいていかないとだめだろうと思うんです。 

  前回も聞きましたけれども、村長、その辺はどうでしょうか。 

○議長（池田 望君） 村長、森下君。 

○村長（森下一男君） 前回も申し上げたとおり、希少な陸産貝類が豊富に残る母島の生態系

を守るという点で、ツヤオオズアリの問題というのは大変重要な課題というふうに伺って

います。 

  担当から今申し上げましたとおり、関係機関とも協議をした上で、まずは生態系保全の観

点から重要な場所の危険を回避するということで、短期的な取り組み方針としておりまし

て、その点に村としても積極的にかかわってまいります。 

  一方で、集落域からの拡散をいかに抑えるかという点を含めた全体計画については、関係

機関の中でも今後、中長期的に検討が必要な課題となっています。集落で完全にゼロにす

るのか、あるいは重要なエリアの入り口でストップする方法を考えるのか。対策の実現可

能性や、投入する労力と得られる成果のバランスも見定める必要があります。全体の目標

設定の中で集落域でどういった対策が必要なのか、引き続き関係機関と協議をしてまいり

たいと思います。 

  私個人が、このことについて具体的な知見を持っているわけではないので、どうしても専

門家の皆様、それから関係者の皆さんと協議をしながらやっていきたいと思っていますの

で、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 稲垣 勇君。 

○６番（稲垣 勇君） わかりました。この３月、４月の時期というのは移動の時期に当たり

ます。前回も言いましたけれども、何とかこういう外来種、これ以上の侵略的外来種は当

村には持ち込んでいただきたくない。イエシロアリを持ち込まない、持ち込ませないとい

うことでありましたけれども、現実的には入ってしまっている。これ以上の外来種が入ら

ないような、移動のときの対応をきちんとしていただきたく思います。 

  それでは、母島のシロアリの現状について再質問させていただきます。 

  今年度も、母島集落内においてイエシロアリのハネアリの確認がされているようですけれ

ども、今後の対応はどのようにしていくんでしょうか。 

○議長（池田 望君） 建設水道課長、篠田君。 

○建設水道課長（篠田千鶴男君） 昨年、群飛調査と同じような形で、母島集落内への群飛の

規模から、現時点におきましては、集落周辺に新たな営巣ができた可能性は低いと考えて
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おります。 

  しかし、平成24年６月に、蝙蝠谷仮置き場でイエシロアリの生息が確認され、継続してシ

ロアリ対策を実施しておりますが、小規模な群飛が続いている状況であり、新たな営巣箇

所の特定に全力を注いでいるところでございます。２月には、試行的ではありますが、内

地業者の協力のもと、シロアリ探知犬による調査を実施し、反応箇所にモニタリングステ

ーションを設置し、監視を行っております。 

  また、静沢・船見台・蝙蝠谷地区でヤマトシロアリの生息が確認されていることから、個

人所有家屋において適用される村奨励金制度を活用していただき、自分の財産は自分で守

るための建物の防蟻処理を予防的に行っていただければと思っております。 

  村としましても、平成28年度以降も、母島集落周辺のイエシロアリ対策を最重要課題とし

て、事業を実施していく予定でおります。 

○議長（池田 望君） 稲垣 勇君。 

○６番（稲垣 勇君） 今の答弁の中に、この３月10日に母島でシロアリの説明会を開くとい

うことですけれども、どのような説明をされる予定でしょうか。 

○議長（池田 望君） 建設水道課長、篠田君。 

○建設水道課長（篠田千鶴男君） 基本的には昨年と同じ内容で考えております。具体的には、

シロアリ対策団の吉野弘章氏によるイエシロアリの習性や、母島における現状及び今後の

対策についての説明をいただく予定になっております。また、蝙蝠谷仮置き場内における

シロアリ対策の現状について、東京都から説明がある予定です。 

  今回、説明会に参加させていただきますので、母島村民の皆様が抱えているご不安を払拭

できるよう、説明していきたいと思っております。 

○議長（池田 望君） 稲垣 勇君。 

○６番（稲垣 勇君） シロアリ対策を推進するに当たって、関係機関と連携していくのが不

可欠だろうと思いますけれども、どのように考えていくんでしょうか。 

○議長（池田 望君） 建設水道課長、篠田君。 

○建設水道課長（篠田千鶴男君） 小笠原総合事務所が事務局となり、関係行政機関によるシ

ロアリ対策連絡調整会議が平成23年に発足しております。この会議は年４回開催され、情

報交換や意見交換を行っております。 

  村からは、建設水道課、環境課、母島支所が出席しており、村が実施しておりますシロア

リ対策事業の現状を報告し、外来樹木駆除事業や各種維持管理などによるイエシロアリの
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生息拡大を防止するため、事業者責任によるシロアリ対策の必要性を訴えております。 

  次回会議におきましても説明を行う予定でおりますので、再度要望していきたいと思って

おります。 

○議長（池田 望君） 稲垣 勇君。 

○６番（稲垣 勇君） そのときに、先ほど答弁にありましたように、自分の財産は自分で守

ってくださいということで、シロアリ対策として村ではこういう制度があり、奨励金も村

として、全額ではないけれども、これだけ出しますよという説明をしていただきたいと思

います。よろしくお願いします。 

  それでは、アクセスの件に関して再質問させていただきます。 

  前回、前々回だったか、共勝丸の予冷庫、凍結庫についての質問をしたときに、新しいコ

ンテナをつくるような話をしていましたけれども、結果的に電源が合わなくてだめだった

というふうな話も聞いていますけれども、それは確認していますか。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） ９月の定例会の中でも、船のつくりつけの冷蔵庫についてはもう修

理をしない。かわりに、冷蔵のコンテナを配備すると。ただ、配備した際には不具合があ

ったということでしたが、その後不具合は直って、運用されているというふうに聞いてお

ります。 

○議長（池田 望君） 稲垣 勇君。 

○６番（稲垣 勇君） そうすると、現状ではそんなに問題はないということで認識していい

んですか。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） そんなに問題がないかというと、多分運べる量が限定されますので、

特にドック中の生活物資の運搬には、本当に皆さんが必要な量というのは運べないのかも

しれませんが、最低限、今回のドック中にも冷蔵品は運んだというふうにお聞きしました

ので、その運用については問題がないであろうと思っております。 

○議長（池田 望君） 稲垣 勇君。 

○６番（稲垣 勇君） わかりました。共勝丸の件に関してはこれで終わりではないので、ま

た今後ともよろしくお願いしたいと思います。 

  それで、同じ航路の問題で、現在おがさわら丸が１月にドックに入って20日間以上、さっ

き一木議員の質問の中にもありましたように格差、内地からしたら本当考えられないよう
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な生鮮食料品の賞味期限の問題とか、これが本当に公に出たら大変なことになるだろうと

思うような事例がたくさん出てくると思いますけれども、そういった中で、以前にすとれ

ちあ丸が２回ぐらい東海汽船から借り受けて就航していただいた経緯があります。 

  現在の橘丸、近海航路の免許を取っていただかないと延航が可能かどうかわかりませんけ

れども、そこら辺で何らかの対応をしていただいて、また借り受けるような考え方ができ

ないのでしょうか。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） まず、これまでのおがさわら丸のドック中の経過を整理させていた

だきたいと思いますが、昭和56年のふりいじあ丸から途中船が変わりまして、今のすとれ

ちあ丸が中に入りながら、平成15年のかめりあ丸までは東海汽船の船を代替船としてドッ

ク中に就航させておりました。この間は、東海汽船の周遊船に余裕があったことで対応が

できていたところであります。 

  しかしながら、すとれちあ丸の廃船により代替船として投入できる船がなくなり、平成16

年から平成19年までは、ドック途中でおがさわら丸を一度ドックからおろして運行し、再

度ドックに入るという対応を行いました。しかしながら、その結果としてトータルのドッ

ク期間が長くなることから、その後は共勝丸による物資の輸送を代替手段とし、大型船に

よる代替便は実施されておりません。 

  また、このため平成20年以降、議会並びに小笠原村航路検討委員会においても、何度とな

く代替船の運行について意見・要望を受け、海運会社に対して要請をしているところであ

ります。直近では、この件については平成27年３月に、小笠原航路検討委員会において、

海運会社の方との直接の意見交換も行ったところであります。その際、やはり示されたの

は、かつてのような大型貨客船による代替船の就航は、今、議員がおっしゃられた航行区

域の資格の問題であったり、貨物の荷おろし等のデリック機能などの点で、就航可能な船

が日本国内にないという回答がありました。 

  また事実、東海汽船においても、現在は就航している船を小笠原に延航できる航行区域の

資格を有していないということ、それから全国の船はフェリータイプが多く、また東海汽

船の船も含めて定期航路に就航していることから、該当する船がないという状況になって

おります。 

  今、議員がおっしゃられた橘丸についても、東海汽船の代替船として就航しましたので、

橘丸が増えたという状況ではなくて、やはり船に余裕がないということになります。橘丸
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はご承知のように、三宅・御蔵・八丈を結ぶ、おがさわら丸と同様の重要な生活航路にな

っておりますので、それを延航してくれというような要望というのは、村からは今まで行

ったことはありませんし、先ほどの海運会社とのやりとりの中でも、やはりその船を就航

させるというのは、ほかの航路への影響が余りにも大きいので難しいと、できないという

ことを言われているのが現状でございます。 

○議長（池田 望君） 稲垣 勇君。 

○６番（稲垣 勇君） 一木議員の言った中にも、こういう遠隔離島だから仕方がないと。私

も44年前にここに来だしてからのことを考えれば、今は本当に定期船も必ず来る、そうい

う時代でございますけれども、やはり時代が違いますよね。今は本当に先ほども言いまし

たように、１日賞味期限が切れても、それこそ大問題になるような時世でございます。小

笠原はちょっと海が荒れれば、１日２日は遅れてしまい、賞味期限があってもないような

ところでございます。これはもうこういうところに住んでいるから、お前たちしようがな

いんだよと言われてしまえばそれまでなんですけれども、それでよしとするわけにはいき

ません。私らはもうこれでいいかもしれない。でも、これからの子供たちのためにも、何

としてもこのアクセスの問題、これは航空路を開設すれば解消する問題がたくさんあると

思うんです。先ほど一木議員も言っていましたけれども、本当に航空路さえできれば、あ

る程度のこの村で抱えている問題は解決します。 

  今年度、我々議員も真剣に取り組んでまいりますけれども、村長の考え方を聞かせてくだ

さい。 

  終わります。 

○議長（池田 望君） 村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 先ほど一木議員とのやりとりでもありました、航空路があれば解決で

きる。しかし、課題が多々、種々あって時間がかかっている。じゃその間、この問題をど

うするか。それは、先ほど私答弁の中でも申し上げましたが、村民が安心して生活できる

環境を少しでも改善するための努力をするのが我々の立場でございます。 

  今、副村長が答弁しましたように、実際になかなか現実難しい。それは考えてみれば、今

までおがさわら丸の代替ということで、人も物も運べる船ということを考えていたからで

はないかなということも今私は頭によぎっているんです。このおがさわら丸のドックの間、

実際に村民生活で求めているのは何なんでしょうかということですね。今、稲垣議員の中

で出てきました物だとしますと、これは共勝丸だけではなくて貨物船に走っていただくと
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いうことによって、ひょっとしたら共勝丸ともう一杯の船を手だてすれば、物資のことは

解決できるかもしれない。 

  そのような考え方を取り入れつつ、やはりドック中の間に村民の求めているものは何なん

だろうかということを頭に入れながら、そういうことを検証しながら、この問題もう一度

取り組んでみたいと思うんですよ。現実にはゆり丸のようなものが可能かもしれませんの

で、今までと方向違って考えてみて、その検証だとかそういうことには議員の皆様のお知

恵もぜひ拝借して、何とか少しでも改善できるように頑張っていきたいと、このように思

っているところでございます。 

○議長（池田 望君） 以上で一般質問は終了しました。 

  お諮りします。 

  暫時休憩したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、暫時休憩いたします。 

  休憩後16時から再開いたしますので、ご休憩ください。 

（午後３時５０分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（池田 望君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（午後４時） 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 本日の議事日程に入ります。 

  日程第１、議案第１号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下君。 

○村長（森下一男君） 議案第１号 小笠原村情報公開条例の一部を改正する条例（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  行政機関の保有する情報の公開に関する法律（平成11年法律第42号）の改正に伴い、該当

条文を改正する必要が生じたこと、及び行政不服審査法（昭和37年法律第160号）の改正に

伴い、小笠原村情報公開審査会に行政不服審査法上の第三者機関の役割を付与するための
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規定を定める必要が生じたためのものでございます。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） ２ページをお開きください。 

  小笠原村情報公開条例の一部を改正する条例（案）。 

  小笠原村情報公開条例（平成14年条例第24号）の一部を次のように改正する。 

  第１条中「第41条」を「第３条」に、「もつて」を「もって」に改める。 

  第14条第１項中「（昭和37年法律第160号）」を「（平成26年法律第68号）」に改める。 

  15条中第６項を第７項とし、第３項から第５項までを１項ずつ繰り下げ、第２項の次に次

の１項を加える。 

  ３ 行政不服審査法の規定によりその権限を属させられた事項を処理する。 

  附則。 

  この条例は、平成28年４月１日から施行する。 

  ３ページ、４ページに新旧対照表を添付しております。 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第１号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第２、議案第２号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下君。 

○村長（森下一男君） 議案第２号 小笠原村行政不服審査法の規定による提出資料等の写し

等の交付に係る手数料に関する条例（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  行政不服審査法（昭和37年法律第160号）の改正に伴い、提出資料の交付手数料等の規定

を定める必要が生じたためのものでございます。 

  詳細については担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） この条例は新規条例でございます。改正行政不服審査法の規定によ

りまして、審査請求人等は審理員等に対し提出された書類の閲覧だけではなく、当該書類

の写しの交付を求めることができるようになったため、これを受ける際に納めるべき手数

料の額を条例で定める必要があるためでございます。 

  新規条例の読み上げをもちまして、説明とさせていただきたいと思います。 

  ６ページをお開きください。 

  第１条 この条例は、行政不服審査法（平成26年法律第68号。以下「法」という。）の規

定による提出資料等の写し等の交付に係る手数料（地方自治法（昭和22年法律第67号）第

227条の規定により徴収する手数料をいう。以下同じ。）に関し必要な事項を定めるものと

する。 

  第２条 法第38条第１項（法第９条第３項の規定により読み替えて適用する場合及び他の

法律の規定において準用する場合を含む。第４条第１項において同じ。）の規定による交

付を受ける者は、その交付を受ける時に、別表に掲げる交付の方法に応じた手数料を納め

なければならない。 

  第３条 法第81条第３項において準用する法第78条第１項の規定による交付を受ける審査

請求人又は参加人は、その交付を受ける時に、別表に掲げる交付の方法に応じた手数料を
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納めなければならない。 

  第４条 審理員は、法第38条第１項の規定による交付を受ける者が経済的困難により第２

条に規定する手数料を納付する資力がないと認めるときは、交付の求め１件につき2000円

を限度として、手数料を減額し、又は免除することができる。 

  ２ 前項の規定による手数料の減額又は免除を受けようとする者は、交付を求める際に、

併せて当該減額又は免除を求める旨及びその理由を記載した書面を審理員に提出しなけれ

ばならない。 

  ３ 前項の書面には、手数料の減額又は免除を受けようとする者が生活保護法（昭和25年

法律第144号）第11条第１項各号に掲げる扶助を受けていることを理由とする場合にあって

は当該扶助を受けていることを証明する書類を、その他の事実を理由とする場合にあって

は当該事実を証明する書面を、それぞれ添付しなければならない。 

  ４ 法第９条第３項の規定により読み替えて法第38条第１項の規定を適用する場合又は他

の法律の規定において同項の規定を準用する場合であって法第９条第１項の規定による審

理員の指名を要しない場合においては、第１項及び第２項中「審理員」とあるのは「審査

庁」と読み替えるものとする。 

  ５ 第１項から第３項までの規定は、法第81条第３項において準用する法第78条第１項の

規定による交付を受ける審査請求人及び参加人について準用する。この場合において、第

１項及び第２項の規定中「審理員」とあるのは「小笠原村情報公開審査会」と読み替える

ものとする。 

  附則。 

  この条例は、平成28年４月１日から施行する。 

  別表（第２条・第３条関係）でございますが、交付の方法、手数料の額の順に読み上げさ

せていただきます。 

  複写機により用紙に白黒で複写したものの交付、１枚10円。 

  複写機により用紙にカラーで複写したものの交付、１枚20円。 

  電磁的記録に記録された事項を白黒で出力したものの交付、１枚10円。 

  電磁的記録に記録された事項をカラーで出力したものの交付、１枚20円。 

  備考、両面に複写又は出力された用紙については、片面を１枚として手数料の額を算定す

る。 

  以上でございます。よろしくご審議のほどお願いいたします。 
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○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第２号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第３、議案第３号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第３号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部を改正する条例（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  人事院の給与改定に関する勧告に基づく国家公務員給与の改正に準じ、村議会議員の期末

手当にかかる規定を改正する必要が生じたためでございます。 

  詳細については担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） 本議案と次の議案につきまして、国家公務員の給与改定の人事院勧

告に基づく中で、指定管理職職員の期末手当については、従来から特別職並びに議員の皆
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様の手当について、それを反映するということで準用させていただいております。それに

基づいた内容の改正となります。 

  ９ページをお開きください。 

  議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例（案）。 

  第１条 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例（昭和54年条例第７号）の一

部を次のように改正する。 

  第４条第２項中「100分の162.5」を「100分の167.5」に改める。 

  第２条 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を次のように改正する。 

  第４条第２項中「100分の147.5」を「100分の150」に、「100分の167.5」を「100分の

165」に改める。 

  附則。 

  第１条 この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、平成28年４月１

日から施行する。 

  ２ 第１条の規定による改正後の議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例（以

下「改正後の議員報酬条例」という。）の規定は、平成27年４月１日から適用する。 

  第２条 改正後の議員報酬条例の規定を適用する場合においては、第１条の規定による改

正前の議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の規定に基づいて支給された期

末手当は、改正後の議員報酬条例の規定による期末手当の内払とみなす。 

  10ページ、11ページに新旧対照表を添付しております。 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

  安藤重行君。 

○２番（安藤重行君） すみません。第２条の、ほかのところは全部0.幾らか上がっているん

ですが、最後の100分の167.5が100分の165に下がっているのはなぜですか。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） 今回の改定で、実際には平成27年の４月からさかのぼって適用にな

るんですが、トータルの支給額が100分の315になります。これを、来年の平成28年からは

150と160に配分を分けて、トータルとしては100分の315を支給するという数字に改めてい

る結果、２つ目のほうが2.5減る数字になっております。 
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○議長（池田 望君） よろしいですか。 

  ほかに質疑はございませんか。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第３号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第４、議案第４号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第４号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例

の一部を改正する条例（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  人事院の給与改定に関する勧告に基づく国家公務員給与の改正に準じ、村特別職の期末手

当にかかる規定を改正する必要が生じたためでございます。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） 改正の内容については、先ほどの議会の改正と同様でございます。 

  13ページをお開きください。 
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  特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例（案）。 

  第１条 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例（昭和54年条例第６号）

の一部を次のように改正する。 

  第４条第１項ただし書中「100分の162.5、」を「100分の167.5、」に改める。 

  第２条 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を次のように改正

する。 

  第４条第１項中「100分の147.5、」を「100分の150、」に、「100分の167.5」を「100分

の165」に改める。 

  附則。 

  第１条 この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、平成28年４月１

日から施行する。 

  ２ 第１条の規定による改正後の特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例

（以下「改正後の給与条例」という。）の規定は、平成27年４月１日から適用する。 

  第２条 改正後の給与条例の規定を適用する場合においては、第１条の規定による改正前

の特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の規定に基づいて支給された期

末手当は、改正後の給与条例の規定による期末手当の内払とみなす。 

  14ページ、15ページに新旧対照表を添付しております。 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第４号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 
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○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第５、議案第５号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第５号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  人事院の給与改定に関する勧告に基づく国家公務員の給与の改正に準じ、村職員の給与に

かかる規定を改正する必要が生じたためでございます。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） 人事院の改正の大きなポイントとしましては、給与表で平均0.36％

の引き上げ、また勤勉手当については0.1カ月分の引き上げ、地域手当・単身赴任手当等の

増額というのがございます。 

  17ページをお開きください。 

  職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（案） 

  第１条 職員の給与に関する条例（昭和50年条例第18号）の一部を次のように改正する。 

  第８条第１項第１号中「412,200円」を「413,300円」に改める。 

  第21条第２項中「加算した額に」の次に「、６月に支給する場合においては」を、「100

分の95）」の次に「、12月に支給する場合においては100分の85（特定幹部職員にあつては

100分の105）」を加え、同条第４項中「適用については、」の次に「当該職員の勤勉手当

基礎額に、６月に支給する場合においては」を、「100分の35」の次に「、12月に支給する

場合においては100分の40」を加える。 

  別表第１から別表第３までを次のように改める。 

  別表第１、行政職給料表（第３条関係）。 

  アの行政職給料表（１）につきましては、お手元の資料17ページから21ページでございま
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す。読み上げは省略させていただきます。 

  21ページをお開きください。 

  イ 行政職給料表（２）は、この21ページから25ページまででございます。同様に読み上

げは省略させていただきます。 

  25ページをお開きください。 

  別表第２、医療職給料表（第３条関係）。ア、医療職給料表（１）は、25ページから28ペ

ージでございます。 

  28ページをお開きください。 

  下のほうになります。イ、医療職給料表（２）は28ページから32ページでございます。 

  32ページをお開きください。 

  次にウ、医療職給料表（３）は、32ページから37ページまででございます。表の読み上げ

は省略させていただいて、37ページをお開きください。 

  下のほうになります。別表第３、福祉職給料表（第３条関係）は、37ページから42ページ

でございます。 

  42ページをお開きください。 

  下の段、第２条でございます。第２条 職員の給与に関する条例の一部を次のように改正

する。 

  第21条第２項中「、６月に支給する場合においては100分の75（特定幹部職員にあつては

100分の95）、12月に支給する場合においては100分の85（特定幹部職員にあつては100分の

105）」を「100分の80（特定幹部職員にあつては100分の100）」に改め、同条第４項中「、

６月に支給する場合においては100分の35（特定管理職員にあつては、100分の45）、12月

に支給する場合においては100分の40」を「100分の37.5（特定幹部職員にあつては、100分

の47.5）」に改める。 

  附則。 

  第１条 この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、平成28年４月１

日から施行する。 

  ２ 第１条の規定による改正後の職員の給与に関する条例（以下「改正後の給与条例」と

いう。）の規定は、平成27年４月１日から適用する。 

  第２条 改正後の給与条例の規定を適用する場合においては、第１条の規定による改正前

の職員の給与に関する条例の規定に基づいて支給された給与（職員の給与に関する条例の
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一部を改正する条例（平成26年条例第40号。以下この条において「平成26年改正条例」と

いう。附則第２条の規定に基づいて支給された給料を含む。）は、改正後の給与条例の規

定による給与（平成26年改正条例附則第２条の規定による給料を含む。）の内払とみなす。 

  44ページから76ページまで、新旧対照表を添付しております。 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第５号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第６、議案第６号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第６号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例

等の一部を改正する条例（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  父島～東京間の定期船が平成28年７月に新船に切り替わることにより、料金区分が変更に

なることに伴い、関係条例を改正する必要が生じたためでございます。 
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  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） 78ページをお開きください。 

  特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例等の一部を改正する条例（案）。 

  第１条 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例（昭和54年条例第６号）

の一部を次のように改正する。 

  第５条に次の１項を加える。 

  ３ 東京と父島との間の定期船による旅行の船賃について個室貸切料金を必要とした場合

には、前項に規定する旅客運賃のほか個室貸切料金を支給する。 

  第２条 非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和43年条例第５号）の一部を

次のように改正する。 

  第４条第２項を次のように改める。 

  ２ 前項の規定により支給する旅費の額は、非常勤職員の区分に応じ、それぞれ次の各号

に定める額とする。 

  （１）次号に定める非常勤職員以外の非常勤職員については、特別職の職員で常勤のもの

の給与及び旅費に関する条例（昭和54年条例第６号）の規定を準用する。 

  （２）保健師、看護師、准看護師、理学療法士、図書司書、保育士、保育補助員、特別支

援教育補助員、調理員、医療事務員、介護福祉士、介護員、介護補助員、税務徴収員及び

固定資産評価補助員については、職員の旅費に関する条例（昭和50年条例第19号）中「課

長補佐級以下の職務にある者」の規定を準用する。 

  第３条 農業委員会の委員の報酬及び費用弁償等に関する条例（昭和60年条例第３号）の

一部を次のように改正する。 

  第４条第２項中「職員の旅費に関する条例（昭和50年小笠原村条例第19号）中「課長級の

職務にある者」の相当額とする。」を「特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す

る条例（昭和54年条例第６号）の規定を準用する。」に改める。 

  第４条 小笠原村消防団条例（昭和44年条例第１号）の一部を次のように改正する。 

  第15条第３項を次のように改める。 

  ３ 前項の規定により支給する旅費の額は、団員の区分に応じ、それぞれ次の各号に定め

る額とする。 
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  （１）団長、副団長及び分団長の職にあるものについては、特別職の職員で常勤のものの

給与及び旅費に関する条例（昭和54年条例第６号）の規定を準用する。 

  （２）前号に定める職以外の団員については、職員の旅費に関する条例（昭和50年条例第

19号）中「課長補佐級以下の職務にある者」の規定を準用する。 

  附則。 

  この条例は、平成28年７月１日から施行する。 

  80ページから83ページまで、新旧対照表を添付しております。 

  なお、特別職の旅費の改定に伴って、まず非常勤ですが、除外する以外の方々で対応する

非常勤で、内地への旅費が想定される委員としては教育委員や監査委員、また内地でお願

いをしています顧問弁護士、また参与などが今後特別職の給与条例を準用する形になりま

す。 

  また、従来から特別職の旅費を準用することになっている議員並びに村議会等に出席する

場合の承認については、特別職を従来から準用することになっておりますので、改正はご

ざいません。 

  以上でございます。 

○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。よろしいですか。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第６号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎議案第７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第７、議案第７号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第７号 小笠原村消防団条例の一部を改正する条例（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  消防組織法（昭和22年法律第226号）の改正に伴い、小笠原村消防団条例の該当条文を改

正する必要が生じたためでございます。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） 85ページをお開きください。 

  小笠原村消防団条例の一部を改正する条例（案）。 

  小笠原村消防団条例（昭和44年条例第１号）の一部を次のように改正する。 

  第１条中「第15条第１項、第15条の２第２項及び第15条の６第１項」を「第18条第１項、

第19条第２項及び第23条第１項」に改める。 

  第２条中「称する。」の次に「その管轄区域は小笠原村の区域全域とする。」を加える。 

  附則。 

  この条例は、平成28年４月１日から施行する。 

  86ページに新旧対照表を添付しております。 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 
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          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第７号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第８号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第８、議案第８号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第８号 小笠原村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する

条例（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  行政不服審査法（昭和37年法律第160号）の改正に伴い、関係条文を改正する必要がある

ためでございます。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） 88ページをお開きください。 

  小笠原村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例（案）。 

  固定資産評価審査委員会条例（昭和54年条例第12号）の一部を次のように改正する。 

  第４条第２項第１号中「住所」の次に「又は居所」を加え、同項第４号を同項第５号とし、

同項第３号を同項第４号とし、同項第２号を同項第３号とし、同項第１号の次に次の１号

を加える。 

  （２） 審査の申出に係る処分の内容 

  第４条第３項中「住所」の次に「又は居所」を加え、「行政不服審査法（昭和37年法律第

160号）第13条第１項」を「行政不服審査法施行令（平成27年政令第391号）第３条第１

項」に改め、同条に次の１項を加える。 



－８２－ 

  ６ 審査申出人は、代表者若しくは管理人、総代又は代理人がその資格を失ったときは、

書面でその旨を委員会に届けなければならない。 

  第６条第２項のただし書を削り、同条に次の１項を加える。 

  ４ 委員会は、審査申出人から反論書の提出があったときは、これを村長に送付しなけれ

ばならない。 

  第11条第１項中「においては、」の次に「次に掲げる事項を記載し、委員会が記名押印し

た」を加え、同項に次の各号を加える。 

  （１）主文。 

  （２）事案の概要。 

  （３）審査申出人及び村長の主張の要旨。 

  （４）理由。 

  附則。 

  １ この条例は、平成28年４月１日から施行する。 

  ２ 改正後の固定資産評価審査委員会条例第４条第２項、第３項及び第６項、第６条第２

項、第４項、及び第11条第１項の規定は、平成28年度以降の年度分の固定資産税に係る固

定資産について固定資産課税台帳に登録された価格に係る審査の申出について適用し、平

成27年度までの固定資産税に係る固定資産について固定資産台帳に登録された価格に係る

審査の申出（申出期間の初日が平成28年４月１日以降である審査の申出を除く。）につい

ては、なお従前の例による。 

  90ページ、91ページに新旧対照表を添付しております。 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 



－８３－ 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第８号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第９号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第９、議案第９号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下君。 

○村長（森下一男君） 議案第９号 小笠原村国民健康保険税条例の一部を改正する条例

（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  国民健康保険法施行令の一部を改正する政令（平成28年政令第33号）の施行に伴い、小笠

原村国民健康保険税条例の該当条文を改正する必要が生じたためでございます。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） 94ページをお開きください。 

  小笠原村国民健康保険税条例の一部を改正する条例（案）。 

  小笠原村国民健康保険税条例（昭和43年条例第９号）の一部を次のように改正する。 

  第２条第２項ただし書中「52万円」を「54万円」に改め、同条第３項ただし書中「17万

円」を「19万円」に改める。 

  第23条中「52万円」を「54万円」に、「17万円」を「19万円」に改め、同条第２号中「26

万円」を「26万５千円」に改め、同条第３号中「47万円」を「48万円」に改める。 

  附則。 

  第１条 この条例は、平成28年４月１日から施行する。 

  第２条 改正後の小笠原村国民健康保険税条例の規定は、平成28年度以降の年度分の保険

税について適用し、平成27年度分までの保険税については、なお従前の例による。 



－８４－ 

  95ページから98ページまで、新旧対照表を添付しております。 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第９号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第１０号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第10、議案第10号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第10号 小笠原村営バス事業に関する条例の一部を改正する条例

（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  １日から３日間限りの乗降自由乗車券を１日限りの乗降自由乗車券に集約し、運賃を低廉

化すること等により、村営バス利用を促進するためのものでございます。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 



－８５－ 

○副村長（渋谷正昭君） 100ページをお開きください。 

  小笠原村営バス事業に関する条例の一部を改正する条例（案）。 

  第１条 小笠原村営バス事業に関する条例（平成12年条例第39号）の一部を次のように改

正する。 

  第８条第３項第６号を同項第７号とし、同項第５号の次に次の１号を加える。 

  （６）村民で節エネルギー対策のための１箇月に限る定期乗車券は１人につき2,000円と

する。 

  第８条第４項第５号を同項第７号とし、同項第４号を同項第６号とし、同項第３号の次に

次の２号を加える。 

  （４）村民で精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和25年法律第123号）に基づ

く精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者。 

  （５）村民で東京都療育手帳（愛の手帳）の交付を受けた者。 

  別表第２中「7.8キロメートル」を「8.4キロメートル」に、「10.2キロメートル」を

「10.8キロメートル」に、「14.2キロメートル」を「14.8キロメートル」に改める。 

  第２条 小笠原村営バス事業に関する条例の一部を次のように改正する。 

  第８条第３項第２号中「700円」を「500円」に改め、同項第３号及び第４号を削り、同項

第５号を同項第３号とし、同項第６号を同項第４号とし、同項第７号を同項第５号とする。 

  附則。 

  この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、平成28年７月１日から施

行する。 

  101ページから103ページに新旧対照表を添付しております。 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 



－８６－ 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第10号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第１１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第11、議案第11号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下君。 

○村長（森下一男君） 議案第11号 小笠原村キヤンプ禁止地域に関する条例の一部を改正す

る条例（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  自然環境等の保護を行う必要がある地域を、キャンプの禁止地域の指定要件に追加するた

めのものでございます。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） 105ページをお開きください。 

  小笠原村キヤンプ禁止地域に関する条例の一部を改正する条例（案）。 
  小笠原村キヤンプ禁止地域に関する条例（昭和47年条例第12号）の一部を次のように改正

する。 

  第３条中「、当分の間」を削り、同条第６号を同条第７号とし、同条第５号の次に次の１

号を加える。 

  （６）自然環境等の保護が必要と認められる地域。 

  附則。 

  この条例は、公布の日から施行する。 

  106ページに新旧対照表を添付しております。 



－８７－ 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

  清水良一君。 

○１番（清水良一君） このキャンプ禁止地域に関する条例なんですが、第６条の第２項に、

前項の規定にかかわらず、学術調査、社会教育、その他公益上必要と認められたもので、

あらかじめ村長の許可を受けた者はキャンプを行うことができるということは、同じよう

な形でこれがなっているのか。許可が受けられればキャンプができるかを一応確認したい

と思います。いかがでしょうか。 

○議長（池田 望君） 産業観光課長、牛島君。 

○産業観光課長（牛島康博君） 第６条ですが、まず何人もキャンプ禁止地域においてキャン

プは行ってはならないというのが書いてございます。これがやはり小笠原におけるキャン

プ禁止地域においてはキャンプを行ってはならないということで、第２項ですね。学術調

査、社会教育、その他公益上必要と認められたもので、あらかじめ村長の許可を受けたも

のはキャンプを行うことができるとありますので、ここは今のところ変える予定もありま

せん。 

  以上です。 

○議長（池田 望君） よろしいですか。 

  ほかに質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第11号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 



－８８－ 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第１２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第12、議案第12号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第12号 母島村民会館の指定管理者の指定について（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  母島村民会館にかかる指定管理者を指定するため、地方自治法（昭和22年法律第67号）第

244条の２第３項及び小笠原村公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例（平成18年

条例第14号）第６条の規定に基づき、議会の議決に付す必要があるためでございます。 

  詳細については担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） 108ページをお開きください。 

  母島村民会館の指定管理者について（案）。 
  記。 

  １ 公の施設の名称及び所在地。 

  母島村民会館、東京都小笠原村母島字元地。 

  ２ 指定管理者の名称及び主たる事務所の所在地。 

  社会福祉法人小笠原村社会福祉協議会、東京都小笠原村父島字奥村。 

  ３ 指定の期間。 

  平成28年４月１日から平成31年３月31日まで。 

  109ページから111ページまでに選定資料を添付しております。 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 



－８９－ 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第12号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第１３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第13、議案第13号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第13号 東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更に

ついて（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約を変更する必要が生じ、地方自治法（昭和

22年法律第67号）第290条の規定に基づき議会の議決を得る必要があるためでございます。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） 113ページをお開きください。 

  東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部を改正する規約。 

  東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約（昭和43年２月29日総行地収第124号許

可）の一部を次のように改正する。 

  第５条を次のように改める。 

  第５条 組合の議会（以下「議会」という。）の議員（以下「議員」という。）の定数は



－９０－ 

５人とし、別表第２に掲げる構成団体（以下この条において「選挙区団体」という。）の

議会の議長が選挙区団体の議会の議長のうちから同表の選挙区定数の欄に掲げる選挙区定

数を選挙する。 

  第６条第２項中「構成団体の長又は」を削る。 

  別表第２を次のように改める。 

  組合議員選挙区及び議員定数。 

  選挙区第１区から第５区の構成団体はお手元の資料のとおりで、各選挙区の定数はそれぞ

れ１名でございます。 

  附則。 

  この規約は、東京都知事の許可のあった日から施行する。 

  構成団体での議決を要し、その議決をもって東京都の許可が出されるという予定になって

おります。 

  なお、新旧対照表はございませんが、従来は定数10名で、選挙区は３選挙区に区分されて

おりました。 

  説明は以上でございます。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第13号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎議案第１４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第14、議案第14号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第14号 東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更について

（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成28年３月８日。提出者、小笠原村長、森下一男。 

  東京都後期高齢者医療広域連合規約を変更する必要が生じ、地方自治法（昭和22年法律第

67号）第291条の11の規定に基づき議会の議決を得る必要があるためでございます。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） 失礼しました。提案理由が前の議案の変更になっておりました。提

案理由につきましては訂正させていただいて、「東京都後期高齢者医療広域連合規約を変

更する必要が生じ」にさせていただきたいと思います。 

  115ページをお開きください。 

  東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約。 

  東京都後期高齢者医療広域連合規約（平成19年３月１日東京都知事許可）の一部を次のよ

うに変更する。 

  第２条及び第８条第４項中「すべて」を「全て」に改める。 

  附則第５項から第７項までを削る。 

  附則第８項中「平成26年度分及び平成27年度分」を「平成28年度分及び平成29年度分」に、

「平成26年４月１日現在」を「平成28年４月１日現在」に改め、同項を附則第５項とする。 

  附則。 

  １ この規約は、平成28年４月１日から施行する。 

  ２ この規約による変更後の東京都後期高齢者医療広域連合規約（以下「変更後の規約」

という。）附則第５項の規定は、平成28年度分以降の変更後の規約第18条第１項第１号に

規定する関係区市町村の負担金（以下単に「関係区市町村の負担金」という。）について

適用し、平成27年度分以前の関係区市町村の負担金については、なお従前の例による。 
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  116ページから119ページまで、新旧対照表を添付しております。 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第14号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎散会の宣告 

○議長（池田 望君） お諮りします。 

  本日の会議はこの程度にとどめたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、本日の会議を終了します。 

  次回は、明日３月９日午後３時30分より会議を開きます。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  どうもありがとうございました。 

（午後４時５３分） 
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平 成 ２ ８ 年 第 １ 回 小 笠 原 村 議 会 定 例 会 会 議 録  

 

議 事 日 程 （第２号） 

                   平成２８年３月９日（水曜日）午後３時３０分開議 

 

第 １ 議案第１５号 平成２７年度小笠原村一般会計補正予算（第４号）（案） 

第 ２ 議案第１６号 平成２７年度小笠原村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）（案） 

第 ３ 議案第１７号 平成２７年度小笠原村簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）（案） 

第 ４ 議案第１８号 平成２７年度小笠原村宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）（案） 

第 ５ 議案第１９号 小笠原村父島辺地及び母島辺地に係る公共的施設の総合整備計画（平 

           成２３年度～平成２７年度変更）（案） 

第 ６ 議案第２０号 平成２８年度小笠原村一般会計予算（案） 

第 ７ 議案第２１号 平成２８年度小笠原村国民健康保険特別会計予算（案） 

第 ８ 議案第２２号 平成２８年度小笠原村簡易水道事業特別会計予算（案） 

第 ９ 議案第２３号 平成２８年度小笠原村宅地造成事業特別会計予算（案） 

第１０ 議案第２４号 平成２８年度小笠原村介護保険（保険事業勘定）特別会計予算（案） 

第１１ 議案第２５号 平成２８年度小笠原村介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計予 

           算（案） 

第１２ 議案第２６号 平成２８年度小笠原村下水道事業特別会計予算（案） 

第１３ 議案第２７号 平成２８年度小笠原村浄化槽事業特別会計予算（案） 

第１４ 議案第２８号 平成２８年度小笠原村後期高齢者医療特別会計予算（案） 

第１５ 議案第２９号 小笠原村父島辺地及び母島辺地に係る公共的施設の総合整備計画（平 

           成２４年度～平成２８年度）（案） 

第１６ 同意第 １号 小笠原村農業委員会委員の任命の同意 

第１７ 同意第 ２号 小笠原村教育委員会委員の任命の同意 
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───────────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（池田 望君） これより本日の会議を開きます。 

（午後３時３０分） 

───────────────────────────────────────────────── 

◎会議時間の延長 

○議長（池田 望君） この際、あらかじめ会議時間の延長をしておきます。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第１５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） これより本日の日程に入ります。 

  日程第１、議案第15号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下君。 

○村長（森下一男君） 議案第15号 平成27年度小笠原村一般会計補正予算（第４号）（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  詳細については担当課長に説明をさせます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 財政課長、江尻君。 

○財政課長（江尻康弘君） それでは、ご説明いたします。 

  122ページをお開きください。 

  平成27年度小笠原村一般会計補正予算、予算総則。 

  平成27年度小笠原村一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額にそれぞれ2,112万8,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を

それぞれ45億4,015万3,000円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成28年３月８日、小笠原村長、森下一男。 

  123ページをお開きください。 

  第１表、歳入歳出予算補正。 



－９６－ 

  款項ごとの補正内訳が、歳入歳出と記載がございます。 

  説明につきましては、予算説明書の中でさせていただきたいと存じます。 

  説明書のほう入らせていただきます。 

  126の３、126の４ページ、お開きください。 

  第１、歳入歳出予算補正。 

  歳入歳出の総括でございます。 

  次の126の５ページ、お開きください。 

  説明につきましては、款項目を読み上げました上で、節の計上説明をさせていただきます。 

  まず歳入でございます。 

  村税、村税、村税、現年課税分の992万3,000円、滞納繰越分の73万7,000円、それぞれ現

年滞繰増額分の計上をしたものでございます。 

  目、法人、法人の滞納繰越分の３万6,000円、滞納繰越分の増額分を計上したものでござ

います。 

  項、固定資産税、固定資産税、現年課税分のマイナス160万1,000円、現年課税分の減額分

を計上したものでございます。 

  また、滞納繰越分の71万3,000円につきましては、滞納繰越分増額分を計上したものでご

ざいます。 

  項、軽自動車税、軽自動車税、現年課税分のマイナス75万6,000円につきましては、現年

課税分の減額分を計上したものでございます。 

  地方譲与税、地方揮発油譲与税、地方揮発油譲与税、地方揮発油譲与税のマイナス21万円

につきましては、減額分を計上したものでございます。 

  項、自動車重量譲与税、自動車重量譲与税、自動車重量譲与税の19万6,000円につきまし

ては、増額分を計上したものでございます。 

  利子割交付金、利子割交付金、利子割交付金、利子割交付金の71万4,000円につきまして

は、利子割交付金増額分を計上したものでございます。 

  配当割交付金、配当割交付金、配当割交付金、配当割交付金のマイナス107万円につきま

しては、配当割交付金減額分を計上したものでございます。 

  株式等譲渡所得割交付金、株式等譲渡所得割交付金、株式等譲渡所得割交付金、株式等譲

渡所得割交付金の81万7,000円につきましては、増額分を計上したものでございます。 

  地方消費税交付金、地方消費税交付金、地方消費税交付金、地方消費税交付金の858万
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3,000円につきましては、増額分を計上したものでございます。 

  126の７ページ、８ページ、お開きください。 

  自動車取得税交付金、自動車取得税交付金、自動車取得税交付金、自動車取得税交付金の

58万5,000円につきましては、増額分を計上したものでございます。 

  地方交付税、地方交付税、地方交付税、普通交付税の192万2,000円につきましては、普通

交付税増額分を計上したものでございます。こちらは、当初算定の折、調整額として減額

されていたものを復活していただくことができた関係で、今回約200万円の増額となったと

ころでございます。 

  国庫支出金、国庫負担金、民生費国庫負担金、保険基盤安定負担金の126万円につきまし

ては、増額分を計上したものでございます。 

  項、国庫補助金、総務費国庫補助金、地域活性化交付金の3,300万円につきましては、平

成27年度、国の補正予算で計上をされております地方創生加速化交付金、こちらのほうに

エントリーしてございます関係で歳入のほうを見込ませていただいております。3,300万円

でございます。 

  番号制度システム整備費補助金の377万5,000円につきましては、番号制度システム整備費

補助金を計上したものでございます。また、番号カード交付事業費の132万1,000円につき

ましても、番号カード交付事業費の計上をしたものでございます。 

  目、民生費国庫補助金、臨時福祉給付費の111万7,000円につきましては、臨時福祉給付金

の給付事務費を計上したものでございます。 

  目、衛生費国庫補助金、健康増進対策費のマイナス12万2,000円につきましては、健康増

進対策費減額分を計上したものでございます。 

  土木費国庫補助金、道路整備費のマイナス144万9,000円につきましては、道路整備費の減

額分を計上したものでございます。 

  項、国庫委託金、民生費国庫委託金、遺骨収容費のマイナス516万円につきましては、遺

骨収容費の減額分を計上したものでございます。 

  都支出金、都負担金、民生費都負担金、保険基盤安定負担金の46万円につきましては、保

険基盤安定負担金増額分を計上したものでございます。 

  項、都補助金、衛生費都補助金、健康増進費のマイナス130万4,000円につきましては、健

康増進費減額分を計上したものでございます。 

  目、教育費補助金、保健体育費の847万2,000円につきましては、保健体育費の増額分を計
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上したものでございます。オリンピック・パラリンピック区市町村支援の助成金が増額い

ただいたもの、また当初、この助成金の、補助率が満額いただけないような状況も想定さ

れておりました関係で、抑えぎみでのせておりました歳入が満額いただけるようになった

関係で、大きな額の増額をさせていただいたところでございます。 

  項、都委託金、総務費都委託金、徴税費のマイナス37万8,000円につきましては、徴税費

の減額分を計上したものでございます。 

  126の９、10ページをお開きください。 

  節の最後ですが、投票人名簿システムの構築交付金、こちらは投票人名簿システムの構築

交付金といたしまして32万円を計上させていただいております。 

  寄附金、寄附金、一般寄附金、一般寄附金の100万円につきましては、一般寄附金の計上

をさせていただいております。 

  目、指定寄附金、ふるさと寄附金の198万1,000円につきましては、ふるさと寄附金の増額

分を計上させていただいております。今年度、当初予算を上回る寄附をいただいておる状

況でございます。 

  繰入金、特別会計繰入金、宅地造成事業特別会計繰入金、宅地造成事業特別会計繰入金の

マイナス504万8,000円につきましては、宅地造成事業特別会計繰入金の減額分を計上した

ものでございます。 

  項、基金繰入金、財政調整基金繰入金、財政調整基金繰入金のマイナス3,763万3,000円に

つきましては、財政調整基金繰入金の減額分を計上させていただいたものでございます。

今回、後ほど歳入のほうでも説明をさせていただきますが、歳入額が増額になったもの、

また歳出で決算見込みを考慮し減額したもの等を合計いたしまして、当初予定しておりま

した財政調整基金からの繰入金を3,700万円ほど減額をするということができたところでご

ざいます。 

  目、ふるさと寄附基金繰入金、ふるさと寄附基金繰入金の52万7,000円につきましては、

ふるさと寄附基金からの繰入金を計上したものでございます。 

  諸収入、延滞金、加算金及過料、延滞金、延滞金の24万7,000円につきましては、延滞金

増額分を計上したものでございます。 

  項、貸付金元利収入、高額療養資金貸付金元金収入、高額療養資金貸付金元金収入のマイ

ナス100万円、次の目、出産資金貸付金元金収入、出産資金貸付金元金収入のマイナス100

万8,000円、こちらの貸付金の収入につきましては、後ほど歳入のほうでも説明させていた
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だきますが、同額を減額をさせていただいているところでございます。今年度利用される

見込みがなくなったことから、歳入歳出とも同額の減額をさせていただいております。 

  項、受託事業収入、国有財産管理受託事業収入、国有管理財産受託事業収入の145万3,000

円につきましては、増額分を計上したものでございます。 

  項、雑入、雑入、家電リサイクル協力金のマイナス16万円につきましては、家電リサイク

ル協力金減額分を計上したものでございます。 

  節、雑入のマイナス113万2,000円につきましては、その他助成金減額分を計上したもので

ございます。こちらは、スポーツ振興くじ助成金の減額をさせていただいておりますけれ

ども、今年度実施いたしましたソフトバレーの大会の必要経費の中で、ほかの助成がいた

だける部分がございました関係で、こちらを、歳入を減額し、後ほど説明をさせていただ

きます歳出のほうも減額をさせていただいたところでございます。 

  歳入合計、既定額45億1,902万5,000円、補正額2,112万8,000円、計45億4,015万3,000円。 

  歳入につきましては以上です。 

  126の11、12ページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  総務費、総務管理費、一般管理費、給料の20万円、職員手当の30万円、計50万円につきま

しては、給与改定に伴いまして、職員、一般職の人件費の増額分を計上させていただいて

おります。 

  次の報償費から工事請負費までの６節ございます。こちらは、合計しましてマイナスの

607万円でございますが、計上説明の中の５番、６番、７番、８番、９番、14番、それぞれ

決算見込みによりまして、今年度、これ以上支出の予定がなくなったものを、今回減額を

させていただいております。 

  負担金補助及交付金の150万円につきましては、項目の12番、各種会費負担金の増額とご

ざいますけれども、東京都町村会の共同事業の負担金といたしまして150万円増額をさせて

いただいております。 

  目、財務管理費、工事請負費、こちらのマイナス1,305万6,000円につきましては、職員住

宅の管理経費の減額分を計上させていただいたものでございます。 

  目、企画費、需用費から負担金補助及交付金までの3,300万円につきましては、先ほど歳

入のほうでも説明をさせていただきました地方創生加速化事業費の計上をさせていただい

ているところでございます。 
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  目、連絡事務所費、賃金、旅費、負担金、こちら３節マイナスでございます。合計で147

万9,000円を減額をさせていただいております。 

  目、防災諸費、需用費、マイナス127万6,000円、使用料及賃借料のマイナス38万9,000円、

それぞれ防災対策事業、防災施設整備事業費を減額をさせていただいております。 

  目、バス事業費、委託料のマイナス19万4,000円につきましては、村営バス運営経費の減

額分を計上させていただいたものでございます。 

  126の13、14ページをお開きください。 

  目、自然環境保全対策費、こちらは、ふるさと寄附基金繰入金を充当した関係で財源更正

をさせていただいております。 

  項、徴税費、税務総務費、報酬から負担金補助及交付金までの４節、マイナス1,097万

5,000円につきましては、決算見込みによる執行残につきまして減額をさせていただいたと

ころでございます。 

  項、戸籍住民基本台帳費、戸籍住民基本台帳費、負担金補助及交付金の509万6,000円につ

きましては、戸籍住民基本台帳事務費の増額分を計上させていただいたものです。 

  項、選挙費、選挙管理委員会費、委託料の84万3,000円につきましては、選挙システム経

費の増額分を計上したものでございます。 

  民生費、社会福祉費、社会福祉総務費の旅費、こちらのマイナス74万1,000円、また貸付

金のマイナス200万8,000円につきましては、それぞれ決算見込みによる減額分を計上させ

ていただいたものでございます。 

  目、有料老人ホーム運営費、給料の15万円、職員手当等の25万円、計40万円につきまして

は、給与改定に伴う人件費増額分を計上をさせていただいたものでございます。 

  目、高齢者対策費、扶助費のマイナス80万円につきましては、高齢者生活支援事業費の減

額分を計上させていただいたものでございます。 

  126の15、16ページをお開きください。 

  目、国民健康保険費、繰出金の2,033万4,000円につきましては、国民健康保険特別会計へ

の繰出金の増額分を計上をしたものでございます。 

  目、臨時福祉給付金事業費、旅費の２万7,000円、委託料の109万1,000円、こちらにつき

ましては、臨時福祉給付金の事業費に要する経費を計上をしたものでございます。 

  項、児童福祉費、保育所費の給料の５万円、職員手当等の15万円、こちらは、給与改定に

伴う一般職の人件費、増額分を計上したものでございます。 
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  備品購入費のマイナス77万1,000円につきましては、父島保育園で予定しておりました備

品の購入が、修理することで使用可能ということが判明した関係で、当初予算で計上した

金額を減額をさせていただいております。 

  衛生費、保健衛生費、保健衛生総務費、旅費のマイナス43万7,000円につきましては、減

額分を計上をさせていただいております。 

  目、健康増進費、委託料のマイナス460万円につきましても、健康診断事業費の減額分を

計上をさせていただいております。 

  シロアリ対策費、委託料のマイナス100万円、負担金補助及交付金のマイナス50万円、計

150万円につきましては、シロアリ対策事業費の減額分を計上をしたものでございます。 

  目、診療所運営費、給料の30万円、職員手当等の240万円、共済費の30万円、計300万円に

つきましては、給与改定に伴う職員の人件費の増額分を計上したものでございます。 

  項、清掃費、塵芥処理費、役務費のマイナス15万9,000円につきましては、家電リサイク

ル事業費の減額分を計上をしたものでございます。 

  農林水産業費、農業費、次のページをお開きください。農業振興費の工事請負費マイナス

101万5,000円につきましては、中ノ平の鉄骨ハウス被覆に要する経費、契約によりまして

減額の分が生じておりますので、こちらの101万5,000円を減額をさせていただいておりま

す。 

  また、負担金補助及交付金のマイナス76万6,000円につきましては、農業振興助成事業費

の減額分を計上させていただいたものでございます。 

  土木費、土木管理費、土木総務費の委託料41万7,000円につきましては、国有財産管理事

業費の増額分を計上をさせていただいたものでございます。 

  項、道路橋りょう費、道路橋りょう総務費の旅費の51万7,000円につきましては、道路橋

りょう費の事務費の減額分を計上をさせていただいたものでございます。 

  目、道路維持費の使用料及賃借料、こちらも、庁有車管理費の減額分を計上させていただ

いたものでございます。 

  目、道路整備費、旅費のマイナス14万7,000円、委託料のマイナス226万8,000円につきま

しては、小笠原諸島振興開発事業費でございますけれども、道路整備費の経費、241万

5,000円を減額をさせていただいたものでございます。 

  項、公園費、公園管理費、需用費のマイナス120万6,000円につきましては、硫黄島平和祈

念墓地公園の管理経費の減額分を計上をさせていただいております。こちらは、硫黄島の
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公園の管理をするために、渡島、島に渡るためにヘリの燃料を負担しておるんですけれど

も、原油価格の下落に伴いまして、負担する金額が減ったというところでございます。 

  項、住宅費、用地造成費、繰出金の219万6,000円につきましては、宅地造成事業会計への

繰出金増額分を計上したものでございます。 

  教育費、小学校費、学校管理費、報酬のマイナス200万円、工事請負費のマイナス24万円

につきましては、それぞれ決算見込みによる減額分を計上をさせていただいたものでござ

います。 

  126の19、20ページをお開きください。 

  項、中学校費、学校管理費、工事請負費のマイナス24万円につきましては、中学校の施設

管理事業費の減額分を計上をさせていただいたものでございます。 

  項、社会教育費、社会教育総務費、報償費から使用料及賃借料までの５節計マイナス78万

8,000円につきましては、それぞれ平成27年度事業の減額分を計上をさせていただいたもの

でございます。 

  項、保健体育費、保健体育総務費、報償費のマイナス46万6,000円から、負担金補助及交

付金のマイナス26万2,000円、計７節マイナスが合計で164万2,000円になりますけれども、

それぞれ不用額となった経費を減額をさせていただいておるところでございます。 

  目、体育施設費、こちらは、都補助金の増額、それからふるさと寄附基金の繰り入れによ

りまして財源更正をさせていただいているところでございます。 

  諸支出金、基金費、財政調整基金費、こちらにつきましては、宅地造成会計からの繰入金

が減額になったことに伴いまして財源更正をさせていただいております。 

  目、減債基金費、積立金の500万円につきましては、減債基金積立金の増額分を計上した

ものでございます。 

  目、その他基金費、積立金の298万1,000円につきましては、こちらでは各種基金となりま

すけれども、次のページをお開きください。ふるさと寄附基金への積立金の増額分を計上

させていただいたものでございます。 

  歳出合計、既定額45億1,902万5,000円、補正額2,112万8,000円、計45億4,015万3,000円。 

  次のページから、今回人件費の補正をさせていただいておりますので、給与費の明細とい

うことで今回の補正分が、こちらのほうに記載がございます。ご確認いただければと思い

ます。 

  説明につきましては以上でございます。 
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  ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（池田 望君） ありがとうございました。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

  よろしいですか。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第15号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第１６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第２、議案第16号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第16号 平成27年度小笠原村国民健康保険特別会計補正予算（第

３号）（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。よろしくご審議のほどお願い申し上げま

す。 

○議長（池田 望君） 財政課長、江尻君。 

○財政課長（江尻康弘君） ご説明いたします。 
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  129ページをお開きください。 

  平成27年度小笠原村国民健康保険特別会計補正予算、予算総則。 

  平成27年度小笠原村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額にそれぞれ3,058万2,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を

それぞれ４億1,161万2,000円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  次の130ページをお開きください。 

  第１表、歳入歳出予算補正。 

  こちらに歳入。 

  次の131ページに、今回の補正予算に係る款項ごとの補正内訳を記載してございます。 

  131の３、４ページをお開きください。 

  第１、歳入歳出予算補正でございます。歳入歳出のそれぞれ総括でございます。 

  131の５、６ページをお開きください。 

  まず歳入です。 

  一般会計と同様の説明をさせていただきます。 

  まず歳入でございますが、国庫支出金、国庫負担金、療養給付費負担金、現年度分の774

万5,000円につきましては、療養給付費等負担金増額分を計上したものでございます。 

  目、高額医療費共同事業国庫負担金、高額医療費共同事業国庫負担金のマイナス31万

3,000円につきましては、減額分を計上したものでございます。 

  目、特定健康診査等負担金、特定健康診査等負担金の４万7,000円につきましては、増額

分を計上したものでございます。 

  療養給付費交付金、療養給付費交付金、療養給付費交付金、現年度分のマイナス202万

6,000円につきましては、減額分を計上したものでございます。 

  前期高齢者交付金、前期高齢者交付金、前期高齢者交付金、現年度分の58万3,000円につ

きましては、増額分を計上したものでございます。 

  都支出金、都負担金、高額医療費共同事業費都負担金、高額医療費共同事業都負担金のマ
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イナス31万3,000円につきましては、減額分を計上したものでございます。 

  目、特定健康診査等負担金、特定健康診査等負担金の６万2,000円につきましては、増額

分を計上したものでございます。 

  項、都補助金、給付費都補助金、給付費都補助金の14万2,000円につきましては、給付費

都補助金増額分を計上したものでございます。 

  共同事業交付金、共同事業交付金、高額医療費共同事業交付金、高額医療費共同事業交付

金の319万9,000円につきましては、増額分を計上したものでございます。 

  目、保険財政共同安定化事業交付金、保険財政共同安定化事業交付金の112万2,000円につ

きましては、増額分を計上したものでございます。 

  繰入金、一般会計繰入金、一般会計繰入金、保険基盤安定繰入金の434万1,000円、また、

その他一般会計繰入金の1,599万3,000円、こちらはそれぞれ増額をさせていただいており

ます。 

  歳入合計、既定額３億8,103万円、補正額3,058万2,000円、計４億1,161万2,000円でござ

います。 

  131の７、８ページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  総務費、総務管理費、一般管理費、委託料の45万4,000円につきましては、国保システム

経費増額分を計上したものでございます。 

  保険給付費、療養諸費、一般被保険者療養給付費、負担金補助及交付金の3,000万2,000円

につきましては、一般被保険者療養給付費増額分を計上したものでございます。 

  目、退職被保険者等療養給付費の、こちらにつきましては、療養給付費の現年度分、歳入

におきまして減額がございましたので、財源更正をさせていただいております。 

  目、審査支払手数料、委託料の４万4,000円につきましては、増額分を計上したものでご

ざいます。 

  項、高額療養費、一般被保険者高額療養費の負担金補助及交付金の300万円につきまして

は、一般被保険者高額療養費増額分を計上したものでございます。 

  前期高齢者納付金等、前期高齢者納付金等、前期高齢者納付金等、負担金補助及交付金の

マイナス100万円につきましては、前期高齢者納付金減額分を計上したものでございます。 

  共同事業拠出金、共同事業拠出金、次のページをお開きください。目、高額医療費共同事

業交付金、負担金補助及び交付金のマイナス125万6,000円につきましては、高額医療費共
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同事業拠出金減額分を計上したものでございます。 

  目、保険財政共同安定化事業拠出金、負担金補助及交付金のマイナス66万2,000円につき

ましては、減額分を計上したものでございます。 

  保健事業費、特定診査等事業費、特定健康診査等事業費、こちらにつきましては、国庫負

担金、都負担金、それぞれ増額分がございました関係で財源更正をさせていただいており

ます。 

  歳出合計、既定額３億8,103万円、補正額3,058万2,000円、計４億1,161万2,000円。 

  説明につきましては以上でございます。 

  ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（池田 望君） ありがとうございました。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第16号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第１７号及び議案第１８号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第３、議案第17号から日程４、議案第18号までの議案２件を一括

議題とします。これにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、議案２件を一括議題といたします。 
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  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第17号から18号までを一括して提出させていただきます。 

  議案第17号は、平成27年度小笠原村簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）（案）、議

案第18号は、平成27年度小笠原村宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）（案）でござ

います。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。よろしくご審議のほどお願い申し上げま

す。 

○議長（池田 望君） 財政課長、江尻君。 

○財政課長（江尻康弘君） ご説明いたします。 

  最初に、134ページをお開きください。 

  平成27年度小笠原村簡易水道事業特別会計補正予算、予算総則。 

  平成27年度小笠原村簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額からそれぞれ401万円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれ

ぞれ２億8,540万4,000円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  135ページをお開きください。 

  第１表、歳入歳出予算補正。 

  このページに歳入、次の136ページに歳出のそれぞれ款項ごとの補正内訳を記載させてい

ただいております。 

  136の３、４ページをお開きください。 

  第１、歳入歳出予算補正。歳入歳出のそれぞれ総括でございます。 

  136の５、６ページをお開きください。 

  まず歳入でございます。 

  繰入金、繰入金、繰入金、簡易水道事業基金繰入金のマイナス401万円につきましては、

簡易水道事業基金繰入金の減額分を計上したものでございます。 
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  歳入合計、既定額２億8,941万4,000円、補正額マイナス401万円、計２億8,540万4,000円。 

  歳入は以上でございます。 

  136の７、８ページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  総務費、総務管理費、業務管理費、需用費のマイナス401万円につきましては、簡易水道

施設の管理経費の減額分を計上をさせていただいております。 

  歳出合計、既定額２億8,941万4,000円、補正額マイナス401万円、計２億8,540万4,000円。 

  簡易水道事業会計につきましては、施設管理に要する経費、減額したものを、当初、基金

からの繰入金で賄う分がございましたので、そちらを減額をさせていただいたところでご

ざいます。 

  続きまして、139ページをお開きください。 

  平成27年度小笠原村宅地造成事業特別会計補正予算、予算総則。 

  平成27年度小笠原村宅地造成事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額からそれぞれ616万1,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を

それぞれ324万9,000円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  140ページをお開きください。 

  第１表、歳入歳出予算補正。 

  こちらに歳入、次の141ページに歳出の、それぞれ款項ごとの補正内訳が記載されてござ

います。 

  141の３、４ページをお開きください。 

  第１、歳入歳出予算補正。総括でございます。歳入歳出それぞれの総括の記載がございま

す。 

  141の５、６ページをお開きください。 

  まず、歳入からでございます。 

  事業収入、土地売払収入、土地売払収入、宅地売払収入のマイナス304万8,000円、宅地造
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成負担金のマイナス530万9,000円につきましては、今年度宅地の扇浦分譲地の分譲を見送

ったことによりまして減額とさせていただいたところでございます。 

  それに伴いまして、次の繰入金におきまして、歳出の補塡を行ったところでございます。

一般会計からの繰入金は219万6,000円の増額をさせていただいております。 

  歳入合計、既定額941万円、補正額マイナス616万1,000円、計324万9,000円でございます。 

  141の７、８ページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  総務費、総務管理費、業務管理費、委託料の69万8,000円、工事請負費の41万5,000円、計

111万3,000円につきましては、業務管理費の減額分を計上をさせていただいております。 

  諸支出金、繰出金、一般会計繰出金の繰出金、マイナス504万8,000円につきましては、一

般会計繰出金の減額分を計上をさせていただいております。 

  歳出合計、既定額941万円、補正額マイナス616万1,000円、計324万9,000円。 

  説明につきましては以上でございます。 

  ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。 

  議案第17号から議案第18号までの議案２件を一括して採決することにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第17号から議案第18号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第１９号の上程、説明、質疑、討論、採決 
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○議長（池田 望君） 日程第５、議案第19号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第19号 小笠原村父島辺地及び母島辺地に係る公共的施設の総合

整備計画（平成23年度～平成27年度変更）（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  詳細については担当課長に説明をさせます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 財政課長、江尻君。 

○財政課長（江尻康弘君） ご説明いたします。 

  143ページをお開きください。 

  この総合整備計画につきましては、１年前になりますけれども、平成27年の３月定例会に

おきまして、ご承認をいただいたところでございますけれども、１年間、事業を実施する

中で変更等がございました。その変更の内容につきまして、ご承認いただくというもので

ございます。 

  こちらの143ページには、平成23年度から平成27年度までの、今回策定の計画、また村制

確立、昭和54年度から平成27年度までの全体計画の記載がございます。 

  その次の、変更点につきましては、今回策定分、144ページに父島辺地、145ページに母島

辺地がございますけれども、こちらが変更になった関係で、143ページ、総合計画の数字の

ほうが変更となってございます。 

  説明用に、この後、146ページが父島、147ページが母島の、それぞれ変更前と変更後とい

うことで資料をご用意させていただいておりますので、こちらを、説明をさせていただけ

ればと思います。 

  まず、146ページでございますけれども、こちらは父島の総合整備計画、平成23年から平

成27年度まで、１年前にお示しした内容と変更する部分をご説明させていただきたいと思

います。下段が変更前でございます。上段が変更後でございます。 

  まず、辺地の人口でございますけれども、これは平成27年３月31日現在の人口を予想して

記載をさせていただいておりました。2,039とございますけれども、確定値が出ましたので、

上段、2,026人に変更をさせていただいております。 

  変更部分につきましては、それぞれ下線を引いてございます。ご確認ください。 
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  また、面積につきましては、父島の面積23.8、こちらは、昨年ご意見としていただいたと

ころでございますけれども、東京都の、協議時点では、まだ変更の面積の公表がされてい

なかったということで、東京都と協議をいたしまして、その時点では旧面積の表示をして

ございました。 

  今回は、それを、昨年３月に公表された数値に変更してございます。23.80平方キロメー

トルから23.45平方キロメートルに訂正をいたしたものでございます。 

  次に、平成23年度から平成27年度までの５年間の部分について説明をさせていただきます。 

  公共的施設の整備計画の施設名、村道扇浦地域線、大村奥村地域線、事業主体名、小笠原

村の事業費の１億4,650万5,000円を１億3,093万4,000円に変更してございます。特定財源

8,680万6,000円を8,181万円に、また一般財源5,969万9,000円を4,912万4,000円に変更をさ

せていただいているところでございます。 

  それから、その下に合計欄がございます。事業費の５億388万8,000円を４億8,831万7,000

円に、特定財源の４億2,606万円を４億2,106万4,000円に、一般財源7,782万8,000円を

6,725万3,000円に、それぞれ変更をさせていただいております。 

  147ページの表をご覧をいただきたいと思います。 

  こちらは、母島の辺地でございます。 

  辺地の人口につきましては、父島同様、昨年３月31日現在の確定値が出ました関係で469

人を448人に、辺地の面積、母島の面積につきましても同様に、20.21平方キロメートルを

19.88平方キロメートルに変更をさせていただいております。 

  次に、公共的施設の整備計画の施設名、村道沖村地域線、事業主体名、小笠原村の事業費

０円を1,642万7,000円に、特定財源０円を985万6,000円に、一般財源０円を657万1,000円

に、公共的施設の整備計画の合計欄の事業費9,153万5,000円を１億796万2,000円に、特定

財源5,758万8,000円を6,744万4,000円に、一般財源につきましては3,394万7,000円を4,051

万8,000円に変更のほうをさせていただいております。 

  こちら、主な要因といたしましては、父島、母島におきまして、橋りょうの調査をいたし

まして、父島につきましては奥村２号線の橋りょう、母島におきましては、役場のすぐ前

になりますけれども、元橋の橋りょうの改修工事を実施したことに伴います変更が主な内

容となってございます。 

  説明につきましては以上です。 

  ご審議のほどよろしくお願いいたします。 



－１１２－ 

○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第19号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第２０号から議案第２８号までの上程、説明 

○議長（池田 望君） 日程第６、議案第20号から日程第14、議案第28号までの議案９件を一

括議題とします。これにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、議案９件を一括議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第20号から第28号までを一括して提出させていただきます。 

  議案第20号は平成28年度小笠原村一般会計予算（案）、議案第21号は平成28年度小笠原村

国民健康保険特別会計予算（案）、議案第22号は平成28年度小笠原村簡易水道事業特別会

計予算（案）、議案第23号は平成28年度小笠原村宅地造成事業特別会計予算（案）、議案

第24号は平成28年度小笠原村介護保険（保険事業勘定）特別会計予算（案）、議案第25号

は平成28年度小笠原村介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計予算（案）、議案第26

号は平成28年度小笠原村下水道事業特別会計予算（案）、議案第27号は平成28年度小笠原

村浄化槽事業特別会計予算（案）、議案第28号は平成28年度小笠原村後期高齢者医療特別
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会計予算（案）でございます。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。よろしくご審議のほどお願い申し上げま

す。 

○議長（池田 望君） 財政課長、江尻君。 

○財政課長（江尻康弘君） それでは、平成28年度各会計の予算案につきまして説明をさせて

いただきます。 

  説明に当たりまして、皆さんお手元にＡ４判、Ａ４横型の資料のほうをご用意させていた

だいておりますので、こちらにおきまして金額等一緒に確認していただければと存じます。 

  本紙のほうの150ページ、お開きいただきたいと思います。 

  平成28年度小笠原村一般会計予算、予算総則。 

  平成28年度小笠原村一般会計予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の総額及び区分） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ40億5,073万4,000円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」に

よる。 

  （債務負担行為） 

  第２条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第214条の規定により債務を負担する行為を

することができる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

  （地方債） 

  第３条 地方自治法第230条第１項の規定により起こすことができる地方債の目的、限度

額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」による。 

  （一時借入金） 

  第４条 地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金の最高限度額は、３億円

と定める。 

  （歳出予算の流用） 

  第５条 地方自治法第220条第２項ただし書きの規定により歳出予算の各項の経費の金額

を流用することができる場合は、各項に計上した給料、職員手当等及び共済費（賃金に係

る共済費を除く。）に係る予算額に過不足が生じた場合における同一款内でのこれらの各

項の間とする。 

  平成28年３月８日提出。小笠原村長、森下一男。 
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  この後、151ページから155ページにかけまして、各款項ごとの歳入歳出の予算内訳がござ

います。それから、お手元にございます資料におきまして、各款ごとの主な増減要因等を、

記載をさせていただいております。こちらのほうご確認いただければと思います。 

  一般会計の予算につきましては、前年度比マイナス２億3,803万3,000円、5.6％のマイナ

スとなってございます。昨年度、事業といたしまして、施設の改修等大きな経費が今年度

なくなっているというものもございます関係上、昨年度と比較いたしますとマイナスとな

って、予算のほうはマイナスとなっているところでございます。 

  156ページをお開きください。 

  第２表の債務負担行為でございます。 

  事項、母島村民会館指定管理料、期間、平成28年度から平成30年度まで、限度額につきま

しては2,661万5,000円でございます。 

  157ページをお開きください。 

  第３表、村債。 

  起債の目的、臨時財政対策債。起債の限度額、8,420万円。起債の目的、道路整備債。起

債の限度額、2,250万円。起債の方法、証書借り入れにより政府その他より起債する。本債

の起債時期が適当でないときは、本債にかわる村債を起こすこともある。年率、年4.0％以

内。ただし、利率見直し方式で借り入れる政府資金及び公営企業、金融公庫資金について、

利率見直しを行った後においては、当該見直し後の利率。償還の方法、政府、東京都、そ

の他の金融機関について、その融資条件による。その他、事業執行状況、その他の都合に

より、起債額の全部または一部を翌年度に繰り延べ起債することもある。合計につきまし

ては、１億670万円でございます。 

  続きまして、国民健康保険特別会計予算でございます。 

  160ページをお開きください。 

  平成28年度小笠原村国民健康保険特別会計予算、予算総則。 

  平成28年度小笠原村国民健康保険特別会計予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の総額及び区分） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億8,096万円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」に

よる。 

  平成28年３月８日提出。小笠原村長、森下一男。 
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  この後、161ページから164ページにかけまして、款項ごとの予算内訳の記載がございます。

この国民健康保険特別会計につきましては、前年度比プラス１億922万4,000円の増、

40.2％の増となってございます。保険給付費、それから後期高齢者支援金等、共同事業拠

出金の歳出が増加したことに伴いまして、必要な歳入が増加をしておるところでございま

す。 

  167ページをお開きください。 

  続きまして、簡易水道事業会計でございます。 

  平成28年度小笠原村簡易水道事業特別会計予算、予算総則。 

  平成28年度小笠原村簡易水道事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の総額及び区分） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５億6,496万4,000円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」に

よる。 

  （継続費） 

  第２条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第212条第１項の規定による継続費の経費の

年額及び年割額は、「第２表 継続費」による。 

  （地方債） 

  第３条 地方自治法第230条第１項の規定により起こすことができる地方債の目的、限度

額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」による。 

  平成28年３月８日提出。小笠原村長、森下一男。 

  この後、168ページから169ページにかけまして、款項ごとの歳入歳出補正内訳の記載がご

ざいます。簡易水道事業特別会計につきましては、前年度比２億4,723万9,000円、77.8％

の増額となってございます。歳出におきまして、小笠原諸島振興開発事業が大きく増えて

おります関係で、それに伴う歳入も増加をしているところでございます。 

  170ページをお開きください。 

  第２表、継続費でございます。 

  款、建設改良費、項、建設改良費、事業名、清瀬配水池の更新、総額が１億7,212万1,000

円。こちらは、清瀬にございます配水池を、２カ年をかけ更新をするものでございます。

年割額につきましては、平成28年度が8,601万9,000円、平成29年度が8,610万2,000円でご

ざいます。 
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  171ページをお開きください。 

  第３表、村債。 

  番号は１番、起債の目的、建設改良費。起債の限度額、8,930万円。起債の方法、償還の

方法、その他につきましては一般会計と同様でございます。合計、8,930万円でございます。 

  174ページをお開きください。 

  平成28年度小笠原村宅地造成事業特別会計予算、予算総則。 

  平成28年度小笠原村宅地造成事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の総額及び区分） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ881万9,000円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」に

よる。 

  平成28年３月８日提出。小笠原村長、森下一男。 

  宅地造成事業特別会計予算につきましては、昨年度と同額ということで予算のほうを計上

をさせていただいております。 

  この後、175ページから176ページにかけまして、歳入歳出の予算内訳がございます。 

  続きまして、179ページをお開きください。 

  平成28年度小笠原村介護保険（保険事業勘定）特別会計予算、予算総則。 

  平成28年度小笠原村介護保険（保険事業勘定）特別会計予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の総額及び区分） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ5,889万2,000円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」に

よる。 

  平成28年３月８日提出。小笠原村長、森下一男。 

  次の180ページから182ページにかけまして、款項ごとの歳入歳出の予算計上を記載をさせ

ていただいております。こちらの会計につきましては、前年度比1,349万8,000円、18.6％

の減となってございます。主に総務費、事務的経費、それから保険給付費、こちらが減額

となっております関係で、昨年同比マイナスとなっているところでございます。 

  続きまして、185ページをお開きください。 

  平成28年度小笠原村介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計予算、予算総則。 

  平成28年度小笠原村介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計予算は、次に定めるとこ
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ろによる。 

  （歳入歳出予算の総額及び区分） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億7,433万2,000円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」に

よる。 

  平成28年３月８日提出。小笠原村長、森下一男。 

  次の186ページから187ページにかけまして、款項ごとの歳入歳出予算計上額の記載がござ

います。こちらの会計につきましては、238万8,000円、1.4％の増額となってございます。

サービス事業費、若干の増額ございます関係で増額の予算計上となってございます。 

  190ページをお開きください。 

  平成28年度小笠原村下水道事業特別会計予算、予算総則。 

  平成28年度小笠原村下水道事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の総額及び区分） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億9,649万5,000円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」に

よる。 

  （地方債） 

  第２条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第230条第１項の規定により起こすことがで

きる地方債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」に

よる。 

  平成28年３月８日提出。小笠原村長、森下一男。 

  この後、191ページから192ページにかけまして、款項ごとの予算計上額の記載がございま

す。こちらの会計につきましては、１億8,612万4,000円、88.5％の増額となってございま

す。総務費におけます単独事業、それから建設改良費におけます補助事業費の増に伴いま

して、歳入のほうも増額の計上となってございます。 

  193ページをお開きください。 

  第２表、村債でございます。 

  番号１、起債の目的、建設改良費。起債の限度額、１億5,680万円。起債の方法、償還の

方法、その他は、記載のとおりでございます。合計、１億5,680万円でございます。 

  続きまして、196ページをお開きください。 
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  平成28年度小笠原村浄化槽事業特別会計予算、予算総則。 

  平成28年度小笠原村浄化槽事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の総額及び区分） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ2,015万3,000円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」に

よる。 

  （地方債） 

  第２条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第230条第１項の規定により起こすことがで

きる地方債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」に

よる。 

  平成28年３月８日提出、小笠原村長、森下一男。 

  この後、197ページから198ページにかけまして、款項ごとの予算計上額の記載がございま

す。こちらの会計につきましては、148万3,000円、6.9％のマイナスとなってございます。

こちら事業経費の減額に伴うものでございます。 

  199ページをお開きください。 

  第２表、村債。 

  番号１、起債の目的、建設改良債。起債の限度額、310万円。起債の方法、償還の方法、

その他につきましては記載のとおりでございます。合計、310万円でございます。 

  続きまして、202ページをお開きください。 

  平成28年度小笠原村後期高齢者医療特別会計予算、予算総則。 

  平成28年度小笠原村後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の総額及び区分） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ2,396万4,000円と定める。 

  ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」に

よる。 

  平成28年３月８日提出。小笠原村長、森下一男。 

  この後、203ページから204ページにかけまして、款項ごとの予算計上の記載がございます。

こちらの会計につきましては、292万1,000円、10.9％の減額となってございます。総務費、

それから広域連合への納付金減に伴いまして、歳入のほうも減額の計上となってございま

す。 
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  説明につきましては、以上でございます。 

  ご審議のほどよろしくお願いをいたします。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎平成２８年度予算特別委員会設置の動議 

○議長（池田 望君） 杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） 動議を提出します。 

  平成28年度小笠原村各会計予算（案）につきましては、平成28年度予算特別委員会を設置

し、同委員会に付託し審査されることを提案します。 

○議長（池田 望君） ただいまの動議を議題とすることにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  平成28年度予算特別委員会設置の動議を議題といたします。 

  要綱案はお手元に配付してあります。 

  朗読は省略いたします。 

  本件は動議のとおり決定することにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、平成28年度予算特別委員会を設置し、平成28年度小

笠原村各会計予算（案）については同委員会に付託することに決定いたしました。 

  委員は、お手元に配付してあります名簿のとおり指名したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、委員は、お手元に配付の名簿のとおり選任すること

に決定いたしました。 

  お諮りします。 

  平成28年度予算特別委員会を招集するため、暫時休憩したいと思いますが、これにご異議

ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、暫時休憩します。 

（午後４時４７分） 

───────────────────────────────────────────────── 
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○議長（池田 望君） 休憩前に引き続き、会議を再開します。 

（午後５時） 

───────────────────────────────────────────────── 

◎予算特別委員会より報告 

○議長（池田 望君） 平成28年度予算特別委員会より報告があります。 

  杉田一男君。 

○５番（杉田一男君） ご報告します。 

  平成28年度予算特別委員会において、私、杉田一男が委員長に、安藤重行議員が副委員長

に選出されましたので、ご報告いたします。 

○議長（池田 望君） ありがとうございました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎散会の宣告 

○議長（池田 望君） お諮りします。 

  本日の会議はこの程度にとどめたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議を終了します。 

  委員会審議のため、明日３月10日から３月17日までの８日間を休会したいと思いますが、

これにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、３月10日から３月17日までの８日間を休会とするこ

とに決定いたしました。 

  次回は３月18日午後４時より会議を開きます。 

  本日はこれにて散会します。 

  ありがとうございました。 

（午後５時１分） 
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平 成 ２ ８ 年 第 １ 回 小 笠 原 村 議 会 定 例 会 会 議 録  

 

議 事 日 程 （第３号） 

                     平成２８年３月１８日（金曜日）午後４時開議 

 

第 １ 議案第２０号 平成２８年度小笠原村一般会計予算（案） 

第 ２ 議案第２１号 平成２８年度小笠原村国民健康保険特別会計予算（案） 

第 ３ 議案第２２号 平成２８年度小笠原村簡易水道事業特別会計予算（案） 

第 ４ 議案第２３号 平成２８年度小笠原村宅地造成事業特別会計予算（案） 

第 ５ 議案第２４号 平成２８年度小笠原村介護保険（保険事業勘定）特別会計予算（案） 

第 ６ 議案第２５号 平成２８年度小笠原村介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計予 

           算（案） 

第 ７ 議案第２６号 平成２８年度小笠原村下水道事業特別会計予算（案） 

第 ８ 議案第２７号 平成２８年度小笠原村浄化槽事業特別会計予算（案） 

第 ９ 議案第２８号 平成２８年度小笠原村後期高齢者医療特別会計予算（案） 

第１０ 議案第２９号 小笠原村父島辺地及び母島辺地に係る公共的施設の総合整備計画（平 

           成２４年度～平成２８年度）（案） 

第１１ 同意第 １号 小笠原村農業委員会委員の任命の同意 

第１２ 同意第 ２号 小笠原村教育委員会委員の任命の同意 

追加日程 

第 １ 発議第 １号 世界自然遺産の保全管理にかかる全国的な予算枠の拡大を求める意見 

           書（案） 
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出席議員（７名） 

      １番   清 水 良 一 君    ２番   安 藤 重 行 君 

      ３番   一 木 重 夫 君    ４番   鯰 江   満 君 

      ５番   杉 田 一 男 君    ６番   稲 垣   勇 君 

      ８番   池 田   望 君 
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───────────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（池田 望君） これより本日の会議を開きます。 

（午後４時） 

───────────────────────────────────────────────── 

◎会議時間の延長 

○議長（池田 望君） この際、あらかじめ会議時間の延長をしておきます。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎諸般の報告 

○議長（池田 望君） 次に、事務局長より諸般の報告をさせます。 

○事務局長（セーボレー孝君） ご報告いたします。 

  ３月11日、議長池田 望君が都立小笠原高等学校の卒業式に出席しました。 

  本日、３月18日、議長池田 望君が議員６名とともに小笠原中学校の卒業式に出席しまし

た。 

  以上でございます。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第２０号から議案第２８号までの委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） それでは、議案に入ります。 

  日程第１、議案第20号から日程第９、議案第28号までの議案９件を一括議題とします。こ

れにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認め、議案９件を一括議題とします。 

  平成28年度予算特別委員会委員長の報告を求めます。 

  杉田一男委員長。 

○予算特別委員長（杉田一男君） 平成28年度予算特別委員会審査報告書。 

  本委員会に付託された平成28年度各会計予算（案）は、審査の結果、次のとおり決定した

ので、会議規則第77条の規定により報告します。 

  平成28年３月18日。平成28年度予算特別委員会委員長、杉田一男。 

  小笠原村議会議長、池田 望殿。 

  １、件名。 
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  第20号 平成28年度小笠原村一般会計予算（案）、原案のとおり可決。第21号 平成28年

度小笠原村国民健康保険特別会計予算（案）、原案のとおり可決。第22号 平成28年度小

笠原村簡易水道事業特別会計予算（案）、原案のとおり可決。第23号 平成28年度小笠原

村宅地造成事業特別会計予算（案）、原案のとおり可決。第24号 平成28年度小笠原村介

護保険（保険事業勘定）特別会計予算（案）、原案のとおり可決。第25号 平成28年度小

笠原村介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計予算（案）、原案のとおり可決。第26

号 平成28年度小笠原村下水道事業特別会計予算（案）、原案のとおり可決。第27号 平

成28年度小笠原村浄化槽事業特別会計予算（案）、原案のとおり可決。第28号 平成28年

度小笠原村後期高齢者医療特別会計予算（案）、原案のとおり可決。 

  ２、意見。 

  当村は、医療、福祉、介護サービスの充実の拡充を図り、村民のニーズに応えてきたが、

人件費を主に財政負担は確実に増加しており、今後子育て支援ニーズへの対応、新たに求

められている行政課題への取り組み等により、その負担はますます増加することが想定さ

れている。 

  現在見込める財源は、確実に収入するとともに、新たな財源確保について一層努力された

い。 

  また、本予算委員会の審議の中で、指摘や要望、意見があった事項については、今後の施

策、財政運営に反映するよう要望する。 

  以上でございます。 

○議長（池田 望君） これより委員長報告に対する質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本報告に反対の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対発言がないようですので、これより採決を行います。 

  議案第20号から議案第28号までの議案９件を一括して採決することにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  本予算案に対する委員長報告は、原案どおり可決です。 
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  議案第20号から議案第28号までを、委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立

を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本予算案は委員長報告のとおり可決されました。 

  村長から発言を求められておりますので、これを許します。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 平成28年度小笠原村各会計予算（案）につきましては、ただいま原案

どおり可決をしていただきまして、まことにありがとうございます。 

  可決に当たって付されました意見、また予算特別委員会の中でいただきましたご指摘等を

念頭に置きながら予算の執行に当たってまいるつもりでございます。 

  今後とも、ご指導、ご協力のほどよろしくお願いを申し上げます。 

  発言の機会をいただきまして、まことにありがとうございました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第２９号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 続いて、日程第10、議案第29号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 議案第29号 小笠原村父島辺地及び母島辺地に係る公共的施設の総合

整備計画（平成24年度～平成28年度）（案）。 

  上記の議案を提出する。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 財政課長、江尻君。 

○財政課長（江尻康弘君） ご説明いたします。 

  206ページをお開きください。 

  公共施設の整備計画でございます。 

  辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律に基づく財政

上の特別措置等を受けるため、辺地に係る総合整備計画を策定をいたしております。 
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  この計画に、掲載されました事業は、辺地対策事業債が起債できるようになりまして、こ

の辺地対策事業債の元利償還金は、地方交付税の算定基礎に算入をされ、元利償還金の約

80％を、国から地方交付税として交付されることとなります。 

  小笠原村父島辺地、小笠原村母島辺地の、今回策定をいたしました平成24年度から平成28

年度までの整備計画及び昭和54年度から平成28年度までの全体計画の記載が、このページ

にございます。 

  大変申し訳ないんですけれども、この206ページの事業計画の一番下になりますけれども、

間違いがございました。用地測量でございます。この用地測量ということで、ご訂正をい

ただければと思います。大変失礼いたしました。 

  詳細につきましては、次のページからの総合整備計画書によりまして説明のほうをさせて

いただきたいと思います。 

  次の207ページをお開きください。 

  総合整備計画書、東京都小笠原村父島辺地。 

  辺地の人口、2,036人、面積は23.45平方キロメートル。人口につきましては、今月末、平

成28年３月31日現在の予測の人口を記載をしてございます。 

  １、辺地の概況、２、公共的施設の整備を必要とする事情につきましては、記載のとおり

でございます。 

  辺地の概況の（３）番に、辺地度点数というのがございます。父島につきましては、174

点となってございますけれども、この辺地と言いますのが、交通条件、自然的、経済的、

文化的諸条件に恵まれずに、他の地域に比較して住民の生活水準が著しく低い山間地また

離島、その他の地域で、面積、人口の要件及びその程度の基準に基づきまして、辺地度点

数という客観的指標を算出いたしまして、その点数が100点以上であれば辺地とされるもの

でございます。 

  ３番、公共的施設の整備計画。 

  平成24年度から平成28年度まで５年間。 

  区分、事業、財源内訳、一般財源のうち、辺地対策事業債の予定額の順で説明をさせてい

ただきます。 

  区分、施設名、村道（扇浦地域線・大村奥村地域線）。事業主体名、小笠原村。事業費

6,238万9,000円。財源内訳、特定財源3,811万3,000円、一般財源2,427万6,000円。一般財

源のうち辺地対策事業債の予定額710万円。 
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  次に、施設名、診療所備品。事業主体名、小笠原村。事業費3,398万3,000円。財源内訳、

特定財源1,698万3,000円、一般財源1,700万円。一般財源のうち辺地対策事業債の予定額

1,700万円。 

  区分、施設名、集会施設。事業主体名、小笠原村。事業費３億2,340万円。財源内訳、特

定財源３億2,227万1,000円、一般財源112万9,000円。一般財源のうち辺地対策事業債の予

定額０円。 

  区分、施設名、し尿処理施設。事業主体名、小笠原村。事業費１億630万5,000円。財源内

訳、特定財源０円、一般財源１億630万5,000円。一般財源のうち辺地対策事業債の予定額

１億630万円。 

  合計になります。事業費の合計、５億2,607万7,000円。財源内訳、特定財源３億7,736万

7,000円、一般財源１億4,871万円。一般財源のうち辺地対策事業債の予定額１億3,040万円。 

  父島につきましては以上でございます。 

  208ページをお開きください。 

  総合整備計画書、東京都小笠原村母島辺地。 

  辺地の人口451人、面積19.88平方キロメートル。 

  １、辺地の概況、２、公共的施設の整備を必要とする事業につきましては、記載のとおり

でございます。 

  母島の辺地度点数につきましては、345点となってございます。 

  ３、公共的施設の整備計画。平成24年度から平成28年度まで５年間。父島辺地と同様の説

明をさせていただきます。 

  区分、施設名、村道（沖村地域線）。事業主体名、小笠原村。事業費3,040万2,000円。財

源内訳、特定財源985万6,000円、一般財源2,054万6,000円。一般財源のうち辺地対策事業

債の予定額０円。 

  区分、診療所備品。事業主体名、小笠原村。事業費9,153万5,000円。財源内訳、特定財源

5,758万8,000円、一般財源3,394万7,000円。一般財源のうち辺地対策事業債の予定額3,390

万円。 

  区分、施設名、保育施設。事業主体名、小笠原村。事業費494万6,000円。財源内訳、特定

財源247万3,000円、一般財源247万3,000円。一般財源のうち辺地対策事業債の予定額０円

でございます。 

  母島辺地の合計でございます。事業費１億2,688万3,000円。財源内訳、特定財源6,991万
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7,000円、一般財源5,696万6,000円。一般財源のうち辺地対策事業債の予定額3,390万円。 

  説明につきましては以上でございます。 

  ご審議のほどよろしくお願いをいたします。 

○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  議案第29号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎同意第１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第11、同意第１号を議題といたします。 

  地方自治法第117条の除斥規定により、稲垣 勇君は、しばらくの間退場してください。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 同意第１号 小笠原村農業委員会委員の任命の同意について。 

  上記について同意されたい。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  農業委員会等に関する法律（昭和26年法律第88号）第８条第１項の規定に基づき、小笠原

村農業委員会委員の任命につき、議会の同意を得る必要があるためでございます。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 
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○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） ２ページをお開きください。 

  小笠原村農業委員会委員の選任の同意について。 

  農業委員会等に関する法律（昭和26年法律第88号）第８条第１項の規定に基づき、下記の

とおり選任する。 

  氏名、早川 保、森本かおり、藤谷明憲、濱崎泰宏、小松武人、稲垣 勇、大澤 彰、辻

井麻里子、そのほかの項目については、お手元の資料のとおりです。 

  よろしくご同意のほどをお願いいたします。 

○議長（池田 望君） 提案者の説明は終わりました。 

  初めに、同意１号の名簿のうち、稲垣 勇君の任命の同意について審議いたします。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、稲垣 勇君の任命の同意について、反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  同意第１号の名簿のうち、稲垣 勇君の任命の同意に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認め、稲垣 勇君の任命に同意することに決定いたしまし

た。 

  稲垣 勇君の退場を解きます。 

  次に、同意第１号の名簿のうち、稲垣 勇君を除く委員７名の任命の同意について審議い

たします。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、稲垣 勇君を除く委員７名の任命の同意について、反対意見の発言を許します。 
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          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  同意第１号の名簿のうち、稲垣 勇君を除く委員７名の任命の同意に賛成の諸君の起立を

求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認め、稲垣 勇君を除く委員７名の任命に同意することに

決定いたしました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎同意第２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（池田 望君） 日程第12、同意第２号を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  村長、森下一男君。 

○村長（森下一男君） 同意第２号 小笠原村教育委員会委員の任命の同意について。 

  上記について同意されたい。 

  平成28年３月８日。小笠原村長、森下一男。 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第162号）第４条第２項の規定

に基づき、小笠原村教育委員会委員の任命につき議会の同意を得る必要があるためのもの

でございます。 

  詳細につきましては担当課長に説明をさせます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 副村長、渋谷君。 

○副村長（渋谷正昭君） ４ページをお開きください。 

  小笠原村教育委員会委員の任命の同意について。 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第162号）第４条第２項の規定

に基づき、下記のとおり任命する。 

  記。 

  氏名、鈴木直子。 
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  そのほかの項目につきましては、お手元の資料のとおりでございます。 

  よろしくご同意のほどをお願いいたします。 

○議長（池田 望君） これより質疑に入ります。 

  質疑のある議員は挙手をしてください。 

          （挙手する者なし） 

○議長（池田 望君） 質疑がないようですので、これより討論に入ります。 

  まず、本案に対する反対意見の発言を許します。 

          （発言する者なし） 

○議長（池田 望君） 反対意見がないようですので、これより採決を行います。これにご異

議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  同意第２号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり同意されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎発議第１号の上程、説明、採決 

○議長（池田 望君） 次に、追加日程第１、発議第１号 世界自然遺産の保全管理にかかる

全国的な予算枠の拡大を求める意見書（案）を議題とします。 

  提案者の説明を求めます。 

  一木重夫君。 

○３番（一木重夫君） 世界自然遺産の保全管理にかかる全国的な予算枠の拡大を求める意見

書（案）。 

  上記の議案を別紙のとおり、小笠原村議会会議規則第14条第１項及び第２項の規定により

提出します。 

  提案理由。 

  小笠原諸島の外来種対策は、増大する脅威に追いついていないのが現状である。外来種対

策等の充実を図るために、国の世界自然遺産の保全管理にかかる全国的な予算枠の拡大を

求める必要があるため、本案を提出します。 
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  意見書案をお手元に配付してございます。 

  総務委員会で内容を説明しているため、朗読は省略させていただきます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（池田 望君） 提案者の説明は終わりました。 

  お諮りします。 

  本案は、質疑、討論を省略し、直ちに採決したいと思います。これにご異議ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  発議第１号に賛成の諸君の起立を求めます。 

          （起立多数） 

○議長（池田 望君） 起立多数と認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎閉会中の継続調査の申し出 

○議長（池田 望君） 次に、議会運営委員会、総務委員会、硫黄島調査特別委員会、小笠原

空港開設推進特別委員会より所管の事務及び調査中の事件について、各委員長より閉会中

の継続調査の申し出があります。 

  本件は、お手元に配付のとおり、閉会中の継続調査に付したいと思います。これにご異議

ありませんか。 

          （「異議なし」との声あり） 

○議長（池田 望君） 異議なしと認めます。 

  よって、本件は申し出のとおり、閉会中の継続調査に付することに決定いたしました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎閉議及び閉会の宣告 

○議長（池田 望君） 以上をもって、本日の日程は全て終了しました。 

  本日の会議を閉じます。 

  これをもって、平成28年第１回小笠原村議会定例会を閉会します。 

  ありがとうございました。 

（午後４時２５分） 
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第 １ 回 定 例 会 議 案等 審 議 結 果 表 

 

提出月日（平成２８年３月８日） 

議決月日（平成２８年３月８日） 

 

議案番号 件 名 審議結果 

議案第 １号 小笠原村情報公開条例の一部を改正する条例（案） 原案可決 

議案第 ２号 
小笠原村行政不服審査法の規定による提出資料等の

写し等の交付に係る手数料に関する条例（案） 
原案可決 

議案第 ３号 
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例

の一部を改正する条例（案） 
原案可決 

議案第 ４号 
特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する

条例の一部を改正する条例（案） 
原案可決 

議案第 ５号 
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

（案） 
原案可決 

議案第 ６号 
特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する

条例等の一部を改正する条例（案） 
原案可決 

議案第 ７号 小笠原村消防団条例の一部を改正する条例（案） 原案可決 

議案第 ８号 
小笠原村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正

する条例（案） 
原案可決 

議案第 ９号 
小笠原村国民健康保険税条例の一部を改正する条例

（案） 
原案可決 

議案第１０号 
小笠原村営バス事業に関する条例の一部を改正する

条例（案） 
原案可決 

議案第１１号 
小笠原村キヤンプ禁止地域に関する条例の一部を改

正する条例（案） 
原案可決 

議案第１２号 母島村民会館の指定管理者の指定について（案） 原案可決 



－２－ 

議案番号 件 名 審議結果 

議案第１３号 
東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約の変

更について（案） 
原案可決 

議案第１４号 
東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更について

（案） 
原案可決 
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第 １ 回 定 例 会 議 案等 審 議 結 果 表 

 

提出月日（平成２８年３月８日） 

議決月日（平成２８年３月９日） 

 

議案番号 件 名 審議結果 

議案第１５号 
平成２７年度小笠原村一般会計補正予算（第４号）

（案） 
原案可決 

議案第１６号 
平成２７年度小笠原村国民健康保険特別会計補正予

算（第３号）（案） 
原案可決 

議案第１７号 
平成２７年度小笠原村簡易水道事業特別会計補正予

算（第３号）（案） 
原案可決 

議案第１８号 
平成２７年度小笠原村宅地造成事業特別会計補正予

算（第１号）（案） 
原案可決 

議案第１９号 

小笠原村父島辺地及び母島辺地に係る公共的施設の

総合整備計画（平成２３年度～平成２７年度変更）

（案） 

原案可決 
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第 １ 回 定 例 会 議 案等 審 議 結 果 表 

 

提出月日（平成２８年３月８日） 

議決月日（平成２８年３月１８日） 

 

議案番号 件 名 審議結果 

議案第２０号 平成２８年度小笠原村一般会計予算（案） 原案可決 

議案第２１号 
平成２８年度小笠原村国民健康保険特別会計予算

（案） 
原案可決 

議案第２２号 
平成２８年度小笠原村簡易水道事業特別会計予算

（案） 
原案可決 

議案第２３号 
平成２８年度小笠原村宅地造成事業特別会計予算

（案） 
原案可決 

議案第２４号 
平成２８年度小笠原村介護保険（保険事業勘定）特

別会計予算（案） 
原案可決 

議案第２５号 
平成２８年度小笠原村介護保険（介護サービス事業

勘定）特別会計予算（案） 
原案可決 

議案第２６号 
平成２８年度小笠原村下水道事業特別会計予算

（案） 
原案可決 

議案第２７号 
平成２８年度小笠原村浄化槽事業特別会計予算

（案） 
原案可決 

議案第２８号 
平成２８年度小笠原村後期高齢者医療特別会計予算

（案） 
原案可決 

議案第２９号 

小笠原村父島辺地及び母島辺地に係る公共的施設の

総合整備計画（平成２４年度～平成２８年度）

（案） 

原案可決 

同意第 １号 小笠原村農業委員会委員の任命の同意 同  意 



－５－ 

議案番号 件 名 審議結果 

同意第 ２号 小笠原村教育委員会委員の任命の同意 同  意 

発議第 １号 
世界自然遺産の保全管理にかかる全国的な予算枠の

拡大を求める意見書（案） 
原案可決 
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一 般 質 問 一 覧 表  

 

氏 名 質 問 項 目 

清水良一議 員 

１ 扇浦交流センター太陽光発電の活用方針について 

２ 福祉センター、クリーンセンター、情報セン 

 ター、診療所等の節エネルギー対策について 

３ 野山羊について 

安藤重行議 員 

１ 社会保険制度に伴う高齢者対策及び生活保護に関

する村としての取組み等の方針及び対応について 

２ 節電について 

一木重夫議 員 
１ 本土との格差について 

２ 特別措置法の改正・延長について 

杉田一男議 員 １ 村長所信について 

稲垣  勇議 員 
１ アクセスについて（海路） 

２ 外来種対策について 
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